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終了時評価調査結果要約表

１．案件概要 

国名：パキスタン・イスラム共和国 案件名：シンド州持続的畜産開発プロジェクト

分野：農業 援助形態：技術協力プロジェクト

所轄部署：農村開発部 協力金額：約 9 億 2,000 万円 

協力期間：

2014 年 2 月～2019 年 2 月 
先方関係機関：シンド州畜産局

日本側協力機関：

他の関連協力：

１－１ 協力の背景と概要

パキスタン・イスラム共和国（以下、「パキスタン」と記す）の畜産分野は、農業総生産の約 5 割、

国民総生産（GDP）の約 1 割を占める重要なセクターである。家畜は、特に小規模畜産農家にとって、

貴重な資産であるとともに、日常的な生活栄養補給や現金収入源としての重要な役割を果たしてい

る。飼育管理においては農村女性の果たす役割が大きく、畜産部門における雇用機会の創出を通じた

女性の社会参加促進という観点からも畜産振興は重要である。

本事業の対象地域であるシンド州には、約 1,400 万頭（パキスタン国内ではパンジャブ州に次ぐ第

二の保有数）の一般牛及び水牛がおり、レッド・シンディ種やクンディ種といった熱帯性家畜種の起

源地である。また、同州は、同国最大の商港カラチ（中近東やアジア等への国際的な輸出ハブ港）を

擁する。シンド州の畜産部門は、このような比較優位とポテンシャルを有しながらも、畜産分野では

パンジャブ州へ行政サービスや投資が偏重されており、等閑視されてきた。また、シンド州は度重な

る洪水の被害を受けるなど、リスクに対して脆弱な地域であり、都市農村間の格差（農村部の貧困率

は都市部の 2 倍）や食料を十分確保できていない世帯の割合（72％）がパキスタン国内で最も大きく

なっている。シンド州の畜産開発は、全農家の約 8 割を占める小規模農家を対象に実施するものであ

り、地域の安定化と発展にとって重要である。しかしながら、同州畜産局の組織体制及び行政サービ

スは、英国統治以降の伝統的な、獣医師を中心とした疾病対策に偏重しており、畜産関連の産業振興

に向けた人材育成や農家へのサービス内容の転換、官民連携の具体的ヴィジョンや実施体制が整って

いない。

このようななか、わが国は 2010～2012 年に「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスタープラン策定

プロジェクト」を実施し、マスタープラン（M/P）及びアクションプラン策定支援を行った。パキス

タン政府は、M/P の提言を受け、適正な畜産開発及び小規模農家の営農改善にかかわる技術協力をわ

が国に要請した。本プロジェクトは、この要請を受け、2014 年 2 月から 5 年間の予定で実施されてい

るものである。

１－２ 協力の内容

（1）上位目標 
適正技術及び家畜資源の有効活用方法がシンド州内の畜産農家によって適用される。
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（2）協力終了時の達成目標（プロジェクト目標） 
畜産に携わる農家の収入と資産（assets）の増大のための基盤（適正技術開発・普及体制整備・

実施機関の体制強化・関係者の能力向上）をパイロット県において構築する。

（3）プロジェクトの成果（アウトプット） 
成果 1：パイロット畜産農家における実証を通じて畜産開発の適正技術とマネジメント手法が開発

される。

成果 2：子牛救済・活用、乾水牛のリサイクリング、家畜のシェアリング・リボルディング等によ

り家畜資源を有効活用する仕組みが実証される。

成果 3：開発、実証された適正技術、仕組みがジェンダーに配慮しつつパイロット県内の畜産農家

に普及される。

成果 4：畜産局の事業運営、管理、調整能力が強化される。 

（4）投入（調査時点） 
日本側

専門家の派遣：日本人専門家 15 分野 19 名、第三国専門家 1 名（ボリビア人） 
研修実施：3 回（本邦 2 回、タイ 1 回） 
機材供与：事務機材、分析機材、車両など、総額約 1,098 万ルピー（約 1,150 万円）相当の機材 
現地活動費：総額 1 億 4,348 ルピー（約 1 億 5,942 万円）の現地活動費（在外事業強化費）の支

出（2018 年 3 月現在） 
パキスタン側

カウンターパート（C/P）人員の配置：13 名（うち 9 名プロジェクト専属） 
C/P 予算：合計 2 億 3,487 万 9,000 ルピー承認、約 1 億 2,529 万 2,000 ルピー支出済み 
施設・機材：専門家・C/P の執務室、ラボ施設など 

２．評価調査団の概要 

日本側 氏 名 担当分野 所属・役職

団長/総括 平 知子 JICA 農村開発部農業・農村開発第一グループ第一チ

ーム 課長

協力企画 東郷 知沙 同課 調査役

搾乳衛生 要田 正治 JICA 農村開発部 元国際専門員・短期専門家 

評価分析 鈴木 篤志 A&M コンサルタント有限会社 シニアコンサルタ

ント

パキスタ

ン側

団長 Dr. Parkash Dewani 畜産局 中央獣医診断研究所長

団員 Dr. Muzaffar Ali 
Vighio 

畜産局 普及・研究部長

調査期間 2018 年 8 月 25 日～9 月 9 日 

評価種類 終了時評価調査
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３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認

（1）成果の達成状況 
（達成度は、「高い」「やや高い」「中程度」「やや低い」「低い」の 5 段階で示した） 
成果 1：プロジェクト終了時点の達成度は「高い」レベルに達すると判断される。 

• 適正技術の開発・検証を行うために、七つの技術分野が特定・選定され、対象 5 県のパイロッ

ト農家（P/F）における実証活動が、官・民のステークホルダーを巻き込みながら、数多くの

検証活動が展開されてきた。

• プロジェクトで指導した飼養管理技術の改善により、平均乳量、増体重とも倍増することが

P/F で確認され、設定された指標は達成されている。

• C/P は専門家からの技術移転により、普及員や官・民の獣医師をはじめ、畜産技術者に対する

技術指導を行うことのできる能力を獲得した。

成果 2：プロジェクト終了時点での成見込みは「中」レベルになると判断される。 
• 「家畜資源を有効活用する仕組み」として、プロジェクトでは「子水牛の救済・活用」と「乾

水牛のリサイクリング」に焦点を当てた活動が行われてきた。

• 子水牛の救済については、プロジェクトで設置された子水牛救済センターにおける 3 カ月齢

生存率が目標とする 90％を超え、技術的な可能性が実証された。

• 乾乳水牛については、早期妊娠鑑定や繁殖障害治療を行うことで救済できる頭数を増やす見

通しが立ちつつある。

• 一方、子水牛救済技術は、育成にかかる費用をどう調達するかという課題が残っており、そ

の意味で小規模農家にとって経済的に実行可能にはなっているとはいえない。

• この課題への対応策として、プロジェクトがすでにカラチをベースとする非政府組織（NGO）

と行っているように、援助・福祉団体と協力することも一つの方法である。救済技術をより

多くの農家に裨益させるため、同様な団体をみつける努力を続ける必要がある。しかしなが

ら、プロジェクト終了までにそれがどの程度実現するかは現段階で見通すことができない。

成果 3：達成度は「中程度」になると予見される。 
• 中間レビュー時点で遅れていた普及員の配置がパイロット 5 県で完了し、3 年目の後半から

普及員への研修、普及員から農家への研修が本格的に実施されるようになった。この結果、

これまでに 2,500 人以上の男性/女性農家が研修に参加し、適正技術の知識を得ることができ

た。

• 一方、これらの技術が、農家に定着するかどうかについてのモニタリングは開始されたばか

りであり、普及活動の効果については現段階で結論づけることはできない。また、想定され

ている「中核農家」を通した「農家間普及」の実効性についても判断は難しい。

成果 4：「中～やや高い」レベルになると判断される。 
• プロジェクトの支援による事業管理能力にかかわる定期的な研修によって、事業管理の改善

を重要と認識する畜産局職員の数が徐々に増加してきた。2 名が能力開発ユニット（CBU）
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に専属職員として配置されたのは、畜産局内で認知されてきていることの現れとも理解され

る。

• プロジェクトチームは、職員参加のワークショップで出された意見を集約し、畜産局の組織

改編への提言書を取りまとめて畜産次官へ提出した。この提案書では、普及専門部署の設置

とともに、CBU 及び計画・モニタリング機能の強化が含まれている。

• 提案書は、当時の次官
1
に受け入れられたが、こうした組織改編には政府の更に上層部の合意

が得られることが必要となることから、現段階ではその実現性については未知数である。

（2）プロジェクト目標の達成度（見込み） 
 指標の達成見込みは下記のとおりであることから、協力期間終了時のプロジェクト目標の全般

的な達成度は、「中～やや高い」レベルになると判断される。

指標 1 パイロット村では研修が行われる前のベースラインデータが取られていなかったため、

この指標の達成度を調査段階で検証することは困難である。

指標 2 まだ具体的なアクションは取られていないことから、調査段階では未達成である。しか

し、プロジェクト終了までに、達成されることが見込まれる。

指標 3 NGO など子水牛救済、乾乳水牛のリサイクリング事業を開始した事例が確認されている

ことから、すでに達成されているとみなされる。

指標 4 プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）で設定された目標人数はすでに達成さ

れているか、今後達成される見込みは高いため、プロジェクト終了までに達成されると

予測される。

指標 5 達成度を予測することは困難な面があるが、畜産局幹部の反応は全体的に前向きである

ことから、「やや高い」レベルで達成されるものと予見される。

３－２ 5 項目評価の結果 
（1）妥当性：下記の分析に基づき、プロジェクト採択時同様、「高い」と判断された。 

• 本プロジェクトを取り巻く政策的な環境は、2014 年の開始以降、大きくは変わっておらず、

中央、州政府とも社会経済開発政策において、畜産セクター開発に重点を置いている。中央

レベルでは「Pakistan Vision 2025」が、州レベルでは「Sindh Vision 2030」が包括的な開発政

策となっていて、この中で、乳・肉生産、養鶏を含む畜産サブセクター開発の重要性が述べ

られている。

• シンド州には 1,400 万頭を超えるウシ・水牛が飼養されており、大半の農民にとって、ウシ・

水牛を飼育することは最も一般的な農業活動である。乳･肉は、州内農家の重要な栄養源であ

るとともに、生計の手段となっている。しかしながら、多くの農家は伝統的な方法によって

家畜を飼育しており、その生産性は極端に低いままであることとから、改善の余地が大きい。

小規模農家にあった適正技術の開発と普及に重点を置いているプロジェクトの取り組みは、

農民のニーズに沿うものである。

• 日本政府のパキスタンに対する援助政策は、プロジェクトが形成された当時から大きくは変

更されていない。また、JICA の年間事業実施計画では、本プロジェクトが農村における経済

1 提案書を提出した時点での畜産次官は、その後異動となり、提案内容の承認については後任の次官による承認待ちの状態が続い

ている。 
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開発支援に対する取り組みとして位置づけられていて、整合性に齟齬はない。

• 畜産物、特に乳製品は、日本人にとっても日常的に消費する重要農産品であり、わが国は酪

農についても長い経験と先進的な経営技術をもっていることから、日本がシンド州の酪農分

野への技術協力を行う優位性は高いといえる。

（2）有効性：下記の分析に基づき、「中からやや高い」レベルと判断された。 
• PDM で設定された四つの成果はいずれも、プロジェクト目標を実現するために欠かせないも

のの、開始後 2 年間、普及員の雇用・配置や機材の調達が遅れたことが、特に成果 3 の活動

に影響した。3 年目後半から、すべてのパイロット県に普及チームが配置されたことで、状

況は大きく改善されたが、その影響はプロジェクト終了まで残ることが推察される。さらに、

いくつかの指標がプロジェクト終了までに完全には達成できない可能性もある。このような

状況から、プロジェクト目標の達成度は、「中からやや高い」レベルになると判断される。

• プロジェクト目標は、期待される四つの成果が達成されれば、実現できるレベルの内容とな

っており、PDM で設定された成果とプロジェクト目標の論理関係に、おおむね問題はないと

考えられる。プロジェクトチームへの事前質問票でも、プロジェクトのデザインの適切性は

「高い」あるいは「かなり」とする回答が大半であったことから、プロジェクトデザインの

有効性は全体的に高かったとみなされる。一方、プロジェクト目標の指標 2 について、ベー

スラインデータが取られていなかったため、達成度が判断できないことが判明した。同様の

問題が、上位目標の指標にもあることから、評価団として指標の見直しを提言することとし

た。

• 対象地域のいくつかの村では、特に 2018 年の雨期に深刻な干ばつに襲われていることから、

想定された外部条件がプロジェクト目標の達成に影響を及ぼしている。

（3）効率性：以下の分析により、本プロジェクトの効率性は「中」レベルと判断される。 
• C/P の配置、プロジェクト事務所を含む施設・機材の提供、分析施設の提供、C/P 資金の拠出

などが、本件プロジェクトに対するパキスタン側からの投入である。9 名の専属 C/P が、プ

ロジェクト開始と同時に配置されたことは特記に値するが、普及員の雇用・配置、普及機材

の調達、C/P への日当などいくつかの投入が適期になされなかったことが、プロジェクトの

実施にしばしばマイナスの影響を及ぼしてきた。したがって、パキスタン側からの投入は、

必ずしも効率性が高かったとはいえない。

• 本プロジェクトに対する日本側からの投入は、専門家の派遣、機材供与、C/P への本邦研修

実施、ローカルコストの負担などである。すべての投入は、おおむね計画通りであった。中

間レビュー時、畜産局養鶏研究所（PRI）の飼料分析機器と畜産局の建物内に供与された生乳

分析機器が一部稼働していないことも確認されていたが、その後問題は解決され、本評価調

査時には大半の機材が正常に稼働していた。

• 本プロジェクの厳密な費用・便益分析を行うことは難しいものの、プロジェクトで実証・開

発される適正技術が広範囲の農家に裨益することや畜産局職員に対するの能力向上が、局全

体あるいは将来的に畜産農家に裨益する可能性があることから、投入・成果の効率性の見込

みは悪くはないとみられた。
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• PDM で特定されていた外部条件について、パキスタン側からの投入が、2 年次までしばしば

遅れたことから、成果の達成に相当影響してきたことが指摘できる。

（4）インパクト：下記のとおり、「中」レベルの正のインパクトが予測される。 
• プロジェクト期間内にプロジェクト目標が実現すれば、「適正技術及び家畜資源の有効活用方

法がシンド州内の農家によって適用される」と設定された上位目標は、プロジェクト終了後

に実現に向かうことが期待される。しかしながら、本プロジェクトの上位目標へのインパク

トは、プロジェクトチームが提案している畜産局の組織改編が実行されるかどうかによると

ころも大きい。普及組織の恒久的な設置が、州内のより多くの農家に裨益し、上位目標を実

現するうえでの前提条件となるからである。

• シンド州の大半の農家にとって、畜産物は重要な栄養源であり、また収入を得る手段となっ

ている。プロジェクトが、州内農家の家畜管理技術の改善を目的としていることから、広範

囲の農家の生計向上に正のインパクトを及ぼす可能性はあるといえる。パイロット県を超え

て普及し始めている技術がいくつかあること確認されている。

• これまでのところ、負のインパクトは特に報告されていない。また、このあとも発生する可

能性は認められない。

（5）持続性：以下の観察・分析から、持続性の見通しは「中」レベルと判断される。 
1）政策・組織・制度面 

• プロジェクトは中央・州政府の社会・経済政策に沿って実施されているので、現在の政策が

維持される限り、政策的な持続性は高いと考えられる。

• 一方、現状では畜産局に普及を扱う専門部署はないことから、プロジェクト活動を通して実

証された普及サービスを継続するためには、それを設置することが不可欠である。プロジェ

クト活動を通して、裨益者である農家のみならず、畜産局職員もそのようなサービスの重要

性を認識するようになっていることは、普及組織設置の実現に向けた良い兆候といえる。そ

れが実現されれば、組織面での持続性も確かなものとなる。プロジェクトを通して向上され

た技術及び管理面での能力は、組織面での持続性を高めるうえで役立つ。

2）財政面 
• 本プロジェクトの活動経費の多くが、日本側からの予算でまかなわれているが、畜産局とし

ても州政府の開発予算（PC-I）へ申請を行い C/P 予算を確保する努力をしてきた。州政府が

プロジェクトのために承認した予算は、1～2 年目に低かった利用率が 4、5 年目で大きく改

善され、2018 年度末までに承認額の約 50％が実際に使われる見込みである。もし州政府が

このレベルの予算支出を維持できれば、財政面の持続性もある程度確保される。しかしなが

ら、PC-I 予算はあくまでもプロジェクト実施期間中につく有期限資金であり、プロジェクト

終了後の財政面の持続性は通常予算として手当てされることで担保される。この点につい

て、州政府の通常予算は PC-IV の提出で認められる必要があるということなので、将来的に

はプロジェクトで支援した活動が PC-IV の提出により畜産局の恒常業務として組み込まれ

れば、財政面における持続性が確保されるが、現段階ではその実現性を見通すことは難しい。 
• 他方、農家レベルでの経済的な持続性は、ある程度確保されることが観察された。評価団が



vii 

行ったインタビューでも、研修で学んだ技術を適用することで生乳の生産量が上がったとす

る農家が多かった。プロジェクトが普及する技術が、農家の収入増につながることが証明さ

れれば、農家はプロジェクトや政府の関与がなくともその技術を継続することが予見され

る。

3）技術面 
• 職員レベルについては、C/P・普及員がプロジェクト活動を通して得る知識や技術は、彼ら

が畜産技術者として業務に従事する限り役立つものであるといえる。評価団は、いずれの

C/P・普及員も士気が高く、任務に前向きに取り組んでいることを確認した。この意味で、

職員レベルの技術面における持続性は高いとみられる。

• また、プロジェクトで支援する技術は小規模畜産農家が家畜管理を長期にわたり改善するの

に役立つことが期待できる。評価団が会った農家の多くは、研修で得た技術を評価していた。

したがって、技術面での持続性もある程度高いことが期待できる。しかしながら、通常、農

家の行動が変容し、新しい技術を採用するのには長い時間が必要であるので、畜産局の継続

的な支援が不可欠であることを指摘できる。

３－４ 効果発現に貢献した要因／問題点及び問題点を惹起した要因

本件プロジェクトの効果発現に貢献している要因として、以下を挙げることができる。

• 全般的に、C/P と日本人専門家間のコミュニケーションは緊密に行われており、プロジェクト

実施メンバー間に良好な関係が築かれていることが、活動がスムーズに進む要因として働いて

きた。

• 数名の専門家は M/P 策定調査から継続的に派遣されており、対象地域における畜産事情にかか

わる知識・技術が豊富である。

一方、阻害要因として、以下が確認される。

• PDM でも外部条件として挙げられていたパキスタン側からの投入が、特にプロジェクト前半

で大幅に遅れたとが、成果、プロジェクト目標の達成に影響を及ぼしてきた。

• 対象地域のいくつかの村では、干ばつにより家畜飼料が十分確保できない影響が出ている。

３－５ 結論と提言

合同終了時評価団は、現地視察や政府職員、受益者農家、普及チーム、その他畜産関係者からの聞

き取りなど一連の調査を行い、評価に必要な情報を収集した。プロジェクトの進捗と実績は、評価 5
項目の観点から審査し評価した。この結果、プロジェクトは協力期間前半の投入の遅れによりプロジ

ェクト全体の進捗が遅れてはいるものの、日本人専門家とシンド州政府 C/P 職員との良好な協力関係

により、協力期間後半は確実に活動が実施されてきていることが確認された。プロジェクトは、実施

プロセスで多くの課題に直面したが、パキスタン、日本双方の関係者の努力によって、これらの課題

に対し、可能な限り柔軟に対応策を施してきた。調査結果から、多くの指標がおおむね達成される見

込みであるものの、一部の指標については協力期間内には測定不能であり、達成できないことが判明

した。このため、成果とプロジェクト目標の総合的な達成度は、2019 年 2 月のプロジェクト終了時点

で、「中程度からやや高い」レベルになると結論づけた。
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現在、プロジェクトチームが進めているパイロット村における適正技術の活用状況に係る第一回モ

ニタリング報告によれば、研修に参加した農家では多くの適正技術の適用は想定よりも高いレベルで

行われているとの結果が出ている。それ自体は良い兆候であるものの、プロジェクトあるいは畜産局

として、当初プロジェクト計画通り、農家による技術の適用状況のモニタリングを継続し、水牛の受

胎・搾乳及び生育サイクルにおいて繰り返し技術が適用されるための助言を行うことは必要である。

なぜなら、新しい技術を習得後、一度は適用するものの継続しない農家も多く、農家が新しい技術を

採用するまでには繰り返し適用し、その効果を実感するための長い時間が必要なためである。

こうした状況をかんがみ、評価団はシンド州政府/パキスタン政府が改訂 PC-I 予算の延長を承認す

ることを条件に、それが終了となる 2020 年 6 月末までの 16 カ月間、プロジェクト実施期間を延長す

ることを提言する。パイロット県における農家研修（技術普及）と技術適用状況のモニタリング（定

着促進）は、少なくとも水牛の受胎・搾乳の 1～2 サイクルは続けることが重要となるので、畜産局

はモニタリングとフォローアップに焦点を当てた普及活動を延長期間中も継続する必要がある。ま

た、延長期間の終了までに、普及活動を既存の組織の中に設置する組織改編にかかわる手続きを完了

し、普及活動を本来業務とするよう、畜産局/シンド州政府が PC-IV の提出・承認に基づく恒常予算

（非プロジェクト予算）を確保し、プロジェクト期間終了後も活動が継続されることが求められる。

2019 年 2 月以降、日本人専門家はモニタリングと助言のため四半期に 1 回程度の頻度でシンド州を訪

れる予定であり、畜産局は改訂 PC-Ⅰ予算の延長により必要な職員と予算を確保し、延長期間中も主

体的にプロジェクト活動を継続する必要がある。このような観点から、評価団はプロジェクト成果の

持続性を高めるために、以下を提言する。

A. プロジェクトチームに対する提言 
プロジェクト期間中に達成が困難なプロジェクト目標と成果について、延長期間終了までに下記の

とおり達成することを提言する。

（1）成果 1：C/P が小規模農家にとってより日常的に使いやすくなるよう適正技術・基礎技術を改良

するとともに、若手の獣医官（VO）がそれぞれの技術分野で C/P の後継者あるいは協力者となれ

るよう努力すること

（2）成果 2：子水牛救済と乾乳水牛のリサイクリングが小規模農家の収入と資産を増加させるために

経済的に実行可能なモデルとなるよう、更に試行・検証を続けること

（3）成果 3：普及員の間にみられる理解レベルの差を埋めるため、普及員の知識・経験値を上げるよ

うな有効な能力開発手法を開発し、普及チームへの研修を継続すること

（4）成果 4：畜産局がプロジェクトを適切かつ持続的に計画・実行・モニタリング・フィードバック

できるよう、畜産局職員に対する事業管理にかかわる能力開発研修を継続すること

（5）広報活動：成果物として取りまとめられたガイドラインやテキストなどが広く活用されるよう、

プロジェクト期間中・終了後に、畜産局のウェブサイト、プラットフォーム会議、全国レベルの

セミナー、ラジオ・テレビ、ビデオ撮影などによって広報活動を行うこと

（6）PDM の改訂：プロジェクト目標の指標 1 と上位目標の指標 2 を明確化し、改訂すること 

B. 畜産局に対する提言 
（1）フルタイムの専任プロジェクト・マネージャー（PM）配置についての承認を得ること 
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（2）改訂 PC-I 予算が、遅延することなくスムーズに承認・執行されるよう関係機関に働きかけるこ

と

（3）改訂 PC-I の 1 年延長（2 回目の見直し）手続きを 2019 年 3 月までに完了すること、及び PC-IV
による恒常予算の申請手続きを 2020 年 3 月までにパキスタン側の主導で進めること 

（4）プロジェクトにより提案されている畜産局組織改編に対する承認を得ること 
（5）畜産局の組織改編が完了するまで、家畜飼育部や家畜育種部などの既存部署が、普及や育種に

かかわるプロジェクト活動を担当し、活動を継続できるようにすること

（6）プロジェクト活動を通して作成支援された標準実施手順（SOP）やすべてのガイドラインを公式

な文書として通達、実施すること

（7）リボルビング基金の口座を開設し、プロジェクトで配布した子水牛の販売から生じる売上金を

公式に管理する仕組みを作ること

（8）広報活動（上述「A. プロジェクトチームに対する提言」（5）と同様） 

C. 計画開発局（P&D）に対する提言 
（1）計画に沿って各活動がロジェクトの終了まで実施できるよう、改訂 PC-I 予算の執行を確実に行

うこと

（2）改訂 PC-I 予算の 1 年延長手続きを 2019 年 3 月までに完了すること、及び PC-IV による恒常予

算の申請手続きを 2019 年 12 月まで完了すること 
（3）プロジェクト成果の持続性を高めるため、提案されている畜産局組織改編への承認を得ること、

及び改訂 PC-I 予算で雇用されているスタッフを正職員化すること 

３－６ 教 訓

プロジェクト活動の持続性を高めるための民間セクターとの協力関係を構築すること

配合飼料や保定枠のための鉄パイプ、乾燥床のためのコンクリート平板など、プロジェクトに必要

な資材を生産、調達するために民間企業や技術者との協力が不可欠であった。このような協力関係の

構築は、プロジェクトが商品を取得する目的のためだけでなく、農家がそうした原材料を持続的に入

手できるようになるという意味でも重要である。
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Summary Results of Terminal Evaluation Study 

1. Outline of Project

Country: Pakistan Project on Sustainable Livestock Development for Rural Sindh 

Sector: Agriculture Scheme: Technical Cooperation Project 

Division in Charge: Rural 
Development Department 

Total Cost: 

Period of Cooperation 
From February 2014 to 
February 2019 

Implementing Organization: 
Department of Livestock and Fisheries, Government of Sindh, Islamic Republic 
of Pakistan 

Supporting Organisation in Japan: 

1.1 Background of the Project 
In Pakistan, livestock sector contributes 50% of total agricultural production and 10% of national GDP. 

Pakistan holds one of the largest numbers of livestock population in the world. Livestock plays an important role 
for small-scale farmers, including tenant and landless farmers, as daily/emergent sources of nutrition supply and 
income as well as invaluable assets. Livestock development is also crucial for the creation of employment 
opportunity and the facilitation of social participation of women since they have been traditionally engaged in 
management of livestock in rural area. 

Sindh Province holds 14 million cattle and buffaloes, 3.2 times bigger than those in Japan. The province holds 
Karachi, the largest commercial town in the country, is an exporting hub port toward the Middle East and Asia. 
These are regarded as comparative advantages and potentials for the development; however, Sindh livestock 
sector has been overlooked mainly due to the concentration of public services and investment on Punjab 
Province. 

Since small-scale farmers occupy 80% of the livestock farmers in Sindh Province, the Sindhi livestock sector 
development particularly for the small-scale farmers needs to draw more attention for the remedy of 
socio-economic disparity among the people and the stability as well as the development of the areas. However, 
the organizational structure and services of Sindh Livestock Department have been focusing mostly on disease 
control of livestock by the veterinarians, derived from the British colonial era. That prompts lack of consideration 
on capacity development of human resources for neither livestock development as an industry nor service for 
farmers. The Department has yet to have a clear vision for public-private partnership or implementation structure. 
Furthermore, the farmers have been traditionally applying primitive livestock rearing technologies, which leads to 
low productivity and failure to draw livestock potentials 

Under these circumstances, the Japanese government supported in conducting “the Project for the Master Plan 
Study on Livestock, Meat and Dairy Development in Sindh Province” (M/P study) from July 2010 to July 2011. 
As a result, the livestock development strategy through to 2020, the M/P and action plans were formulated. To 
realize the M/P, the Government of Pakistan submitted an official request for implementing a technical 
cooperation project to the Government of Japan. Based on the request, the Project on Sustainable Livestock 
Development for Rural Sindh (“the Project”) was formulated and has been implemented since February 2014 
scheduled to complete in February 2019. 

1.2 Summary of the Project 
(1) Overall Goal 

The appropriate technologies and the methods for utilizing livestock resources are adopted by the farmers in 
and outside the pilot districts. 
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(2) Project Purpose 
The foundation for increasing incomes and assets of livestock farmers is built up in the pilot districts. 
 

(3) Expected Outputs 
1) The appropriate technologies and management for livestock development are established through 

on-farm application at the pilot farms. 
2) The methods for utilizing livestock resources are verified. 
3) The verified appropriate technologies and the methods for utilizing livestock resources are disseminated 

in the pilot districts with gender consideration. 
4) The capacity of the Livestock Department for project planning, management, and coordination is 

strengthened. 
 

(4) Inputs 
From Japanese Side: 

1) Dispatch of Experts: A total of 19 Japanese experts in 15 technical fields and a third country expert from 
Bolivia have been assigned. 

2) Overseas Training: Three training courses were undertaken; two in Japan and one in Thailand. 
3) Provision of Equipment: Equipment approximately valued at Rs. 10.98 million (equivalent to JPY 11.50 

million) have been procured and provided for the Project. 
4) Operational Cost: A total amount of around Rs. 143.48 million (equivalent to JPY 159.42 million) was 

spent during the period from February 2014 to March 2018. 
 
From Pakistan Side: 

1) Counterpart (C/P) Personnel: A total of 13 officers have been assigned to the Project, out of which 9 
officers are full-time counterparts. 

2) C/P funds: A total amount of Rs. 234.88 million (for 5 years) has been approved by the Sindh 
government, out of which Rs. 125.29 million has been utilized. 

3) Facilities and Equipment: Project offices, Calf Salvation Centre, laboratories at Poultry Research 
Institute (PRI) and Central Veterinary Diagnosis Laboratory (CVDL) etc. have been provided. 

2. Evaluation Team 

Japan Leader Dr. Tomoko Taira Director, Team 1, Group 1, Rural 
Development Department, JICA 

 Cooperation 
Planning 

Ms. Chisa Togo Assistant Director, Team 1, Group 1, 
Rural Development Department, JICA 

 Animal Health Dr. Masaharu Kanameda Senior Advisor (Livestock), Rural 
Development Department, JICA HQ 

 Evaluation 
Analysis  

Mr. Atsushi Suzuki Senior Consultant, A&M Consultant Co., Ltd. 

Pakistan Leader Dr. Parkash Dewani Director, Central Veterinary Diagnostic 
Laboratory 

 Member Dr. Muzaffar Ali Vighio Director, Directorate General of Livestock 
(Extension & Research) 

Period of Study: August 25 to September 9, 2018 Type of Evaluation: Terminal Evaluation 

3. Results of Evaluation 

3.1 Achievements of Project Outputs (Achievement level was assessed with 5 grades; namely, 1) high, 2) 
moderately high, 3) moderate, 4) moderately low and 5) low. 
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(1) Output 1: The overall achievement of Output 1 at the end of the Project is projected to be high. 
Focusing on 7 technical fields identified, the Project Team has undertaken quite a number of 

verification activities at pilot farms (P/Fs) in 5 pilot districts, involving various stakeholders both in public 
and private sector. By improving livestock management practices of P/Fs, average milk yield and daily gain 
of their buffaloes had doubled, which means that the targets set as indicators have been achieved. Besides 
that, all the C/Ps have obtained sufficient skill to instruct livestock technicians including extension workers 
and veterinarians both in private and public sector. 

 
(2) Output 2: The overall achievement of Output 2 is projected to be moderate. 

For methods for utilizing livestock resources, the Project has been focusing mainly on 2 technologies; 
namely, salvation of buffalo calves and recycling of dry buffaloes. As for salvation of buffalo calves, the 
survival rates of calves had reached more than 90% at the Calf Salvation Centre established by the Project, 
the target indicator had been achieved and the technology has been verified. Regarding recycling of dry 
buffaloes, the Project team demonstrated on improved reproductive techniques at a farm in the Hyderabad 
cattle colony in which the conception rates of dry buffaloes were shown to be improved after the treatment. 

On the other hand, the calf salvation methods the Project has developed require a certain amount of 
initial investment which has been one of the major challenges for the technologies to benefit small-scale 
farmers broadly. In this sense, the technologies have not yet been proven to be ‘economically’ viable. To deal 
with the challenge, it could be one way to find and collaborate with donor/charity organizations to adopt the 
technologies as the Project team has been doing with an NGO in Karachi. The efforts need to be continued to 
identify similar organizations so that the useful technologies can benefit more farmers across the province. 
However, it is unknown at this stage as to what extent it will materialize by the end of the Project. 

 
(3) Output 3: The overall achievement of Output 3 is projected to be moderate. 

All the extension teams that had been delayed in the first 2 years have been deployed to all the 5 
districts with required means and resources such as transport and fuel, which has enabled them to carry out 
farmers’ training in the pilot villages as originally planned. As a result, more than 2,500 farmers had directly 
benefited through the training with gender consideration within 2 years. 

On the other hand, to what extent the technologies provided to the farmers will continue to be utilized 
in daily work is not known at this stage as the monitoring of farmers has just started in the 24 pilot villages. 
Furthermore, it is assumed that dissemination of technologies from farmers  to farmers will take place 
through the core farmers, but it is difficult to project as to what extent it will materialize. 

 
(4) Output 4: The overall achievement of Output 4 is projected to be moderate to moderately high. 

Due to regular training on project management supported by the Project, number of officers who 
recognize its importance for department work has gradually increased. 2 officers have been assigned on 
full-time basis to the CBU office by the Department, which could be seen as a sign of the official recognition. 
The Project team has prepared and submitted a proposal on restructuring of the Department, consisted of 
strengthening CBU and Directorate of Planning and Monitoring together with establishment of extension 
structure to the Secretary of the Department. The proposal has been accepted by the Secretary, but since 
realization of this kind of reorganization requires approval of higher authorities, it is not known as to how 
feasible it is at this stage. 

 
(5) Project Purpose 

The overall achievement of Project Purpose at the end of the Project is projected at moderate to 
moderately high level since the achievement of the Indicators is projected as follows: 

 
Indicator 1 As the baseline data was not collected in the target villages before the training took place, 
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it is not possible to examine changes or impact after the training. 
Indicator 2 As actual action has not been taken; this Indicator is not achieved yet, but it is projected 

to be achieved by the end of the project. 
Indicator 3 Since some stakeholders who have started using technologies/methods of salvaging 

buffalo calves and dry buffaloes, this Indicator can be regarded as having been achieved. 
Indicator 4 Since the likeliness of achieving all the targets is quite high, the Indicator is highly likely 

to be achieved by the end of the Project. 
Indicator 5 It is difficult to project the achievement level of this Indicator, but response of the 

management officers is observed rather positive as a whole, the achievement level would 
be moderately high. 

 
3.2 Summary of Evaluation Results by Five Criteria 
(1) Relevance has continued to be high. 

 The policy environment for the Project at both central and provincial level has not drastically changed 
from the time when the Project commenced in 2014. Both of Pakistan and Sindh governments have put 
a great emphasis on the development of livestock sector in the socio-economic development policies. 
“Pakistan Vision 2025” and “Sindh Vision 2030” have been overall development policies at the federal 
and provincial level, in which development in the livestock subsector including dairy, meat and poultry 
has been focused on. 

 Sindh Province has more than 14 million cattle and buffaloes; therefore, rearing cattle or buffaloes on 
farms is so common among the majority farmers. Livestock products particularly milk and meat are 
important source of nutrition as well as income for the farmers in the province. The Project has focused 
on the development and extension of appropriate technologies that are suited for the small-scale farmers 
in the province. As such, local needs for the Project have continued to be high.  

 The assistance policy of Japanese Government for Pakistan has not been changed from the time of the 
Project formulation. The Project has been placed in the rural economic development programme in the 
Japan’s Official Development Assistant (ODA) programme for Pakistan and the JICA’s annual plan. 
Hence, the Project has been well aligned to the Japan’s foreign assistance policy. 

 Livestock products particularly dairy products are one of the important food for the Japanese people as 
well. Japan has a long history of dairy farming and has developed the most advanced production system 
in the world. Hence, Japan has comparative advantage to implement the technical cooperation project to 
contribute to the dairy sector in Pakistan. 

 
(2) Effectiveness is regarded as moderate to moderately high. 

 All the four Outputs are important and essential to realize the Project Purpose. Delay in assignment of 
new staff for extension activities and procurement of some essential equipment had greatly affected the 
progress of activities particularly for Output 3 in the first 2 years. While the situation has substantially 
improved after the extension teams were assigned to the 5 pilot districts from the mid-3rd year, its 
influence on the achievement of Project Purpose may remain until the end of the Project. Besides that, 
some indicators of Outputs may not be fully achieved by the end of the Project. Therefore, the 
achievement level of the Project Purpose is prospected to be at moderate to moderately high level. 

 The logic between Outputs and Project Purpose in the PDM is considered generally good. In the 
questionnaire, the majority of the Project members answered that appropriateness of overall design of 
the Project was ‘high’ or ‘substantial’, which Indicated that effectiveness of the Project in terms of the 
design has been regarded as good. There is, however, a problem regarding the 1st Indicator for Project 
Purpose in the current version of PDM as the baseline data was not collected. There is the same problem 
regarding the 2nd Indicator for Overall Goal as well; therefore, the Evaluation team recommends these 
Indicators be reviewed. 
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 Some villages in the target area had substantially hit by serious drought particularly in the current 
season; therefore, the important assumption identified at the beginning has affected the achievement of 
the Project Purpose. 

 
(3) Efficiency is regarded as moderate. 

 Assignment of C/P personnel, provision of equipment and facilities including office space for the 
Project team, lab facilities at CVDL and PRI, and disbursement of C/P funds for local expense were the 
major inputs from Sindh Government. 9 offices have been assigned to the Project on full-time basis. 
Some Inputs have not been provided on time, which has substantially affected the implementation of the 
Project from time to time. Hence, the efficiency of Inputs from Sindh Government has not been very 
high. 

 Inputs from JICA for the implementation of the Project included dispatch of Japanese experts and a 
third country expert, provision of equipment, technical training in Japan and Thailand for C/Ps and local 
expense. All the inputs have been provided mostly as planned which has contributed to enhanced 
efficiency of the Project. Some equipment provided to feed analysis lab at PRI and milk analysis lab at 
the department building had not been fully utilised at the time of MTR study, which has been rectified 
thereafter and most of them have become operational by the time of Terminal Evaluation. 

 It is difficult to conduct a thorough cost-benefits analysis on the Project; however, a certain level of 
positive results are anticipated since appropriate technologies and improved capacity of Livestock 
Department have great potential to benefit the livestock farmers broadly not only in the pilot districts 
but also those across Sindh Province. 

 The important assumption from activities to Output level identified at the beginning of the Project had 
really affected the progress of the Project since some inputs from Pakistan had delayed in the first 2 
years. 

 
(4) The positive impacts are anticipated at the moderate level. 

 If the Project Purpose is achieved by the end of the Project, the Project will have impact on the Overall 
Goal. Impact of the Project on the Overall Goal will, however, depend on whether the Livestock 
Department is able to materialize its restructuring that the Project team has proposed. Establishment of 
an extension structure is a precondition to reaching more farmers across the province and realize the 
Overall Goal. 

 Livestock production is an important source of food and income for most farmers in Sindh. As the aim 
of the Project is to support farmers in improving their technologies for livestock management, it is 
anticipated that the Project will bring about positive impact on their livelihood on a large scale. It is 
observed that some technologies promoted by the Project have already started spreading to the areas 
beyond the pilot districts. 

 Any negative impact has been caused by the Project so far and is not anticipated in the future. 
 
(5) Overall sustainability is projected to be moderate. 

Policy and institutional aspect 
 The Project has been implemented in accordance with the government overall development policies. As 

far as the current policies are not changed dramatically, the sustainability of the Project outcome will be 
maintained at the same level. 

 Since the special directorate for extension does not exist in the current structure of the Livestock 
Department, it is essential to establish it so that the department can continue extension services. A lot of 
people not only beneficiary farmers but also the department staff have come to recognize its importance 
as a result of the Project. This is a good sign towards the realization of establishment of extension 
structure in the department. If it is realized, the institutional sustainability would be secured. Capacity of 
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the relevant officers enhanced through the Project will also contribute to boosting the institutional 
sustainability. 

Financial aspect 
 While many activities have been carried out with financial support from JICA, the Livestock 

Department has been making efforts to secure C/P budget by applying for PC-I funds. Sindh 
Government has allocated a total amount of Rs.234.9 million for the Project, out of which about 50% 
has been utilized. If the government maintains the current level of budget disbursement, the 
sustainability in financial term would be secured. However, since the PC-I budget is only allocated 
during the project implementation period, alternative source of budget is required after the Project 
phases out. In this regard, there is possibility for some of project activities can be incorporated into 
regular work of the Department by applying to PC IV, but it is still not certain about the level of 
financial sustainability of the Sindh government. 

 On the other hand, the financial sustainability at farmers’ level will be secured to a certain extent. 
According to the interview with farmers, the milk production had increased by using some technologies 
they learnt from the Project. If the technologies can bring about economic gains or visible impact to the 
farmers, they will continue to use them even without much support from the Project or the government. 

Technical aspect 
 Knowledge and skills equipped with the C/Ps and extension team members will assist them in carrying 

out their work as far as they continue to work in the department or the livestock sector. The Evaluation 
team has observed that most of them are highly motivated and have positive attitude towards their work. 
It is certain that they will utilize what they learnt through the Project. 

 Technologies transferred to the farmers will also help them in improving their livestock management for 
a longer period. Many farmers have appreciated the technologies learnt through the training organized 
with support of the Project. Therefore, a good level of sustainability can be expected regarding the 
technical aspect; however, it is important for the department to continue support them as it usually takes 
long time for farmers to change behaviours and adopt new technologies. 

 
3.3 Contributing and prohibiting factors to the project implementation 

The following factors have been contributing to the smooth implementation of the Project: 
1) A good collaborating relationship has been established in the Project team through frequent and effective 

communication between members. 
2) The expert team has high level of understanding regarding the local conditions of livestock sector as some 

members have continuously been engaged in the JICA project since the time of the Master Plan study. 
 
On the other hand, the factor that has negatively affected the implementation process and countermeasure are 

as follows: 
1) The delay in recruitment of new officers and procurement of some equipment has negatively affected the 

implementation process. 
2) Some villages in the target area had substantially hit by serious drought which resulted in shortage of 

roughage for ruminant animals. 
 
3.4 Conclusion and Recommendations 

The Joint Terminal Evaluation Team has conducted a series of study that included field visits and interviews 
with government officers, beneficiary farmers, extension teams and other stakeholders concerned with the 
Project, and collected information necessary for the evaluation. The progress and performance of the Project were 
assessed and evaluated with five evaluation criteria. Consequently, it is confirmed that the Project has been 
implemented as planned with good collaboration between Sindh C/P officers and Japanese experts. While the 
Project has faced a number of challenges in the implementation process, it could solve them with efforts made by 
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the Sindh and Japanese sides. Based on the results of the study, the Evaluation team has concluded that while 
most Indicators are to be achieved at satisfactory level, some of them cannot fully be achieved by the end of the 
Project. Therefore, achievement level of Outputs as well as the Project Purposes are prospected to be moderate to 
moderately high by the end of the Project in February 2019. 

According to the results of monitoring on utilization of the appropriate technologies in the pilot villages, the 
adoption rates of most technologies were shown higher than expected according to the interview. While it is a 
good sign, it is yet important for the Project/the Department to continue the monitoring of farmers’ practices and 
provide technical advice as a follow-up for the constant application. This is because it usually takes a long time 
for farmers to adopt new technologies. 

Under this situation, the Evaluation team recommends that the Project implementation period be extended 
until June 2020 with a condition that one-year extension of PC-I budget until June 2020 for the Project is 
approved by the Sindh Government. Because the farmers’ training and monitoring in the pilot districts should be 
continued to cover at least one to two lactation period, the extension activities emphasizing on the monitoring and 
follow-up should be continued by the Department. By the end of the extension period, the Department needs to 
complete the procedures to internalize the extension services into the proposed structure (restructuring) by regular 
allocation of the budget based on PC-IV. As for the assistance by the Japanese experts, they will only quarterly 
visit the Project site to give advice from February 2019; therefore, the Sindh Government has to take an initiative 
on the activities of the Project by securing human resources and budget. In this context, the Terminal Evaluation 
team makes the following recommendations aiming at enhancing the sustainability of outcome of the Project. 

 
A. Necessary Measures to be taken by the Project 

(1) Output 1: C/Ps are expected to continue their efforts to improve the appropriate/basic technologies for the 
better use by small scale farmers, and to train junior staff who are existing and newly recruited VOs to 
become their successors/collaborators in the technical fields. 

(2) Output 2: Continuously conduct further trials on the system of the salvation of buffalo calves and the 
recycling of dry buffaloes to establish an economically-viable model for the purpose of increasing income 
and asset of small-scale farmers. 

(3) Output 3: Continue training for the extension team by devising effective teaching methods to develop their 
capacity in order to mitigate the existing gaps of understanding level among the extension team members as 
well as to increase their understanding. 

(4) Output 4: Continue capacity development training on project management for the Livestock Department 
officers so that the Department may be able to plan/do/check/act the projects properly and sustainably. 

(5) Publicity activities: Disseminate widely the guidelines/textbooks developed as the outcomes of the Project 
before the end of the Project, through various means such as website of the Livestock Department, Platform 
meeting, the national level seminar, radio/TV, and video shooting. 

(6) Revision of PDM: Revise the PDM (Version 3) for the clarification and modification of Indicator 1 of 
Project Purpose and indicator 2 of Overall Goal. 

 
B. Necessary Measures to be taken by Livestock Department 

(1) Obtain approval on appointment of the Project Manager 
(2) Assure a smooth approval of disbursement/release/expenditure of the revised PC-I budget by relevant 

authorities without delay. 
(3) Complete the approval of one-year extension of the revised PC-I (second revision) by March 2019 and the 

preparation of PC-IV proposal by March 2019 based on the Pakistan’s initiative. 
(4) Obtain approval on restructuring of the Department as proposed by the Project. 
(5) Until the completion of the restructuring of Livestock Department officially, the existed Directorates such as 

Directorate of Animal Husbandry and the Directorate of Animal Breeding should be considered as the 
directorates in charge of extension and breeding respectively. 
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(6) Notify and implement the SOPs and all guidelines produced by the Project as official 
documents/procedures. 

(7) Officially regulate the management of proceeds by establishing a special revolving fund account from the 
Project’s calf sharing before the sale. 

(8) Publicity activities 
 
C. Necessary Measures to be taken by the P&D Department 

(1) Secure the disbursement of PC-I budget for the Project until its termination in order to operate each activity 
of the Project according to the plan. 

(2) Complete the approval of one-year extension of the revised PC-I budget by March 2019 and the approval of 
PC-IV and ensure the regular budget by March 2020. 

(3) Obtain approval on restructuring of the Department as proposed by the Project for enhancing the 
sustainability of the Project, as well as the approval on regularization of the staff recruited by revised PC-I 
budget. 

 
3.5 Lesson Learnt 
Consider the collaboration with private sectors to secure the sustainability of the Project activities. 

The collaboration of the private companies/technicians for the production of the necessary inputs of the 
Project during the Project period is essential for the cases of the purchase of formula feed, iron pipe for retainer, 
concrete slab for the dry floor and so on. It was very effective not only for obtaining goods as the Project’s 
request but for the sustainability for the farmers to buy those materials whenever necessity arises. 
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第１章 調査の概要 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 
JICA はパキスタン・イスラム共和国（以下、「パキスタン」と記す）において 2010 年から 2012 年

に「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスタープラン策定プロジェクト」を実施し、シンド州の畜産全

般の現状調査を行うとともに、マスタープラン（Master Plan：M/P）及びアクションプランの策定支

援を行った。本「シンド州持続的畜産開発プロジェクト（Project on Sustainable Livestock Development 
for Rural Sindh：PSLD）」（以下、「本プロジェクト」と記す）は、同 M/P 調査の提言を受け、適正な

畜産技術開発及び農家の営農改善を目的とした技術協力事業として、2014 年 2 月から 5 年間の予定

で実施されている。本プロジェクトが実施期間の終了を迎えるにあたって、2018 年 8 月下旬より 10
日間にわたり終了時評価調査が実施された。本調査の目的は、下記のとおりであった。 
（1）プロジェクト開始からの実績の確認（活動・投入）、成果・目標の達成、実施プロセスを検証す

る。 
（2）プロジェクト目標と成果の達成状況（見込み）、貢献要因・阻害要因を分析する。 
（3）上記を踏まえて、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト及び持続性）の観点から

総合的に評価する。 
（4）プロジェクト終了時までに行うべきこと、プロジェクトが抱える課題等への取り組みについて

提言を行う。 
（5）類似プロジェクトのための教訓を抽出する。 
（6）調査結果を合同終了時評価報告書として取りまとめる。 
 
１－２ 調査団員（評価団）の構成 
（1）日本 

 氏 名 担当分野 所属・役職 

1 平  知子 団長/総括 JICA 農村開発部農業・農村開発第一グループ第一チーム 課長 

2 東郷 知沙 協力企画 同課調査役 

3 要田 正治 搾乳衛生 JICA 農村開発部 元国際専門員・短期専門家 

4 鈴木 篤志 評価分析 A&M コンサルタント有限会社 シニアコンサルタント 

 
（2）パキスタン（シンド州） 

 氏 名 担当分野 所属・役職 

1 Dr. Parkash Dewani 団長 畜産局 中央獣医診断研究所長 

2 Dr. Muzaffar Ali Vighio 団員 畜産局 普及・研究部長 

 
１－３ 調査期間・日程 
パキスタンでの現地調査は、2018 年 8 月 26 日から 9 月 8 日まで 14 日間にわたり実施された。詳細

スケジュールは、付属資料１．協議議事録・終了時評価調査報告書の ANNEX I に示されるとおり。 
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１－４ 主要面談者 
（1）シンド州政府畜産局 

Mr. Sohail Akbar Shah（次官代理） 
DR. Ali Akbar Soomro（総局長/プロジェクトコーディネーター） 
Dr. Jamil Ahmed Shaikh（家畜繁殖部エグゼクティブ部長） 
Dr. Siraj Ahmed Isani（家畜飼育部エグゼクティブ部長） 
Dr. Abdul Qadir Junejo（家禽研究所エグゼクティブ所長） 

 
（2）畜産局県事務所 

Dr. Ghulam Sarwar Dero（ハイデラバード県事務所長） 
Dr. Mazhar Ali Rind（タンド・アラヤ県事務所長） 
Dr. Kewal Ram Asudani（バディン県事務所長） 
Dr. Jai Khumar Sonaro（マティアリ県事務所長） 
Dr. Mohammad Rahim Khaskeli（タンド・モハメド・カーン県事務所長） 

 
（3）カウンターパート（Counterpart：C/P）（職員） 

Dr. Ghulam Muhammad Jiskani（農家経営） 
Dr. Iqtadar Ali Memon（マーケティング） 
Dr. Ali Akhtar Shahani（家畜繁殖） 
Dr. Zulfiqar Ali Pathan（家畜衛生） 
Dr. Naeem Siddique Ansari（家畜資産） 
Dr. Muhammad Mubarak Jatoi（家畜遺伝資源） 
Dr. Safdar Ali Fazlani（飼養管理） 
Dr. Muhammad Arif Khan（飼料） 
Dr. Rukhsana Vighio〔研修・能力開発ユニット（Capacity Building Unit：CBU）事務局長〕 

 
（4）プロジェクト専門家・スタッフ 

岡部 寛（総括/組織強化） 
冨永 秀雄（適正技術開発 1） 
原  典子（適正技術開発 2/業務調整） 
川元 美歌（普及/ジェンダー） 
Dr. Ghulam Sarwar Shaikh（ジェネラル・コーディネーター） 

 
（5）JICA パキスタン事務所 

東城 康裕（所長） 
氏家 十穂（所員） 
Mr. Amir Abbas Bukhari（シニア・プログラム・オフィサー） 
石立 郁美（職員/OJT） 
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１－５ 終了時評価の手法 
１－５－１ 終了時評価の視点と手順 
本終了時評価調査は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」（2010 年 6 月）に沿って、「プロ

ジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）」に基づき、以下の手順で実施

した。 
 
（1）本邦での事前調査 

① プロジェクトチームで作成した事前検討資料やこれまでのプロジェクト報告書等をレビュ

ーし、プロジェクトの実績・実施プロセスの状況を整理・分析する。 
② 現行 PDM に基づき、プロジェクトの実績、実施プロセス、及び評価 5 項目に沿った調査

項目とデータ収集方法、調査方法等を検討し、評価グリッドを作成する。 
③ 上記②の評価グリッドに基づき、C/P 機関を主とする相手国実施機関、専門家、C/P 等に

対する質問を検討する。 
 

（2）パキスタンでの現地調査 
① 今回調査の内容、計画についてパキスタン側終了時評価団員と協議を行い、合意する。 
② 評価グリッドに基づき、プロジェクト関係者に対するヒアリング、サイト視察を行い、プ

ロジェクト実績・活動プロセス等に関する情報・データの収集・整理を行う。 
③ 上記①で収集したデータを分析し、プロジェクト実績、実施プロセスの分析と貢献・阻害

要因を抽出する。 
④ 事前調査及び上記①～③で得られた結果を総合的に判断し、評価 5 項目の観点から評価を

行い、提言とともに合同終了時評価調査報告書（英文）に取りまとめる。 
⑤ 上記④の報告書を日本・パキスタン合同終了時評価調査団で合意したあと、プロジェクト

運営委委員会（Steering Committee：SC）にてパキスタン・日本双方のプロジェクト関係者へ

説明とともに協議を行い、その結果を協議議事録（ミニッツ）（Minutes of Meeting：M/M）と

して合意、署名する。 
 

  なお、本プロジェクトの PDM は、中間レビュー調査団（2016 年 8 月）の提言に基づき、2016
年 12 月 28 日に第 3 改訂版がプロジェクト関係者らによって作成され、運営委委員会にて承認

された。本評価調査は、現行 PDM である第 3 改訂版（付属資料２）に基づき実施した。 
 
１－５－２ 調査項目 
主な終了時評価調査の項目は、以下のとおりであった。 

 
（1）プロジェクト実績の確認 
  プロジェクトの投入実績、活動実績、成果（アウトプット）の現状、プロジェクト目標の達

成見込み、上位目標の達成見込みを確認、検証した。 
 
（2）プロジェクト実施プロセスの確認・検証 
  プロジェクト実施プロセスを検証するために、プロジェクト活動の円滑な実施に向け工夫さ
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れたこと、モニタリングのための仕組みの有無、プロジェクト関係者（日本人専門家、パキス

タン側 C/P、その他関係者）間の連携状況などを確認した。 
 
（3）評価 5 項目の視点からの分析 
  プロジェクトの実績と実施プロセスの確認・検証を通して収集した情報をもとに、評価 5 項

目の視点からプロジェクトを評価した。評価 5 項目の視点の概要は、以下に示したとおりであ

る。 
 

項目 定 義 

妥当性 プロジェクトがめざしている効果（プロジェクト目標や上位目標）が、評価を実施

する時点において妥当か（受益者のニーズに合致しているか、問題や課題の解決策

として適切か、相手国と日本側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・

アプローチは妥当かなど）を問う視点。 

有効性 プロジェクトの実施により、本当に受益者若しくは社会への便益がもたらされてい

るのか（あるいは、もたらされるのか）を問う視点。 

効率性 プロジェクトのコストと効果の関係に着目し、資源が有効に活用されているか（あ

るいは、されるか）を問う視点。 

インパクト プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的・間接的効果や波及効果をみる

視点。予期していなかった正・負の効果・影響を含む。 

接続性 援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続しているか（あるいは、持

続の見込みがあるか）を問う視点。 

 
１－５－３ データ収集方法 
上記の調査を実施するに先立ち、評価項目に沿った評価設問を設定した。それぞれの評価設問に

対して、必要な情報・データ、その情報源や収集方法について検討し、この結果を付属資料３に示

した評価グリッドを作成した。本調査のための情報・データの収集は、作成した評価グリッドに沿

って実施した。具体的な情報・データの収集方法は、以下のとおり。 
 
（1）既存資料のレビューと分析 
  プロジェクトに関する以下の資料をレビューし、分析に活用した。 

1）終了時評価調査用事前資料集（日）（2018 年 7 月） 
2）プロジェクト業務進捗報告書（日・英）第 1 年次（2015 年 2 月）、第 2 年次（2016 年 2 月）、

第 3 年次（2017 年 2 月）、第 4 年次（2018 年 2 月） 
3）コンサルタト業務従事月報（日）（2018 年 1 月分～7 月分） 
4）プロジェクト業務計画書（日・英）第 5 年次（2018 年 3 月） 
5）「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスタープラン策定プロジェクト詳細計画策定調査報告書」

（日）（2010 年 4 月） 
6）「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスタープラン策定プロジェクト Final Report（和文要約）」

（2011 年 10 月） 
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7）「シンド州持続的畜産開発プロジェクト詳細計画策定調査報告書」（日）（2013 年 5 月） 
8）「対パキスタン・イスラム共和国 国別援助方針」（平成 30 年 2 月） 
9）「対パキスタン・イスラム共和国 事業展開計画」（2017 年 9 月現在) 
10）Pakistan-Vision-2025 (August 11, 2014) 
11）Sindh Vision 2030 (July 03, 2007) 
12）Livestock Development Policy (2007) 
13）その他、パキスタン及びシンド州農業・畜産政策にかかわる資料 

 
（2）プロジェクト関係者への事前質問票（アンケート）調査 
  現地調査に先立ち、評価分析を担当する団員が、プロジェクトの実績、実施プロセス、評価

5 項目に関する質問票を作成、事前にプロジェクト関係者（専門家、C/P）に配布し、回答を得

た。 
 
（3）プロジェクト関係者に対するインタビューの実施 
  現地調査中は、可能な限り関係者（C/P、日本人専門家、州畜産局、県事務所）並びに受益者

（対象地域の農家）に面会し、質問票から得られない情報の補完的な収集に努めた。 
 
（4）プロジェクト合同終了時評価調査報告書の作成と署名 
  調査結果に基づき英文「合同評価報告書（Terminal Evaluation Report）」（付属資料１）を作成

し、双方の団長により署名が行われた。 
 
１－５－４ 調査の制約・限界 
本調査では、可能な限り客観的かつ包括的な情報・データの入手に努めたが、限られた時間内で

の調査と分析のため、以下に示すような制約があった。 
 

（1）調査期間中に、対象となっているパイロット 5 県を訪れ、活動に参加している受益者（パイ

ロット農家、普及研修参加農家など）からできるだけ多くの情報を得るよう努めたものの、直

接インタビューを行うことができた農家の数には限りがあった。 
 
（2）投入や活動の適性度といった価値判断については、できる限り定量的、客観的な分析ができ

るよう努力をしたが、必要なデータが入手できないケースも多々あった。そのような場合には、

関連資料や質問票、面談者の証言を評価団員が可能な限り客観的な視点から検証し、定性的な

情報として調査結果に含めた。 
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第２章 プロジェクトの概要 

２－１ プロジェクトの背景 
パキスタンの畜産分野は、農業総生産の約 5 割、総 GDP の約 1 割を占める重要なセクターである。

家畜数も世界有数であり、一般牛が世界第 8 位（約 3,400 万頭）、水牛が第 2 位（約 3,100 万頭）、ヤ

ギが第 3 位（約 6,000 万頭）、ヒツジが第 9 位（約 2,800 万頭）である。乳生産量は第 4 位（約 3,550
万トン）である（FAOSTAT 2010 年データ）。家畜は小規模農家（小作農、土地なし層含む）にとっ

て、貴重な資産であるとともに、日常的な生活栄養補給や現金収入源としての重要な役割を果たして

いる（家畜は小規模農家の収入・資産の 10～50％を占める）。飼育管理においては農村女性の果たす

役割が大きく、畜産部門における雇用機会の創出を通じた女性の社会参加促進という観点からも畜産

振興は重要である。 
本事業の対象地域であるシンド州には、約 1,400 万頭（日本の総保有牛総数である約 440 万頭の 3.2

倍。パキスタン国内ではパンジャブ州に次ぐ第二の保有数）の一般牛及び水牛がおり、一般牛レッド・

シンディ種や水牛クンディ種といった熱帯性家畜種の起源地である。また、同州は国内最大の商港カ

ラチ（中近東やアジア等への国際的な輸出ハブ港）を擁している。シンド州の畜産部門は、このよう

な比較優位とポテンシャルを有しながらも、畜産分野ではパンジャブ州へ行政サービスや投資が偏重

されており、等閑視されてきた。さらに、シンド州は度重なる洪水の被害を受けるなど、リスクに対

して脆弱な地域であり、都市農村間の格差（農村部の貧困率は都市部の 2 倍）や食料を十分確保でき

ていない世帯の割合（72％）がパキスタン国内で最も大きくなっている。 
シンド州では伝統的に複合農業が営まれ、家畜が現金収入源、資産、農村住民への貴重な動物性た

んぱく質の供給源、女性を含む労働力の吸収源等の機能を有しており、畜産部門は個々の農家にとっ

てリスクに対するソーシャルセーフティネットの機能も果たしている。耕種部門については畜産部門

に対する飼料の供給源として機能する一方、少数の地主による伝統的な大土地所有制度が一般的であ

り、小規模農家は作付品目も自由に選択することができないケースや、収穫の 50～75％が大土地所

有者のものとなるケース等が存在する。したがって、畜産開発は、シンド州農村部において、全農家

の約 8 割（560 万頭の一般牛・水牛を保有）を占める小規模農家を対象に実施するものであり、地域

の安定化と発展にとって重要である。しかしながら、同州畜産局の組織体制及び行政サービスは、英

国統治以降の伝統的な、獣医師を中心とした疾病対策に偏重しており、畜産関連の産業振興に向けた

人材育成や農家へのサービス内容の転換、官民連携の具体的ヴィジョンや実施体制が整っていない。

また、農家は伝統的な家畜飼育を行っているが、生産性は低く（牛乳の生産性は全国平均 12 リット

ル/頭に対して、シンド州の小規模農家の平均は 4 リットル/頭）、家畜が持っている潜在能力を引き

出せていない状況にある。 
このようななか、わが国は 2010～2012 年に「シンド州畜産（肉・酪農）開発マスタープラン策定

プロジェクト」を実施し、M/P 及びアクションプラン策定支援を行った。パキスタン政府は、M/P の

提言を受け、適正な畜産開発及び小規模農家の営農改善にかかわる技術協力をわが国に要請した。本

プロジェクトは、この要請を受け、2014 年 2 月から 5 年間の予定で実施されているものである。 
 

２－２ 協力内容 
（1）協力期間 
  2014 年 2 月 24 日～2019 年 2 月 23 日（5 年間） 
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（2）協力相手機関 
  シンド州畜産局 
 
（3）対象地域 
  シンド州内の 5 県：バディン県（人口 154 万人）、ハイデラバード県（同 209 万人）、マティア

リ県（同 72 万人）、タンド・アラヤ県（同 65 万人）、タンド・ムハマド・ハーン県（同 61 万人） 
 
（4）対象グループ 
  プロジェクトサイト内において 5 頭以下の家畜を飼育する小規模農家 
 
（5）上位目標 
  適正技術及び家畜資源の有効活用方法がシンド州内の農家によって適用される。 
 
（6）プロジェクト目標 
  畜産に携わる農家の収入と資産（assets）の増大のための基盤（適正技術開発・普及体制整備・

実施機関の体制強化・関係者の能力向上）をパイロット県において構築する。 
 
（7）成果 

1）パイロット農家における実証を通じて畜産開発の適正技術とマネジメント手法が開発される。 
2）家畜資源を有効活用する仕組みが実証される。 
3）開発、実証された適正技術、仕組みがジェンダーに配慮しつつパイロット県内の農家に伝えら

れる。 
4）畜産局の事業運営、管理、調整能力が強化される。 
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第３章 プロジェクトの実績と実施プロセス 

３－１ 投入実績 
３－１－１ パキスタン側からの投入 
下記のとおり、C/P 職員の配置、C/P 予算の拠出、施設・機材の提供が、パキスタン側からの主

な投入であった。詳細は付属資料１．協議議事録・終了時評価調査報告書の ANNEX IV に示した。 
 
（1）C/P の配置 
  合計 13 名の畜産局職員が、2014 年 2 月のプロジェクト開始よりプロジェクト C/P として配

置されており、このうち 9 名は専属 C/P として、日本人専門家の指導のもと現場の活動に従事

してきた。全体の運営管理に責任をもつ「プロジェクト・マネジャー（Project Manager：PM）」

は、2017 年 2 月から 2018 年 3 月まで専任で、その他の期間は局の管理職が兼任で配置されて

きた。このほか、5 つのパイロット県で、獣医官（Veterinary Officer：VO）と畜産アシスタント

（Stock Assistant：SA）がそれぞれ 1 名ずつ「フォーカル・パーソン（Focal Person：FP）」と

して配置され、2016 年 8 月までパイロット農家への指導や暫定普及チームとしての活動を行っ

た。畜産局は 2016 年 5 月に遅れていた普及チーム職員のうち 17 名の採用手続きを完了し、パ

イロット県に配置した。また、2017 年 5 月には更に 9 名の職員を採用し、普及チームに加わった。 
 
（2）C/P 予算の承認と拠出 
  プロジェクトが実施される 5 年間の C/P 経費として、合計 2 億 3,487 万 9,000 ルピーが中央政

府及び州政府により承認されているが、これまでに実際に拠出、利用されたのは、合計 1 億 2,529
万 2,000 ルピー（承認額の約 49％）であった。 

 
（3）施設・機材の提供 
  プロジェクトチーム（専門家・C/P）の執務室が、畜産局本省ビル内に提供され、水道、電気

などがパキスタン側経費で提供されている。また、「子水牛救済センター」が畜産局の中庭に設

置されるとともに、畜産局傘下の施設である「養鶏研究所（Poultry Research Institute：PRI）」
と「中央獣医診断研究所（Central Veterinary Diagnostic Laboratory：CVDL）」の分析室が、プ

ロジェクト活動にかかわる分析業務のために提供されている。その他、パイロット県各県に配

置されている普及チームに対しては、小型貨物車、乗用車、オートバイがそれぞれ提供されて

いる。 
 

３－１－２ 日本側からの投入 
下記のとおり、専門家の派遣、本邦研修の実施、資・機材の供与、現地活動費の支出が、日本側

からの主な投入であった。詳細は、付属資料１．協議議事録・終了時評価調査報告書の ANNEX V
に示されているとおり。 

 
（1）専門家の派遣 
  15 分野の日本人専門家が延べ 19 名と、第三国専門家（ボリビア人）1 名が派遣された。 
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表３－１ 活動の進捗状況 

成果 活　動　項　目 0 100
0 0 ベースライン調査を実施する。

1-1. パイロット農家を選定する。

1-2. パイロット農家と適正技術開発計画を作成する。

1-3. パイロット農家において適正技術の実証を行う。

1-4. 実証された技術を周辺農家に適用する。

1-5. 適正技術の適用状況をモニタリングし、評価する。

1-6. 大学等の関係者と共に、適正技術開発に必要な研究／活動を実施する。

1-7. 技術ガイドラインを作成する

1-8. パイロット県の職員・畜産技術者に対して適正技術に係わる研修を行う。

2-1. 実験農場を選定する。

2-2. 子牛配布、乾乳牛リサイクル、家畜シェアリング、家畜リボルディング方法を検証する。

2-3. 家畜資源の有効活用計画を作成する。

2-4. 家畜資源の有効活用計画を試行、評価する。

2-5. 効果が確認された家畜資源の有効活用方法を農家に適用する。

2-6. 家畜資源の有効活用方法の農家への適用状況をモニタリング、評価する。

2-7. 家畜資源の有効活用に関するガイドラインを作成する。

3-1. 普及計画を作成する。

3-2. 普及マテリアルを作成する。

3-3. マスタートレーナー及び普及員（女性を含む）のための訓練を実施する。

3-4. 普及活動を実施する。

3-5. 普及活動をモニタリング、評価する。

3-6. 普及計画および普及マテリアルの見直しを行う。

4-1. 事業管理、情報共有、調整方法等を含んだ事業運用ガイドラインを作成する。

4-2. 事業計画、管理、モニタリング手法に関する研修を実施する。

4-3. 関係者間の調整及び情報共有のために、「畜産開発プラットフォーム」を設置する。

4-4. 運用ガイドラインの見直しを行う。

4-5. 対象県外で普及体制を構築するための畜産局職員の研修を実施する。

* PDMに示された各活動項目の「達成レベル」は、プロジェクトメンバーの自己評価に基づく。

3

4

達成レベル *(%)
25 50 75

1

2

 

（2）本邦研修の実施 
  C/P に対する研修が、3 回（本邦 2 回、タイ 1 回）実施された。 

 
（3）機材の供与 
  事務機材、分析機材、車両など、総額約 1,098 万ルピー（約 1,150 万円）相当の機材が、プロ

ジェクト活動のために供与された。 
 
（4）現地活動費 
  プロジェクト活動を実施するために、2017 年 3 月末（2017 年度）までに総額 1 億 4,348 万ル

ピー（約 1 億 5,942 万円）の現地活動費（在外事業強化費）が支出された。 
 
３－２ 活動実績 
パキスタン C/P と日本人専門家からなるプロジェクトチームは、2014 年 2 月から PDM 及び活動計

画（Plan Operation：PO）に沿って活動を進めてきた。本評価調査時点までに実施された活動の概要

を、PDM に示された活動項目ごとに取りまとめ、結果を付属資料１．協議議事録・終了時評価調査
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報告書の ANNEX VI に示した。プロジェクト実施チームの自己評価に基づく各活動項目の進捗状況

は、表３－１に示すとおりであった。 
 
３－３ 成果（アウトプット）の達成状況 

PDM で計画された四つの成果に対し、それぞれ設定されている指標を検証したうえで、全体の達

成状況と今後の見通しを以下にまとめた 2。 
 
３－３－１ 成果 1 
成果 1 パイロット農家における実証を通じて畜産開発の適正技術とマネジメント手法が開発

される。 
 

（1）指標達成状況の検証 
指標 1-1 適正技術の有用性が、25 パイロット農家において、以下の指標により実証される。 

① パイロット農家が飼養するウシ・水牛の平均乳量が一般農家の平均（4 リットル/
日）に比べて 25％以上増加する。 

② パイロット農家が飼養するウシ・水牛の平均増体重が一般農家の平均（250g/日）

に比べて 10％以上増加する。 
1）適正技術の開発・検証を行うために、七つの技術分野（①営農、②マーケティング、③飼養

管理、④飼料、⑤繁殖、⑥家畜衛生、⑦育種）が特定・選定された。 
2）対象 5 県のパイロット農家〔Pilot Farm (Farmer)：P/F〕における実証活動は、2014 年 11 月

より本格的に開始され、多くの官・民のステークホルダーを巻き込みながら、数多くの検証活

動が展開されてきた。各技術分野における検証の要点は、付属資料１．協議議事録・終了時評

価調査報告書の ANNEX VI 表 VI-3 にまとめられたとおり。 
3）プロジェクトチームは、生乳生産に対する配合飼料給与の効果を調べるため、25 軒の P/F
において 3 年間にわたり一連の乳量調査を行った。この結果、一般的な農家の飼養管理では 1
頭当たりの平均乳量が 4.7 リットル程度であったものが、P/F では 8.8 リットルに増加するこ

とが示された。これにより、指標に示された乳量の目標値は達成されたとみなされる。 
4）「ウシ・水牛の平均増体重」については、子水牛救済センターで育成された子水牛が、プロ

ジェクトで設計した配合飼料とともに P/F に供与され、生育状況が調査された。この結果、一

日平均増体重は 400g を超えることが示された。これらの子水牛へ配合飼料の給与を止めると、

一般農家の平均である 250g 以下に下がってしまうが、自身の投資によって配合飼料を入手し

給与し続けた P/F では、その後も 500g/日以上の増体重を示したことから、適切な飼養管理が

行われれば、対象地域の水牛は一般農家の平均以上の成長能力を有することが実証された。 
5）これらの結果から、指標 1-1 は、一定の飼養条件（配合飼料の給与など）が整うことが前提

となるものの、数値目標としては達成されたとみなされる。 
 
指標 1-2 C/P が、適正技術ガイドラインの内容（技術、手法）を理解し、普及員や職員を指

導できるようになる。 

                                                        
2 達成度は、「高い」「やや高い」「中程度」「やや低い」「低い」の 5 段階で示した。 
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1）PDM では、「8 名の技術 C/P が『酪農適正技術テキスト（技術者用）』を理解し、指導でき

るようになる」ことが、本指標として設定されている。 
2）8 名の技術分野 C/P は、プロジェクト開始直後より、日本人専門家と緊密に協働しながら

P/F 等において適正技術の検証活動を進めてきた。すべての C/P は、それぞれの担当分野で適

正技術ガイドライン（『酪農適正技術テキスト（技術者用）』と名称変更）の取りまとめに積極

的に貢献した。彼らは、このプロセスで技術的な知識・能力を高め、プロジェクトが開催する

研修やワークショップ、セミナーなどの催しにおいてファシリテーターや講師としての役割を

果たしている。また、各県において農家への普及活動を展開している普及チーム（成果 3 の活

動）の重要な助言者となっている。終了時評価団がインタビューを行った普及員はいずれも、

C/P による技術的な支援や助言を大いに評価していた。 
3）これらの調査結果から、指標 1-2 はプロジェクト終了までに達成されることが見込まれる。 

 
（2）全般的な達成状況と見込み 

・ プロジェクトチームは、乳量と農家収入の増加に高い効果を発揮することが期待される複

数の技術を特定し、その検証・評価作業を行った。この結果、50 項目が「適正技術」（小

規模農家にとって真に有用であり、またプロジェクト期間において移転可能な技術）と 32
項目が「有用基礎技術」（プロジェクト期間内に移転が難しいが、将来的に酪農経営の改善

には欠かせない技術）が表３－２に示されるとおり特定された。 
 

表３－２ 選定された適正技術と有用基礎技術 

分 野 
選定された技術の数 

適正技術 有用技術* 合 計 

1）営農 2 2 4 

2）マーケティング  1 3 4 

3）飼養管理 26 9 35 

4）飼料 5 5 10 

5）繁殖 3 6 9 

6）家畜衛生 10 2 12 

7）育種 3 2 5 

8）家畜資産 0 3 3 

合 計 50 32 82 

 
50 の適正技術は表３－３に示されるとおり、さらに三つのグループにランク（優先）づ

けされた。このうち、ランク A の技術について、農家への普及を優先して取り組むことが

プロジェクトチーム内で合意された。成果 3 の活動で行う普及活動のモニタリングについ

ても、ここで規定されたランク A の技術を中心に行うことが決められた。 
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表３－３ 適正技術のランクづけ 

ランク 規準・定義 項目数 

A 指導効果は高く、改善も容易 20 

B 指導効果は高いが、改善は難しい 22 

C プロジェクト期間内の指導、改善が難しい 8 

合 計 50 

 
・ 多分野にわたる実証活動の結果を基に、適正技術ガイドラインが『酪農適正技術テキスト

（技術者用）』として取りまとめられた。このほかに、複数のマニュアルやテキストが作成

されており、これらの成果物は獣医師や普及員を含む畜産セクターの関係者に将来にわた

って長く使われることが期待される。シンド州でこのような技術的な印刷物が作成された

ことはこれまでなかったので、これはプロジェクトが達成した目覚ましい成果の一つであ

る。 
・ 以上の調査結果から、プロジェクト終了時点の成果 1 の達成度は「高い」レベルに達する

と判断される。 
 
３－３－２ 成果 2 
成果 2 家畜資源を有効活用する仕組みが実証される。 
 

（1）指標達成状況の検証 
指標 2-1 子水牛の救済技術が確立し、子水牛救済センターの子水牛の 3カ月齢生存率が 90％

以上となる。 
指標 2-2 救済された子水牛を農家に渡し飼育する仕組みが経済的に実行可能となる。 

1）キャトルコロニーでは、子水牛は出生後間もなく殺処分されることが多いが、なかには生産

能力の高いものも含まれていることから、高能力な親から産まれる子水牛の救済が、貴重な家

畜資源の有効利用につながる可能性は高い。このような殺処分が行われる背景には、新生子水

牛を経済的に育成する技術が確立していないことがあるため、プロジェクトでは新生子水牛の

救済・育成手法についての試行、開発が取り組まれてきた。 
2）畜産局の中庭に「子水牛救済センター」が設置され、ハイデラバードのキャトルコロニーか

ら新生子水牛を得て、これらを救済・育成するための種々の技術が 2014 年 11 月より、検証さ

れてきた。この結果、表３－４に示されるとおり、101 頭の子水牛がセンターに導入され、育

成された。 
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表３－４ 救済された子水牛の数と死亡率 

年 次 導入した子水牛 死亡した子水牛 生存率（％） 

1 年次（2015 年 11 月～2016 年 2 月） 48 3 93.7 

2 年次（2016 年 3 月～11 月） 53 5 90.6 

合 計 101 8 92.1 
 

表３－４に示されるとおり、2015 年 11 月から 2016 年 11 月の間に子水牛救済センターに導

入された子水牛生存率は 92.1％であったことから、設定されていた指標は達成された。救済セ

ンターは、現在、開発された技術を使って畜産局によって運営されている。 
3）一方、子水牛救済のコスト分析の結果によれば、センターで 1 頭を救済するのに要した経費

は約 3 万ルピーであったことが報告されている。経費のうち最もかかったのは、最初の 60 日

間に子水牛に与えるミルク代で、全体経費の約 50％を占めたとされる。 
4）救済された子水牛の農家への引き渡し方法について、プロジェクトはこれまでに、①3 カ月

齢子水牛の救済・シェアリングによる配布、②2・3 日齢子水牛の救済とシェリング配布とい

う二つのモデルを試行してきた。モデル①について、救済センターで育成された 3 カ月齢子水

牛 96 頭が 48 戸の農家（P/F 及び周辺農家）にシェアリング方式（2 頭配布し、育成後 1 頭を

センターへ返済してもらう）で引き渡され、94 頭が順調に生育している。生存率は 100％では

ないものの、このモデルについては技術的には実行可能であることが実証された。 
5）しかしながら、モデル①では、3 カ月齢子水牛の取得と育成にかかる経費（初期費用）を誰

がどのように負担するかという点が課題として残っている。なぜなら、3 万ルピーを一括で負

担できる小規模農家は多くないためである。このモデルで救済・配布を進めるためには、何ら

かの外部の資金を活用（NGO、銀行クレジットや政府補助金など）し、初期費用をまかなう

方策を講じることが必要となる。この課題を回避する方法として、現在、2・3 日齢子水牛の

有償配布というモデル②が試行されている。この方式では、負担とならない価格で農家は子水

牛を入手でき、子水牛に与えるミルクは自家生産でまかなうことが可能である。一方、この方

式で引き渡した子水牛は 40％以上の死亡率となっていて、その低減が課題となっている。プ

ロジェクトは、農家への技術指導や配合飼料給与などにより、生存率を引き上げる努力を行っ

ている。 
6）以上の状況から、子水牛の救済は技術的には実行可能であることが示されたものの、救済さ

れた子水牛を農家に渡し飼育する仕組みが経済的に実行可能な段階には至っていないことか

ら、指標 2-2 については完全には満たされていないと判断される。 
 
指標 2-3 繁殖技術の改善により、乾乳水牛の救済事例が確認される。 

1）新生子水牛同様、キャトルコロニーでは、乾乳水牛は 1 泌乳サイクルの搾乳のあと、食肉用

に売却されることが多い。乾乳水牛飼育のための場所が十分ないことと、出産後、短期間で受

胎させるための繁殖技術が関係者（農場主、獣医師、畜産技術者）の間に行き渡っていないこ

とが原因となっている。このため、プロジェクトでは C/P も含め、官・民の獣医師、畜産技術

者が繁殖技術（早期妊娠鑑定も含む）を向上するための方策を模索してきた。キャトルコロニ

ーで救済（リサイクリング）される乾乳水牛が増加すれば、伝統的なシェアリング方式によっ
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て、乾乳期間の飼育を小規模農家に委託する頭数も増えることから、本プロジェクトのターゲ

ットグループである小規模農家へ間接的に裨益することが期待される。 
 乾乳水牛の救済に関して、プロジェクトが指導している技術項目は下記のとおり。 
① 分娩後 45 日の繁殖診断と治療 
② 能力が保証された種雄水牛の導入とその自然交配 
③ 直腸検査による受胎確認 

2）プロジェクトチームは、2016 年 10 月よりハイデラバードのキャトルコロニーにて繁殖改善

技術の指導を行い、乾乳水牛の受胎率が改善することを実証した。2018 年 3 月から、2 回目の

技術指導が行われた。 
3）以上の進展から、指標 2-3 についてはプロジェクト終了までに達成される見込みである。 

 
指標 2-4 C/P が、プロジェクトで作成する家畜資源有効活用ガイドラインの内容（技術、手

法）を理解し、官・民の畜産ステークホルダーに対し家畜資源の有効活用を推進で

きるようになる。 
1）PDM では、「8 名の技術 C/P が『家畜資源の有効活用にかかるガイドライン』を理解し、指

導できるようになる」ことが、本指標の目標として設定されている。当該ガイドラインは最終

化途中であるが、すべての C/P が上述の子水牛救済と乾乳水牛の救済（リサイクリング）にか

かわる活動に参加してきた。したがって、C/P はガイドラインの内容には精通している。 
2）子水牛救済については、プロジェクトはセンターにおける経験をベースに、3 回にわたるセ

ミナー/ワークショップを開催し、多数の関係者が参加した（表３－５）。これらの催しでは、

主に C/P によってプレゼンが行われた。 
 

表３－５ 子水牛救済セミナー/ワークショップ開催記録 

開催日 参加者 

1. 22016年 11月 24日 19 名（子水牛飼育農家、キャトルコロニーの農場主、NGO、

政府の獣医職員） 
2. 22017 年 4 月 27 日 22 名（同上） 

3. 22018 年 8 月 16 日 15 名（同上） 

 
3）乾乳水牛の救済（リサイクリング）に関しては、官民の獣医師を対象とした一連の研修が実

施された。これらの研修では、C/P も学ぶとともに、講師としての役割も果たしている。 
4）以上の進展から、8 名の技術 C/P はガイドラインの内容に沿って、家畜資源の有効利用にか

かわる知識と能力を十分なレベル獲得したと判断できる。 
 

（2）全般的な達成状況と見込み 
・  PDM に記述されているとおり、「家畜資源を有効活用する仕組み」には子水牛救済・活用、

乾乳水牛のリサイクリング、家畜のシェアリング、リボルディング等いくつかの方法があ

ることが当初想定されていたが、プロジェクトでは「子水牛の救済・活用」と「乾水牛の

リサイクリング」に焦点を当てた活動が行われてきた。プロジェクトで取り組まれている
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技術は、シンド州では初めて導入されたものがいくつもあり、画期的な成果である。キャ

トルコロニーでは、取り組まれている技術の経済的な有用性から、新生子水牛を殺処分し

たり売却したりせず、育成する農場主も現れている。 
・ 一方、子水牛救済技術は、育成にかかる費用をどう調達するかという課題が残っており、

その意味で小規模農家にとって経済的に実行可能にはなっているとはいえない。この課題

への対応策として、プロジェクトがすでにカラチをベースとする NGO と行っているよう

に、援助・福祉団体と協力することも一つの方法である。救済技術をより多くの農家に裨

益させるため、同様な団体をみつける努力を続ける必要がある。しかしながら、プロジェ

クト終了までにそれがどの程度実現するかは見通すことができない。 
・ 以上の分析結果に基づき、プロジェクト終了時点での成果 2 の達成見込みは「中」レベル

になると判断される。 
 
３－３－３ 成果 3 

成果 3 開発、実証された適正技術、仕組みがジェンダーに配慮しつつパイロット県内の農

家に伝えられる。 
 

（1）指標達成状況の検証 
指標 3-1 畜産局の C/P、マスタートレーナーと普及員が普及計画とマテリアルの内容を理解

し、農家を指導できるようになる。 
1）PDM では、「普及 C/P 3 名、マスタートレーナー（Master Trainer：MT）5 名、普及員（Extension 
Worker：EW）20 名（男女各 10 名）が『普及ガイドライン』の内容を理解し、指導できるよ

うになる」ことが、本指標の目標として設定されている。普及ガイドラインの第一版が 2 年目

に作成され、活動の結果を反映させて毎年改訂されてきた。普及チームが普及活動を効率的に

実施できるよう、数種類の普及教材も作成されている。 
2）当初計画では、プロジェクト開始と同時に普及活動を行うために専任スタッフ（普及チーム）

が配置される予定であったが、シンド州政府内の手続上の問題で、2 年以上遅れた。このため、

プロジェクトは最初の 2 年間、計画通り普及活動を開始することができなかった。応急策とし

て、各県で成果 1 の活動のためにアサインされているフォーカルパーソン（F/P）及び畜産ア

シスタント（SA）によって暫定普及チームを組織し、2 年次から 3 年次前半にかけこの暫定チ

ームを対象に普及員研修が実施された。 
3）その後、2016 年 5 月に、予定されていたスタッフのうち 17 名（MT・EW）が、2017 年 5
月に更に 9 名が採用され、普及を行う体制が整った。配置された普及チームに対して、普及ガ

イドラインに沿った普及活動を実施するための能力開発を目的に、9 回にわたって普及研修が

順次実施された（表３－６）。 
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表３－６ 普及チームに対する研修の実績 

No. 期間 参加者 内容 

1 2016/7/13～8/3 17 名（1 SM、1 GS、5 MTs、10 EWs） 新規採用普及員への導入研修 

2 2016/8/23-～24 17 名（同上） 普及能力向上 

3 2016/12/13～16 16 名（1 SM、5 MTs、10 EWs） 同上 

4 2017/2/15～17 16 名（同上） 同上 

5 2017/5/3～4 15 名（1 SM、4 MTs、10 EWs） 同上 

6 2017/8/16～9/6 9 名（1 D/PM、8 EWs） 新規採用普及員への導入研修 

7 2017/9/7～9/8 23 名（5 MTs、18 EWs） 普及能力向上 

8 2018/2/20～22 21 名（1 SM、4 MTs、16 EWs） 同上 

9 2018/7/10～11 22 名（1 SM、3 MTs、18 EWs） 同上 

 
 普及員への研修は、内容を実践的にするため、講義だけでなく、グループ作業、県ごとのチー

ムによるファシリテーション実習、現場での実習なども行われた。各研修の終わりには、理解

力テストを行い、活動の改善に役立つよう活用された。普及チームはこのあとそれぞれの県で

農家への研修を開始した。農家研修を繰り返すことで、農家を指導するための普及員の能力は

向上している。 
4）評価団によるインタビューでは、すべての普及チームのメンバーは、普及活動への士気も高

く、自信をもっていることが確認された。これらの調査結果から、指標 3-1 はプロジェクト終

了までに達成されると予見される。 
 
指標 3-2 普及員から農家、あるいは農家間で約 3,000 人（男性 2,000 人、女性 1,000 人）に

適正技術が伝わる。 
1）各県の普及チームによる農家への普及活動は、下記の手順で行われている。 

 

手順/活動 内容 

1. 農家研修の準備 プロジェクトに関する村長への説明、社会マップ作成、啓発 

2. 適正技術研修の実施 
適正技術 8 科目の研修（同じ村の農民を対象に 1 週 1 科目を 8
週連続で実施） 

3. 農家研修のフォローアップ 農家の理解レベル確認、必要に応じ助言 

4. モニタリング 適正技術チェックシートによる各技術の実践状況を確認 
 

2）新たに採用された普及チームによる農家への研修は、3 年次後半より開始され、2018 年 5
月までに、合計 378 の研修が 24 のパイロット村で実施された。これらの研修のうち、最低 1
科目の研修に参加した農家は、2,518 名（男性 1,578、女性 940）、2 科目以上の科目に参加した

農家は 1,618 名（男 931、女 687）となっている。県別の参加人数などは、表３－７に示すと

おり。 
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表３－７ 農家への適正技術研修実績と参加者数（2018 年 5月現在） 

県 
開催村数 実施研修数 

参加者数 

最低 1 回 2 回以上 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 

マティアリ 5 5 48 42 307 171 189 133 

ハイデラ 5 4 36 29 289 122 155 81 

ＴＭＫ 5 5 40 40 322 176 214 186 

タンドアラヤ 5 3 40 32 404 232 152 115 

バディン 5 5 40 31 256 239 221 172 

合 計 25 22 204 174 1,578 940 931 687 

 
3）プロジェクトチームは、8 科目の研修のうち最低 2 回出席した農民の数を、指標 3-2 を達成

するための目標値として設定しているが、上記のとおり、その数は本評価調査時点では達成さ

れていない。しかしながら、プロジェクト終了まで、農家への研修は継続される予定であり、

また農家間普及による情報の伝達も起きることが想定されるため、このあと本指標は達成され

る可能性は高い。 
 
指標 3-3 農家間普及の効果的な手法が示される。 

1）農家研修で取り上げられた適正技術についての情報が、農家間普及によって更に伝達される

ことを促進するため、19 名の「中核農家」が選定されている。しかし、中核農家は選定され

たばかりであり、モニタリングも行われていないため、情報の農家間普及がどの程度実際に起

こるのか予見することは困難である。 
2）しかしながら、評価団がインタビューのために面接した中核農家は自らの役割をよく理解し

ていることや、中核農家以外の多くの農家が研修で学んだことを家族や隣人に伝えていると回

答していたことから、想定される農家間普及はある程度起きることが予測される。 
 

（2）全般的な達成状況と見込み 
・ 成果 3 にかかわる活動は、普及員の配置及び移動手段（車両やバイク）の調達が 3 年次中

頃まで遅れたことで大きな影響を受けたが、2016 年 8 月の中間レビュー以降、大幅に状況

は改善された。予定されたすべての普及員が対象 5 県にそれぞれ配置され、必要な移動手

段や活動費も確保されたことで、計画に沿って普及活動を展開できるようになった。中間

レビュー後の 2 年間で、ジェンダーに配慮しつつ 2,500 名以上の農家が研修に参加したこ

とは特記されるべきである。評価団が面接したすべての農家は、研修で学んだ技術を高く

評価し、実際に自らの家畜管理に適用していると回答していた。このような進捗は、シン

ド州、日本双方の関係者の多大な努力の結果、可能となったものである。 
・ このような大きな進展はみられたものの、最初の 2 年間の遅延に起因する課題は、このあ

とも継続して残ることから、プロジェクトチームとして対応していく必要がある。そのう
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ちの何点かを下記にまとめた。 
1）プロジェクトチームは、技術の普及が次のような段階を経て起きることを仮定している。 

第 1 段階：プロジェクトから農家へ技術情報が伝授される（研修ステージ） 
第 2 段階：農家が技術について認知し理解する（学習ステージ） 
第 3 段階：農家が試験的に技術を使い始める（試験ステージ） 
第 4 段階：農家が技術を日常的に使うようになる（定着ステージ） 

  第 1 段階から第 4 段階まで進むためには、研修のあともモニタリングなどを通して農家の

フォローアップを継続することが欠かせない。一方、農家への研修が終わった 24 のパイロ

ット村では、技術の利用状況を確認するために 1 回目のモニタリングが終わったばかりであ

る。上記のプロセスで、技術の普及が起きると仮定すれば、今後パイロット村で技術の定着

を確認し、また普及プロセスを検証するのには最低 2～3 年（1～2 受胎・泌乳サイクル）の

モニタリングが必要となる。 
2）普及ガイドライン（普及計画）上は、農家（第 1 受益者）から農家（第 2 受益者）への普及

が起こることを想定しているが、実際にどの程度それが起こるかどうかはわからない。プロジ

ェクトでは、中核農家を通して農家間普及を促すことを計画しているが、このアプローチの検

証には更に時間が必要である。 
3）新規に採用された普及チームのメンバーの多くは、普及員としての経験が浅いことから（何

人かは学校を卒業したばかりである）、能力向上のために、経験のある畜産局職員による継続

的なサポートも必要である。評価団によるインタビューでは、いずれの普及チームも士気は非

常に高く、普及手法のみならず、獣医師としての知識・技術も得たいと希望していることが確

認されている。この段階で、彼らへのサポートが終了してしまえば、これまでに蓄積された経

験も無駄になる危険性もある。 
・ これらの課題はいずれも、長期にわたる取り組みが必要なことであり、限られたプロジェ

クト期間内に達成できることではない。その意味で、プロジェクトが導入した普及サービ

スを畜産局とシンド政府が継続することが不可欠であるといえる。 
・ これらの分析から、プロジェクトが予定通り終わる場合、成果 3 の達成度は「中程度」に

なると予見される。 
 
３－３－４ 成果 4 

成果 4 畜産局の事業運営、管理、調整能力が強化される。 
 
（1）指標達成状況の検証 

指標 4-1 プロジェクトの年次計画が、畜産局主導で作成される。 
4-2 月次モニタリング結果が、畜産局県事務所によって報告される。 
4-3 プロジェクトの年次評価報告が、畜産局主導で作成される。 

1）第 1 年次、広く畜産局職員を対象としたニーズアセスメント調査に基づき、事業管理能力強

化研修の計画が作成された。1 年次から 4 年次まで、計画に沿って研修が実施された。 
2）2 年次に、「プロジェクトマネジメント・タスクフォース（Project Management Taskforce：
PMTF）」が設置され、職員の能力研修についての計画を担当するやり方がとられた。3 年次、

PMTF を発展的に解散し、総局長（Director General：DG）によって任命された 11 名の職員で
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「能力開発ユニット（CBU）」が組織され、マネジメント能力研修の計画策定と実施する体制

が整えられた。以後、研修参加者の選定や研修後のモニタリングは、常設化が期待される CBU
メンバーが中心となり実施されてきた。 

3）2016 年 5 月、DG や C/P のほか、畜産局の幹部職員ら 30 名の参加のもと、ワークショップ

が開催され、局内のすべてのプロジェクトに対する適切で実現可能なモニタリング・レポーテ

ィング体制について話し合う場がもたれた。このワークショップの結果は、畜産局のコンセン

サスとしてまとめられ、プロジェクトマネジメント研修でも共有された。 
4）プロジェクトチームによれば、各県事務所（MT）からプロジェクトマネージャー（PM）へ

提出される月次報告については、研修の結果、改善がみられたものの、年間計画・年次報告は、

プロジェクトチームが主導しないと作成できないとされる。よって、指標 4-1 から 4-3 の達成

レベルは、中間レビュー時点から改善される方向にあり、修了時評価時点で「中」程度と判断

される。プロジェクトでは、このあとも計画・モニタリング体制の構築にかかわる研修を継続

する予定であり、指標の達成に貢献することも期待できる。 
 
指標 4-4 畜産開発プラットフォームが、畜産局主導で定期的に開催される。 

1）州内の畜産ステークスホルダーを集めた「畜産開発プラットフォーム」会議は、表３－８に

示されるとおり、これまでに 4 回実施された。プロジェクトによる支援は、まだ必要なものの、

第 4 回目の会議は C/P と PM によって大半の準備とプレゼンが行われたことから、畜産局が会

議を主催する能力は少しずつ向上していると報告されている。次の会議は、更に畜産局がイニ

シアティブをとることが期待されている。 
 

表３－８ 畜産開発プラットフォーム会議の実績 

No. 日 場所 参加者 内容 

1 2015/1/20 ハイデラバード 64 JICA シニアアドバイザーによるキーノートス
ピーチ、プロジェクトの内容・進捗、シンド州
における畜産開発についての意見交換、ほか。 2 2016/12/3 同上 65 

3 2017/1/18 同上 67 

4 2017/12/12 同上 72 

 
2）このような状況から、指標 4-4 の達成度は「中からやや高」レベルにあると判断される。 

 
指標 4-5 Standard Operation Procedure（SOP）が発令される。 

1）PDM では、「SOP 研修出席者のうち 60％が関連 SOP を理解し自ら作成できるようになる」

ことが、本指標の目標として設定されている。 
2）第 1 年次に「畜産局事業運営ガイドライン」のドラフトが作成され、2 年次に SOP のフォ

ーマットが決められた。 
3）SOP の作成についての研修は、2 年次から 4 年次の能力開発研修の一つのテーマとして実施

された。この研修の基づき、「VO と SA 研修」「3 カ月齢子水牛配布」「2・3 日齢子水牛配布」

にかかわる 3 つの SOP が畜産局職員によって作成された。 
4）プロジェクトチームは、プロジェクト終了までに、SOP 作成にかかわる研修を CBU、幹部
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を対象とし、更に 2 回実施する予定である。 
5）こうした進捗から、指標 4-5 はプロジェクト終了までに達成される見込みである。 

 
（2）全般的な達成状況と見込み 

・ プロジェクトの支援による事業管理能力にかかわる定期的な研修によって、事業管理の改

善を重要と認識する畜産局職員の数が徐々に増加してきた。2 名が CBU に専属職員として

配置されたのは、畜産局内で認知されてきていることの現れるとも理解される。プロジェ

クトチームは、職員参加のワークショップで出された意見を集約し、畜産局の組織改編へ

の提言書を取りまとめて畜産次官へ提出した。この提案書では、普及専門部署の設置とと

もに、CBU 及び計画・モニタリング機能の強化が含まれている。提案書は、当時の次官に

受け入れられたが、こうした組織改編には政府の更に上層部の合意が得られることが必要

となることから、現段階ではその実現性については未知数である。 
・ このようなプロジェクトの取り組みを通して、畜産局の事業運営、管理、調整能力は確実

に強化されてきた。しかし、いくつかの設定された指標は達成されていない状況にあるこ

とから、成果 4 の達成度は、「中～やや高い」レベルになると判断される。 
 
３－４ プロジェクト目標の達成見込み 
プロジェクト目標の達成見込みは、以下のとおりである。 
 
プロジェクト目標 畜産に携わる農家の収入と資産（assets）の増大のための基盤（適正技術開発・

普及体制整備・実施機関の体制強化・関係者の能力向上）をパイロット県にお

いて構築する。 
 
（1）指標達成状況の検証 

指標 1 ターゲット・グループ（パイロット農家を除く）のうち、日常的に適正技術（添付「適

正技術開発チェックリスト」で示された“A”ランク技術）を使っている農家の数が、

村での普及活動開始後 1 年間で 10％、2 年間で 20％増加している。 
・ 普及チーム配置の遅れのため、パイロット村で農家研修が開始されたのは、3 年次（2016

年）に入ってからになった。「適正技術開発チェックリスト」を使った適正技術の適用状況

についてのモニタリングは、2017 年 10 月から 2018 年 6 月にかけて行われ、データ解析が

終わったばかりである。しかしながら、パイロット村では研修が行われる前のベースライ

ンデータがとられていなかったため、この指標の達成度を検証することは困難である。 
 
指標 2 プロジェクトで作成した各種ガイドラインが畜産局により公式に認められる。 
・ プロジェクトは、下記のガイドラインを取りまとめ、いずれもほぼ完了している。 

① 適正技術ガイドライン（酪農適正技術テキスト） 
② 家畜資源の有効活用に係るガイドライン 
③ 普及ガイドライン 
④ 畜産局事業運営ガイドライン 
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 「公式に認められる」とう指標の意味するところは、これらのガイドラインが畜産局に

公式文書として承認されたうえで、活用されることである。プロジェクトチームは、畜産

局幹部とこの手続きについて意見交換をしているが、まだ具体的なアクションはとられて

いないことから、この指標については調査段階では未達成である。しかし、プロジェクト

終了までに、達成されることが見込まれる。 
 
指標 3 州内の畜産ステークホルダー（e.g.商業農家、NGO、ターゲットグループなど）が子

水牛と乾乳水牛救済技術・方法を採用した事例が数件確認される。 
・ 2017 年 4 月に開催された 2 回目のワークショップに参加したカラチをベースとする NGO

である HANDS が、子水牛救済活動に関心を示した。プロジェクトチームは同 NGO と協

議し、技術面での支援を行うことで合意した。子水牛救済センターがカラチの同 NGO 本

部敷地内に設置され、28 頭の子水牛が近隣のキャトルコロニーから導入された。このうち

14 頭がすでに受益農家に対し配布されている。このケースのほか、ハイデラバードのキャ

トルコロニーのいくつかの農場は、プロジェクトが開発した技術を活用し、子水牛救済・

育成を開始している。 
・ 乾乳水牛の救済については、繁殖管理技術の展示・研修が、キャトルコロニーの農場にて

民間・政府の獣医師を対象に開催されてきた。これらの獣医師は、自ら所属する農場で学

んだ技術を適用し始めており、これによって相当数の乾乳水牛が救済されたと推測される。 
・ これらの調査結果から、この指標は終了時評価調査までに達成されているとみなされる。 

 
指標 4 プロジェクトで作成した各種ガイドラインに沿って、C/P、パイロット県内の普及

員やその他の畜産局職員が農家を支援できるようになる。 
・ PDM に、ガイドラインごとの達成目標人数は以下のとおり設定されている。 

 

ガイドライン名 対象者 
適正技術ガイドライン 技術 C/P 8 名が酪農適正技術テキスト（技術者用）を理解し、指導で

きるようになる。 
家畜資源の有効活用に係

るガイドライン 
技術 C/P 8 名が家畜資源有効活用技術ガイドラインを理解し、指導で

きるようになる。 
普及ガイドライン 普及 C/P 3 名、MT 5 名、普及員 20 名（男女各 10 名）が普及計画とマ

テリアルを理解し、指導できるようになる。 
畜産局事業運営ガイドラ

イン 
SOP 研修出席者のうち 60％が関連 SOP を理解し自ら作成できるよう

になる。 
 

  「３－３ 成果（アウトプット）の達成状況」にて記述したとおり、これらの目標人数

はすでに達成されているか、達成される見込みは高いため、四つ目の指標については、プ

ロジェクト終了までに達成される見込みである。 

指標 5 プロジェクトで作成する技術ガイドラインや普及マテリアル・計画などが畜産局全

体で適用されるための SOP が実行される。 
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・ プロジェクトチームの支援により、「VO と SA 研修」「3 カ月齢子水牛配布」「2・3 日齢子

水牛配布」にかかわる三つの SOP が畜産局職員によって作成された。SOP の発効は、畜産

局がプロジェクト活動を通して作成された種々の実施ガイドラインを実施するうえで役立

つことが期待される。これはまた、協力期間終了後のプロジェクト成果の持続性を高める

ために重要である。プロジェクトチームは、事業終了までに、プロジェクト活動と成果の

広報、普及組織の設置などの活動を継続する計画である。 
・ SOP が畜産局によって公式化され、活用されるかという点は、現段階では明らかではない

ので、評価団がこの指標の達成度を予測することは困難な面があるが、畜産局幹部の反応

は全体的に前向きであることから、本指標は「やや高い」レベルで達成されるものと予見

される。 
 

（2）全般的な達成状況と見込み 
・ 2014 年 2 月に活動を開始して以降、多くの困難と課題に直面しながらも、プロジェクトは

目標達成に向け、確実に進展してきた。50 項目の適正技術が特定され、それの技術の実証

と展示のため、畜産セクターの多くのステークホルダーを巻き込みながら、種々の活動が

展開されてきた。この過程で、C/P を含む畜産局技術職員の能力が相当程度強化された。

新生子水牛や乾乳水牛など貴重な畜産資源を救済するいくつかの技術が試行され、これら

は今後長期にわたり、シンド州の畜産資産を増加させるうえで役立つことが期待される。 
・ シンド州では伝統的に、獣医サービス、特に家畜疾病管理により重点が置かれてきたこと

から、普及サービスは畜産局にとって新規の事業である。農家への研修は、まだ初期段階

であるものの参加農家のみならず、県レベルの畜産局職員も、新しく導入された普及サー

ビスを賞賛している。同様に、事業管理にかかわる能力研修も畜産局にとっては新しい事

業であり、プロジェクトは畜産局職員が研修に参加する多くの機会を提供し、管理能力の

改善を実現してきた。さらに、こうした能力開発を戦略的に進めるために、畜産局職員を

対象にした 5 日間のワークショップが開催され、「能力開発戦略」がまとめられた。 
・ 2016 年 8 月に中間レビュー調査が実施された際には、プロジェクトチームはいくつかの重

大な課題に直面していた。特に、普及員の配置の遅れは、プロジェクトの進捗にマイナス

の影響を及ぼしていた。しかし、その後パキスタン・日本双方関係者の努力により状況は

大きく改善され、目覚ましい進捗が可能となった。こうした状況のもと、成果の達成度検

証の結果に基づき、評価団は協力期間終了時の事業目標の全般的な達成度は、「中～やや高

い」レベルになるだろうと結論づける。 
 
３－５ 上位目標の達成見込み 
上位目標 適正技術及び家畜資源の有効活用方法がシンド州内の農家によって適用される。 
 
指標 1．対象県の 3,000 以上の農家と、対象県外の 800 以上の農家に適正技術が伝わる。 

2．上記農家のうち、日常的に適正技術（「適正技術開発チェックリスト」で示された“A”

ランク技術）を使っている農家の数が、村での普及活動開始後 1 年間で 10％、2 年間で

20％増加している。 
3．州内の畜産ステークホルダー（e.g.商業農家、NGO、ターゲットグループなど）が子水
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牛と乾乳水牛救済技術・方法を採用した事例がさらに数件確認される。 
 

・ 上位目標は、プロジェクト終了後、3 から 5 年後で達成されることが想定される。本プロ

ジェクトの上位目標は、シンド州政府と畜産局が JICA による協力期間終了後、プロジェ

クト成果をどの程度持続、発展させるかに大きく影響される。上記のとおり、プロジェク

トを通して、多くの適正技術が特定・実証され、畜産局の能力は技術及び事業管理面で強

化された。また、パイロット県においては普及サービス実施に向けた基盤が構築された。

畜産局が、これらプロジェクトで実現された成果を持続発展させる強い意志を有していれ

ば、上位目標で設定されている、パイロット県で 3,000 名の農家と非パイロット県 800 名

の農家への技術の伝達は、達成困難ではない。これらの目標達成への重要な前提条件は、

畜産局が普及サービスを実施するための恒久的な組織を設置し、より多くの農家を支援す

るための普及員の人数を増加させることがある。 
・ 終了時評価調査までに、プロジェクトからは普及を担う部署の設置、CBU と計画管理部を

強化するための組織改編への提案が提出されているが、その実現性については、現段階で

は未知数である。よって、評価団が、上位目標の達成見込みを予測することは困難である。

しかしながら、その可能性は確かに存在すると結論づけることはできる。 
 
３－６ 実施プロセスの検証 
（1）プロジェクトの実施体制 
  本プロジェクトは、図３－１で示した体制で実施されている。シンド州畜産局が実施主体とな

っており、総局長（DG）がパキスタン側のプロジェクトコーディネーター（PC）、プロジェクト

マネジャー（PM）は専任でプロジェクト全体の運営管理を行うことが想定されていたが、PM が

専任で配置されたのは、2017 年 2 月から 2018 年 3 月までの 1 年間のみであり、他の期間は既存

の幹部職員が兼任で任務に当たってきた。さらに、複数の部署から 9 名の獣医官（VO）が専属

C/P として任命され、日本人専門家とともに日常業務を実施している。 
  一方、対象県の県事務所レベルでは、所長である副局長が県 PC として任命され、その下で 5

名の VO がフォーカル・パーソン（FP）として指名され、プロジェクトオフィスの C/P とともに

パイロット農家への定期訪問などの活動を行ってきた。彼らは、2016 年 7 月まで、暫定普及チー

ムのマスタートレーナー（MT）としての役割も果たした。2016 年 8 月からは、PC-I 開発予算に

より 5 名の MT と 10 名の普及員（EW）が新たに採用・配置され、C/P と日本人専門家とともに

普及活動を実施している。2017 年 5 月には、更に 9 名の EW が採用され、各パイロット県事務所

に配置された。 
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図３－１ プロジェクト実施体制 
 
（2）プロジェクト実施体制の有効性 
  終了時評価調査に伴う事前質問票調査の結果では、中間レビュー時点に比べ、実施体制の有効

性に高い評価をするプロジェクトメンバーがわずかに減少したが、過半数の C/P と専門家がプロ

ジェクト実施体制は「高い」あるいは「かなり」有効であると回答した（表３－９）ことからも、

実施体制はおおむね有効であったと判断される。 
 

表３－９ 事前質問票調査の結果－実施体制の有効性（中間レビュー時との比較） 

回答者 
有効性についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 
中間レビュー時 C/P (n=11) 9 2 0 0 0 

専門家 (n=6) 3 1 1 1 0 

合計 (n=17) 12 3 1 1 0 
終了時評価時 C/P(n=11) 4 5 2 0 0 

専門家 (n=6) 1 2 3 0 0 

合計 (n=17) 5 7 5 0 0 

 
（3）運営管理にかかわる会議 
  プロジェクト運営にかかわる意思決定を行う場として「運営委員会（SC）」が組織され、年間 1

回の頻度で会議が開催されてきた。SC 会議はこれまでに 7 回開催され、年度ごとの活動計画や実

施チームによる活動進捗、また活動中に発生した懸案事項などについて話し合われた。また、日
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常的には、日本人専門家不在時も含め、毎週金曜日に C/P 会議が開催されているほか、活動ごと

の会議（普及チーム、CBU、技術ワーキンググループなど）が定期的に開催されてきた。 
  事前質問票調査の結果では、過半数の C/P と専門家が運営管理のための会議の開催頻度、内容、

開催方法は適切であったと回答した（表３－10）。 
 

表３－10 事前質問票調査の結果－運営管理のための会議の適性度 

（中間レビュー時との比較） 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 
中間レビュー時 C/P (n=11) 10 0 1 0 0 

専門家 (n=6) 4 2 0 0 0 

合計 (n=17) 14 2 1 0 0 
終了時評価時 C/P(n=11) 5 6 0 0 0 

専門家 (n=6) 4 1 1 0 0 

合計 (n=17) 9 7 1 0 0 

 
（4）プロジェクトチーム内のコミュニケーション 
  全般的に、C/P と日本人専門家間のコミュニケーションは緊密に行われており、プロジェクト

実施メンバー間に良好な関係が築かれていることが、活動がスムーズに進む要因として働いてき

たとみられる。メンバー内で意見の対立があった場合、そのたびに話合いにより解決されてきた。 
  事前質問票調査では、コミュニケーションの有効性について、中間レビュー時に比べ、ある程

度」とする回答が増えたものの、過半数は「高い」「かなり」と回答している（表３－11）。 
 

表３－11 事前質問票調査の結果－チーム内コミュニケーションの有効性 

（中間レビュー時との比較） 

回答者 
有効性についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 
中間レビュー時 C/P (n=11) 4 6 1 0 0 

専門家 (n=6) 3 2 1 0 0 

合計 (n=17) 7 8 2 0 0 
終了時評価時 C/P(n=11) 3 2 6 0 0 

専門家 (n=6) 4 1 1 0 0 

合計 (n=17) 7 3 7 0 0 
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第４章 5 項目評価の結果 

４－１ 妥当性 
以下の分析から、本件プロジェクトの妥当性は引き続き「高い」と判断される 3。 

 
（1）パキスタン・シンド州政府の政策との整合性 
  プロジェクトを取り巻く政策的な環境は、2014 年の活動開始以降大きくは変わっておらず、中

央、州政府とも社会経済開発政策において、畜産セクター開発に重点を置いている。 
  中央レベルでは、「Pakistan Vision 2025」が 2014 年に首相によって発表され、国民一人当たりの

収入の増加、貧困削減、輸出の増加が強調されている。同政策書は七つの柱（pillars）からなり、

畜産を含む農業開発への方針は、4 番目の柱（「水、エネルギー、食糧安保」）の中でふれられて

いる。中央政府は、このヴィジョンに沿って、年次開発計画を策定している。一方、州レベルで

は、2007 年に策定された「Sindh Vision 2030」が包括的な開発政策となっていて、この中で、乳・

肉生産、養鶏を含む畜産サブセクター開発の重要性が述べられている。酪農開発については、特

に国内需要と輸出マーケットのために高品質な乳製品を開発することで、収入と雇用機会を増加

させることできるとしている。 
 
（2）ローカルニーズとの整合性 
  シンド州には 1,400 万頭を超える牛・水牛が飼養されており、大半の農民にとって、牛・水牛

を飼育することは最も一般的な農業生産活動である。乳･肉は、州内農家の重要な栄養源であると

ともに、生計の手段となっている。しかしながら、多くの農家は伝統的な方法によって家畜を飼

育しており、その生産性は極端に低いままであることとから、改善の余地が大きい。こうしたな

かで、プロジェクトは小規模農家にあった適正技術の開発と普及に重点を置いている。評価団が

出会った農家はプロジェクトから紹介された技術を高く評価しており、ローカルニーズとの整合

性は高いことが確認された。 
 
（3）わが国の援助政策との整合性 
  日本政府のパキスタンに対する援助政策は、プロジェクトが形成された当時から大きくは変更

されていない。「人間の安全保障が確保された強靱な社会の構築に向けた支援」が、国別援助政策

（平成 30 年 2 月）の中で重点的に取り組む分野と位置づけられていて、小規模農家の農・畜産物

の生産性向上に取り組むことが述べられている。これに沿って、JICA の年間事業実施計画（2017
年）では、本プロジェクトが「農村市場経済発展プログラム」に対する取り組みとして位置づけ

られていることから、整合性に齟齬はない。 
 
（4）わが国による技術協力の優位性 
  畜産物、特に乳製品は、日本人にとっても日常的に消費する重要農産品であり、わが国は酪農

についても長い経験と先進的な経営技術をもっている。一方、シンド州における酪農技術は発展

途上にあり、特にプロジェクトがターゲットグループとしている小規模農家の技術は日常的に改

                                                        
3 評価結果は、「高い」「やや高い」「中程度」「やや低い」「低い」の 5 段階で示した。 
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善された技術情報に接する機会が少ないことから、世界標準からみて大きく遅れている。したが

って、日本がシンド州の酪農分野への技術協力を行う優位性は高いといえる。また、JICA は過去

に複数国で酪農分野への技術協力事業を行ってきた経験を有していることも、優位性を高める要

因となっているといえる。 
 
４－２ 有効性 
以下の分析から、本件プロジェクトの有効性は、「中からやや高い」レベルと判断される。 

 
（1）成果とプロジェクト目標の達成度 
  表４－１は、前章で述べた成果とプロジェクト目標達成度の評価結果を要約したものである。 

 
表４－１ 成果とプロジェクト目標達成度の評価結果 

項 目 達成度・見込み評価結果 

成果 1 高い 

成果 2 中 

成果 3 中 

成果 4 中からやや高い 

プロジェクト目標 中からやや高い 

 
  成果 1 に関連し、適正技術を実証するために、多くの革新的な活動が展開されてきた。そのな

かには、新しいあるいは改良された技術の試験・展示〔配合飼料による給餌、クンディ種水牛の

ボディコンディションスコア、体重推定尺の開発、削蹄技術など）、研究・分析（水牛の繁殖生理、

飼料分析など）、研修（適切な検診と治療、血統登録手法など）、飼養管理施設・機材の開発（提

案中）子牛ハッチ、搾乳舎、保定枠など〕が含まれる。これらの活動の実施プロセスには、受益

農家や C/P 職員のみならず、官民の獣医師が参加し、彼らの能力向上が図られた。 
  成果 2 について、家畜資源を有効利用するために、プロジェクトは新生子水牛の救済と乾乳水

牛のリサイクリングという二つの手法にかかわる技術の開発を進めてきた。シンド州では、こう

した技術が確立していなかったことから、畜産物生産の面で高い能力をもった家畜も無駄に淘汰

されてきた。これらの技術の導入・定着は、長期的に同州の家畜資源の保護・活用に結びついて

行く可能性が高いといえる。 
  成果 3 にかかわる活動で、プロジェクトは畜産局に普及サービス実施のための新しい仕組みを

導入した。畜産局は、過去に本格的な普及活動を実施した経験がなかったことから、これは局に

とって大きな挑戦であるが、今後長期にわたり小規模農家の生産技術を改善し、収入増を実現し

てゆくためには、機能的な普及サービスを実施する体制を構築することが不可欠である。 
  成果 4 についても、事業管理についての基礎研修に参加することは、多くの畜産局職員にとっ

て新しい経験であった。このため、プロジェクトは貴重な機会を提供してきた。事業管理システ

ムを改善し、組織機能を強化してゆくことは、普及組織の構築とともに、畜産局が農家へのサー

ビスを持続的に改善してゆくために欠かせない面であるといえる。 
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  以上のとおり、これら四つの成果はいずれも、プロジェクト目標を実現するために欠かせない

ものの、すでに報告したとおり、開始後 2 年間、普及員の配置や機材の調達が遅れたことが、特

に成果 3 の活動に影響した。3 年目後半から、すべてのパイロット県に普及チームが配置された

ことで、状況は大きく改善されたが、その影響はプロジェクト終了まで残ることが推察される。

さらに、いくつかの指標がプロジェクト終了までに完全には達成できない可能性もある。このよ

うな状況から、プロジェクト目標の達成度は「中からやや高い」レベルになると判断される。 
 
  プロジェクト目標の達成度にかかわる事前質問票調査においても、プロジェクト目標の達成見

込みは、「かなり」あるいは「ある程度」とする回答が半数以上であった（表４－２）。 
 

表４－２ 事前質問票調査の結果－プロジェクト目標の達成見込み 

（中間レビュー時との比較） 

回答者 
達成見込み 

高い かなり ある程度 低い わからない 
中間レビュー時 C/P (n=11) 2 5 4 0 0 

専門家 (n=6) 1 1 0 0 4 

合計 (n=17) 3 6 4 0 4 
終了時評価時 C/P(n=11) 1 1 7 1 1 

専門家 (n=6) 0 4 2 0 0 

合計 (n=17) 1 5 9 1 1 

 
（2）成果とプロジェクト目標の因果関係 
  プロジェクト目標は、期待される四つの成果が達成されれば、実現できるレベルの内容となっ

ており、PDM で設定された成果とプロジェクト目標の論理関係に、おおむね問題はないと考えら

れる。プロジェクトチームへの事前質問票でも、プロジェクトのデザインの適切性は「高い」あ

るいは「かなり」とする回答が大半であったことから（表４－３）、プロジェクトデザインの有効

性は全体的に高かったとみなされる。 
 

表４－３ 事前質問票調査の結果－プロジェクトデザインの適性度 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 

C/P (n=11) 4 5 2 0 0 

専門家 (n=6) 3 3 0 0 0 
合計 (n=17) 7 8 2 0 0 

 
  一方、いくつかの指標が、当初の PDM では適切に設定されていなかったため、中間レビュー

調査では指標の見直しが提言された。この提言に沿って PDM が改訂されたことから、終了時評

価は改訂された PDM に基づき実施されたが、プロジェクト目標の指標 2 についてベースライン

データがとられていなかったことが判断できないことが判明した。同様の問題が、上位目標の指
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標にもあることから、評価団として指標の見直しを提言することとした。 
 
（3）外部条件の影響と予測されなかった促進要因・阻害要因 
  成果からプロジェクト目標に至る外部条件として、「パイロット農家やその周辺農家が、洪水ま

たは旱魃によって深刻な損害を受けない」ことが挙げられていた。この外部条件に関連し、評価

団は、対象地域のいくつかの村では、特に 2018 年の雨期に降雨が極端に少なく、深刻な干ばつに

襲われているとの情報を得た。このため植物の生育が全般的に良くなく、粗飼料（草）が十分確

保できないと話す何人かの農家に出会った。この点で、この外部条件はプロジェクト目標の達成

に影響があったと認められる。 
 
（4）予測されていなかった促進要因・阻害要因 
  その他、プロジェクト目標に影響する、予測されていなかった促進要因・阻害要因は、特に確

認されていない。 
 
４－３ 効率性 
以下の分析により、本プロジェクトの効率性は「中」レベルと判断される。 
 

（1）パキスタン側からの投入 
  C/P の配置、プロジェクト事務所を含む施設・機材の提供、CVDL と PRI における分析施設の

提供、C/P 資金の拠出などが、本件プロジェクトに対するパキスタン側からの投入であった。9
名の職員が専属 C/P として配置された。総括専門家とともにプロジェクト全般の運営管理に責任

を負うプロジェクト・マネジャー（PM）は 2017 年 2 月から翌年 3 月までの 1 年間のみ専属で配

置されたが、他の期間は他の管理職との兼任であった。専任 PM が大半の期間不在であったこと

がプロジェクトにかかわる意思決定に影響し、さまざまな手続きの遅れの原因となってきたこと

が報告されている。すでに述べているとおり、普及員の配置、普及機材の調達、C/P への日当な

どいくつかの投入が適期になされなかったことが、プロジェクトの実施にしばしばマイナスの影

響を及ぼしてきた。したがって、パキスタン側からの投入は、必ずしも効率性が高かったとはい

えない。 
  パキスタン側からの投入の適性度にかかわる事前質問票調査（表４－４）でも、予算執行（活

動費）については「低い」とする評価も多いことが示されている。 
 

表４－４ 事前質問票調査の結果－パキスタン側からの投入の適性度 

i) C/P の配置 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 
C/P (n=11) 1 8 2 0 0 

専門家 (n=6) 2 1 1 2 0 

合計 (n=17) 0 9 3 2 0 
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ii) 施設・機材の供与 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 

C/P (n=11) 2 7 1 1 0 

専門家 (n=6) 1 2 1 2 0 
合計 (n=17) 3 9 2 3 0 

iii) 活動費 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 

C/P (n=11) 0 6 2 2 1 

専門家 (n=6) 0 1 0 5 0 
合計 (n=17) 0 7 2 7 1 

 
（2）日本側からの投入 
  本プロジェクトに対する日本側からの投入は、専門家（日本・ボリビア人）の派遣、機材供与、

C/P の本邦研修の実施、ローカルコストの負担などであり、すべての投入はおおむね計画通りで

あった。中間レビュー時、PRI の飼料分析機器と畜産局の建物内に供与された生乳分析機器が一

部稼働していないことも確認されていたが、その後問題は解決され、本評価調査時には大半の機

材が正常に稼働していた。 
  表４－５に示されるとおり、日本側からの投入の適性度にかかわる事前質問票調査でも C/P、

専門家とも、「高い」あるいは「かなり」とする回答が多かった。 
 

表４－５ 事前質問票調査の結果－日本側からの投入の適性度 

i) 専門家の配置 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 
C/P (n=11) 3 8 0 0 0 

専門家 (n=6) 3 2 0 1 1 

合計 (n=17) 6 10 0 1 1 

ii) 施設・機材の供与 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 
C/P (n=11) 3 6 1 0 1 

専門家 (n=6) 5 1 0 0 0 

合計 (n=17) 8 7 1 0 1 
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iii) 活動費 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 

C/P (n=11) 3 3 0 2 3 

専門家 (n=6) 3 1 0 1 1 
合計 (n=17) 6 4 0 3 4 

 
（3）投入・成果の効率性 
  事業の特性上、本プロジェクについて費用・便益分析を行うことは難しいが、下記の理由から、

一定レベルの経済効率性が期待できる。 
1）プロジェクトで実証・開発される適正技術は、パイロット県のみならず、シンド州全体の畜産

農家に長期にわたり裨益する可能性がある。 
2）プロジェクトで開始された普及サービスを通して、相当な数の農家が家畜管理の知識・技術を

得ることができる。 
3）畜産局職員に対する能力向上研修は、研修参加者のみならず、局全体また畜産農家に将来的に

裨益する可能性がある。 
 

（4）外部条件の影響 
  PDM では、活動が成果に結びつくための外部条件として、「シンド州政府によって、プロジェ

クト資金、C/P その他のプロジェクト要員、車両、インセンティブなどプロジェクトの円滑な実

施に必要な投入が適時に行われる」ということがあげられていた。パキスタン側からの投入は、

特に 2 年次までしばしば遅れたことから、この外部条件は成果の達成に相当影響してきたことが

指摘できる。 
 
４－４ インパクト 

下記のとおり、「中」レベルのインパクトが予測される。 
 
（1）上位目標実現の見込み 
  プロジェクト期間内にプロジェクト目標が実現すれば、「適正技術及び家畜資源の有効活用方法

がシンド州内の農家によって適用される」と設定された上位目標は、プロジェクト終了後に実現

に向かうことが期待される。しかしながら、本プロジェクトの上位目標へのインパクトは、プロ

ジェクトチームが提案している畜産局の組織改編が実行されるかどうかによるところも大きい。

普及組織の恒久的な設置が、州内のより多くの農家に裨益し、上位目標を実現するうえでの前提

条件となるからである。 
  上位目標の達成見込みにかかわる事前質問票調査では、「ある程度」とする回答が多かった（表

４－６）。 
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表４－６ 事前質問票調査の結果－上位目標の達成見込み 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 

C/P (n=11) 2 1 7 1 0 
専門家 (n=6) 0 3 2 0 1 

合計 (n=17) 2 4 9 1 1 

 
（2）受益者の生計へのインパクト・波及効果 
  ４－１で記述したとおり、シンド州の大半の農家にとって、畜産物は重要な栄養源であり、ま

た収入を得る手段となっている。プロジェクトが、州内農家の家畜管理技術の改善を目的として

いることから、広範囲の農家の生計向上に正のインパクトを及ぼす可能性はあるといえる。評価

団は、パイロット県を超えて普及し始めている技術がいくつかあることを確認した。例えば、配

合飼料の給与は、生乳生産を増加させるための重要な技術の一つであるが、民間飼料会社との協

力により実施されたプロジェクト活動の結果、配合飼料を使う農家の数が徐々に増加しているこ

とが報告されている。このように、有望な技術は自然と普及し続け、畜産農家に広範なインパク

トをもたらすことが期待される。 
 
（3）負のインパクト 
  これまでのところ、負のインパクトは特に報告されていない。また、このあとも発生する可能

性は認められない。 
 
４－５ 持続性 
以下の観察・分析から、持続性の見通しは「中」レベルと判断される。 

 
（1）政策・制度・組織面 
  上記４－１で述べたとおり、プロジェクトは中央・州政府の社会・経済政策に沿って実施され

ているので、現在の政策が維持される限り、政策面での持続性は高いと考えられる。 
  一方、現状では畜産局に普及を扱う専門部署はないことから、プロジェクト活動を通して実証

された普及サービスを継続するためには、それを設置することが不可欠である。プロジェクト活

動を通して、裨益者である農家のみならず、畜産局職員もそのようなサービスの重要性を認識す

るようになっていることは、普及組織設置実現に向けた良い兆候といえる。それが実現されれば

組織面での持続性も確かなものとなる。プロジェクトを通して向上し技術及び管理面での能力は、

組織面での持続性を高めるうえで役立つ。 
  表４－７は、プロジェクト成果の制度・組織面での持続性見込みにかかわる事前質問票調査の

結果である。大多数が「ある程度」「低い」あるいはと「わからない」と回答していることから、

持続性の見通しは不確実であるとの認識が高いことが示されている。 
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表４－７ 事前質問票調査の結果－持続性の達成見込み 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 

C/P (n=11) 0 3 2 2 4 
専門家 (n=6) 0 0 1 2 3 

合計 (n=17) 0 3 3 4 7 

 
（2）財政面 
  本プロジェクトの活動経費の多くが、日本側からの予算でまかなわれているが、畜産局として

も州政府の開発予算（PC-I）へ申請を行い C/P 予算を確保する努力をしてきた。評価団は、州政

府がプロジェクトのために総額 2 億 3,490 万ルピーの予算を承認し、2018 年度末までに承認額の

約 50％が実際に使われる予定であるとの情報を入手し、1～2 年目に低かった予算の利用率は、4、
5 年目で大きく改善したことを確認した。もし州政府がこのレベルの予算支出を維持できれば、

財政面の持続性もある程度確保される。しかしながら、PC-I 予算はあくまでもプロジェクト実施

期間中につく有期限資金であり、プロジェクト終了後の財政面の持続性は通常予算として手当て

されることで担保される。この点について、州政府の通常予算は PC-IV で認められる必要がある

ということなので、将来的にはプロジェクトで支援した活動が、PC-IV の提出・承認による恒常

業務として組み込まれれば、財政面における持続性が確保される。通常、プロジェクト終了半年

前からプロジェクト関連活動を PC-IV へ申請することが可能になるということで、評価調査中も

関連する議論が行われたが、現段階ではその実現性を見通すことは難しい。 
  他方、農家レベルでの経済的な持続性は、ある程度確保されることが観察された。評価団が行

ったインタビューでも、研修で学んだ技術を適用することで生乳の生産量が上がったとする農家

が多かった。プロジェクトが普及する技術が、農家の収入増につながることが証明されれば、農

家はプロジェクトや政府の関与がなくともその技術を継続することが予見される。 
 
（3）技術面 
  技術面での持続性は、C/P や普及員の畜産局職員レベルと農家レベルで検証する必要がある。

職員レベルについては、C/P・普及員がプロジェクト活動を通して得る知識や技術は、彼らが畜産

技術者として業務に従事する限り役立つものであるといえる。評価団は、いずれの C/P・普及員

も士気が高く、任務に前向きに取り組んでいることを確認した。この意味で、職員レベルの技術

面における持続性は高いとみられる。 
  また、プロジェクトで支援する技術は小規模畜産農家が家畜管理を長期にわたり改善するのに

役立つことが期待できる。評価団が会った農家の多くは、研修で得た技術を評価していた。した

がって、技術面での持続性もある程度高いことが期待できる。しかしながら、通常、農家の行動

が変容し、新しい技術を採用するのには長い時間が必要であるので、畜産局の継続的な支援が不

可欠であることを指摘できる。 
  プロジェクトで推奨する技術の農家レベルにおける持続性の見込みにかかわる事前質問票調査

（表４－８）では、大多数の回答は「かなり」あるいは「ある程度」であったことが示された。 
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表４－８ 事前質問票調査の結果－技術面の持続性の見込み 

i) C/P や普及チームメンバーが得た技術 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 

C/P (n=11) 3 1 6 0 1 

専門家 (n=6) 1 4 1 0 0 

合計 (n=17) 4 5 7 0 1 

ii) 農家に普及された技術 

回答者 
適正度についての評価 

高い かなり ある程度 低い わからない 

C/P (n=11) 1 2 4 4 0 

専門家 (n=6) 1 3 2 0 0 

合計 (n=17) 2 5 6 4 0 
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第５章 結論と提言 

５－１ 結 論 
合同終了時評価団は、現地視察や政府職員、受益者農家、普及チーム、その他畜産関係者からの聞

き取りなど一連の調査を行い、評価に必要な情報を収集した。プロジェクトの進捗と実績は、評価 5
項目の観点から審査し評価した。この結果、プロジェクトは、協力期間前半の投入の遅れによりプロ

ジェクト全体の進捗が遅れてはいるものの、日本人専門家とシンド州政府 C/P との良好な協力関係に

より、協力期間後半は確実に活動が実施されてきていることが確認された。プロジェクトは、実施プ

ロセスで多くの課題に直面したが、パキスタン、日本双方の関係者の努力によって、これらの課題に

対し、可能な限り柔軟に対応策を施してきた。調査結果から、多くの指標がおおむね達成される見込

みであるものの、一部の指標については協力期間内には測定不能であり、達成できないことが判明し

た。このため、成果とプロジェクト目標の総合的な達成度は 2019 年 2 月のプロジェクト終了時点で、

「中程度からやや高い」レベルになると結論づけた。 
現在、プロジェクトチームが進めているパイロット村における適正技術の活用状況に係る第一回モ

ニタリング報告によれば、研修に参加した農家では多くの適正技術の適用は想定よりも高いレベルで

行われているとの結果が出ている。それ自体は良い兆候であるものの、プロジェクトあるいは畜産局

として、当初プロジェクト計画通り農家による技術の適用状況のモニタリングを継続し、水牛の受

胎・搾乳及び生育サイクルにおいて繰り返し技術が適用されるための助言を行うことは必要である。

なぜなら、新しい技術を習得後、一度は適用するものの継続しない農家も多く、農家が新しい技術を

採用するまでには繰り返し適用し、その効果を実感するための長い時間が必要なためである。 
こうした状況をかんがみ、評価団はシンド州政府/パキスタン政府が改訂 PC-I 予算の延長を承認す

ることを条件に、それが終了となる 2020 年 6 月末までの 16 カ月間、プロジェクト実施期間を延長す

ることを提言する。パイロット県における農家研修（技術普及）と技術適用状況のモニタリング（定

着促進）は、少なくとも水牛の受胎・搾乳の 1～2 サイクルは続けることが重要となるので、畜産局

はモニタリングとフォローアップに焦点を当てた普及活動を延長期間中も継続する必要がある。また、

延長期間の終了までに、普及活動を既存の組織の中に設置する組織改編にかかわる手続きを完了し、

普及活動を本来業務とするよう、畜産局/シンド州政府が PC-IV に基づく恒常予算（非プロジェクト

予算）を確保し、プロジェクト期間終了後も活動が継続されることが求められる。2019 年 2 月以降、

日本人専門家はモニタリングと助言のため四半期に 1 回程度の頻度でシンド州を訪れる予定であり、

畜産局は改訂 PC-1 予算の延長により必要な職員と予算を確保し、延長期間中も主体的にプロジェク

ト活動を継続する必要がある。このような観点から、評価団はプロジェクト成果の持続性を高めるた

めに以下を提言する。 
 
５－２ 提 言 
A. プロジェクトチームに対する提言 
プロジェクト期間中に達成が困難なプロジェクト目標と成果について、延長期間終了までに下記の

とおり達成することを提言する。 
 

（1）成果 1：C/P が小規模農家にとってより使いやすくなるよう適正技術・基礎技術を改良するとと

もに、若手の獣医官（VO）がそれぞれの技術分野で C/P の後継者あるいは協力者となれるよう
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努力すること 
  適正技術・基礎技術は、必要に応じ、常に見直し、改訂あるいは追加していく必要がある。し

たがって、プロジェクトチームは、技術開発と普及のための短期・長期の活動計画を作成し、プ

ロジェクト延長期間も含め、C/P が中心となってこれを実施すべきである。 
  配合飼料や畜舎の開発、クンディ種の品種改良は畜産農家にとって有益であるという点から、

民間企業の堅実な発展のために、関連する畜産局の活動について C/P が継続的にアドバイスを与

えることが必要である。 
 

（2）成果 2：子水牛救済と乾乳水牛のリサイクリングが小規模農家の収入と資産を増加させるため

に経済的に実行可能なモデルとなるよう、更に試行・検証を続けること 
子水牛救済と乾乳水牛のリサイクリングは、現状では小規模農家を直接巻き込むことなく、カ

ラチ及びハイデラバードのキャトルコロニーの商業農家の農場に導入されている。これは、こう

した商業農家にとっても、遺伝的に能力の高い生産的な水牛を保有することの経済的なメリット

が十分あるからにほかならない。 
小規模農家に関連し、プロジェクトでは、①3 カ月齢子水牛救済・シェアリング、②2、3 日齢

子水牛救済・シェアリング、③乾乳水牛の救済・リサイクリング、という三つのモデルが試行さ

れてきた。 
1）モデル③では、市街地近郊のキャトルコロニー周辺の小規模農家への委託飼育（シェアリング）

と組み合わせることで、これらの農家の収入向上に結びつけることが可能となる。さらに、プロ

ジェクトが取り組んでいる、適期の繁殖障害診断・治療を行うことで受胎率が改善し乾乳牛が増

加すれば、小規模農家が伝統的なシェアリング飼育システムを通して利益を得る機会が増加する

ことが期待できる。 
2）モデル①について、子水牛は 3 カ月齢までの集中的な管理が重要であり、プロジェクトとして

は、この期間の適切な飼育方法を確立する努力を続けてきた。この結果、子水牛救済は、3 カ月

齢まで育てるのに必要な経費を他の団体や事業でまかなえる場合には、小規模農家が収入と資産

を増加させるのに役立つ有益な方法であるといえる。 
3）さらに、プロジェクトはモデル②については、NGO HANDS による 3 カ月齢子水牛の小規模

農家への無償配布を支援し始めている。これらのモデルは、子水牛育成にかかる費用を外部の援

助事業によってまかなうことが前提となるが、小規模農家の収入と資産増に貢献することが期待

できる。 
 

  したがって、プロジェクトとしては、子水牛救済にかかわる上記の課題に留意しながら、商業

農家や他の NGO・援助機関等との協力・協働によって、特にモデル①と②が小規模農家にとって

経済的、技術的に実施可能となるよう試行・検証を更に続けることが求められる。 
 

（3）成果 3：普及員の間にみられる理解レベルの差を埋めるため、普及員の知識・経験値を上げる

ような有効な能力開発手法を開発し、普及チームへの研修を継続すること 
普及チームに対して研修参加を義務づけることは、普及員の活動への意欲を高めることに貢献

している。特に、女性普及員にとっては、これまでになく自信をもたせる機会が与えられている。

しかしながら、改訂 PC-I 予算執行の遅れが、プロジェクト前半における普及活動の開始に影響し、
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多くの普及員はいまだ知識・経験が十分にあるとはいえない状況にある。したがって、普及員ら

が自信をもって日常業務に従事できるよう、CBU による実務的な研修や C/P による技術的な指導

を継続することが重要である。 
 

（4）成果 4：畜産局がプロジェクトを適切かつ持続的に計画・実行・モニタリング・フィードバッ

クできるよう、職員に対する事業管理にかかわる能力開発研修を継続すること 
事業管理能力は、畜産局職員が、持続的な畜産開発のために、本プロジェクトのみならず、将

来実施する新規プロジェクトを実施運営管理するための基盤となるものである。 
 

（5）広報活動：成果物として取りまとめられたガイドラインやテキストなどが広く活用されるよう、

プロジェクト期間中・終了後に、畜産局のウェブサイト、プラットフォーム会議、全国レベルの

セミナー、ラジオ・テレビ、ビデオ撮影などによって広報活動を行うこと 
広報活動によって、プロジェクトの重要性が畜産局の内外に広く知れわたることで畜産局の中

での技術開発・普及の優先度が上がるとともに、外部のステークホルダーにプロジェクト活動の

成果を啓発する。 
 

（6）PDM の改訂：プロジェクト目標の指標 1 と上位目標の指標 2 を明確化し、改訂すること 
普及活動の開始が遅れたことで、当初計画では 3 年次から 5 年次に行われる予定だったモニタ

リング活動が、4 年次から行われることになった。モニタリングは、プロジェクトによって導入

された技術の持続的な適用を確かなものにするために効果がある。それらの指標が、水牛の受胎・

泌乳の 1～2 サイクルあとに、農家による技術の定着を期待するレベルとして設定される必要があ

る。よって、プロジェクトチームは、次回の SC までに指標を慎重に改訂し、C/P がプロジェクト

活動をモニタリングし、かつ活動を継続する意欲を高められるようにする。 
 
B. 畜産局に対する提言 
（1）フルタイムの専任 PM 配置についての承認を得ること 

専任 PM のポジションが 2018 年の 3 月以降、空席のままであることは緊急に対応すべき課題で

ある。プロジェクト全体計画に沿って効率的、効果的に活動を実施するうえで、適切な人材を PM
として配置することは不可欠である。 

 
（2）改訂 PC-I 予算が、遅延することなくスムーズに承認・執行されるよう関係機関に働きかけるこ

と 
プロジェクト終了まで、普及・モニタリング・フォローアップ活動を綿密に実施するよう計画

されている。畜産局は、更なる活動の遅延が生じないように、予算執行手続きを進める必要があ

る。 
 

（3）改訂 PC-I の 1 年延長（2 回目の見直し）手続きを 2019 年 3 月までに完了すること及び、PC-IV
による恒常予算の申請手続きを 2020 年 3 月までにパキスタン側の主導で進めること 
プロジェクト活動を途切れなく継続するために遅くとも 2019 年 6 月までに改訂 PC-I の 1 年延

長が承認される必要がある。一方、日本人専門家が延長期間も計画通り赴任するためには、2019
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年 3 月までに延長の決定がなされる必要がある（付属資料１．協議議事録・終了時評価調査報告

書の ANNEX VII 参照）。 
 

（4）プロジェクトにより提案されている畜産局組織改編に対する承認を得ること 
プロジェクトチームによって提案されている畜産局の新体制は以下のとおり。 

1）畜産局が適正技術の普及を組織的に継続できるよう、普及サービスのための部署（directorate）
を創設する（付属資料１．協議議事録・終了時評価調査報告書の ANNEX VIII 参照）。また、現

在、改訂 PC-I 予算によって雇用されている普及員を正職員化すること。 
2）CBU を継続的に職員の能力開発を担当する部署として畜産局の中に位置づけること。 
3）畜産計画・管理部を畜産次官の直属とし、局長への報告能力が高まるよう、職員数を増やすこ

と。 
 

（5）畜産局の組織改編が完了するまで、家畜飼育部や家畜育種部などの既存部署が、普及や育種に

かかわるプロジェクト活動を担当し、活動を継続できるようにすること 
特に、家畜飼育部は、県事務所を管轄していることから、普及活動は県事務所所属の VO や SA

によって継続されることができる。 
 

（6）プロジェクト活動を通して作成支援された SOP やすべてのガイドラインを公式な文書として

通達、実施すること 
こうした成果物は、C/P や VO、普及チームまたは農家によって継続的に活用されることが重要

である。これによって、持続的な農家への技術・知識の移転が可能になる。 
 

（7）リボルビング基金の口座を開設し、プロジェクトで配布した子水牛の販売から生じる売上金を

公式に管理する仕組みを作ること 
1 年次から 2 年次にかけ子水牛救済・シェアリングで各パイロット農家に配布した子水牛 2 頭

は 3 歳齢に達し始めているが、当初の合意通り、2 頭のうち 1 頭が数カ月以内に農家から畜産局

に返却されることになっている。これらの若雌水牛を市場で販売した際の売上金は、リボルビン

グ基金の口座を開設し、適切に預金管理がなされなければならない。このため、プロジェクト/

畜産局は、実際に現金が入る前に適切な規則を作り、売上金が子水牛救済センターの運営に活用

されるように準備を進めておく必要がある。 
 

（8）広報活動 
1）畜産プラットフォーム会議を通して農家をはじめ、大学・民間・政府関係者、他の援助機関な

どの州内のステークホルダーに対して、プロジェクト活動及び成果を広報する活動を畜産局が主

体となって行うこと。上記 A (5)と同様に、プロジェクトの重要性をあらゆるチャンネルをとお

して宣伝する必要がある。 
2）小規模農家の収入と資産を増やすため、上記 A (5)と同様に、広報を通じて、子水牛救済と乾

乳水牛のリサイクリングに関心のある団体・組織をみつけること。 
 
（9）シンド州政府に対し、それらのシステムをビジネスとして運営するために必要となる初期費用
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や子牛育成費に対する投資を支援するための補助金、銀行ローンなどの提供につき、シンド州に

提案すること。 
 
C. 計画開発局（P&D）に対する提言 
州政府の予算にかかわる手続き（改訂 PC-I 予算の延長や PC-IV による恒常予算の申請）は、畜産

局からの要請に応じて、計画開発局（P&D）が承認する仕組みであることから、同局に対して以下

を要望する。 
 
（1）計画に沿って各活動がロジェクトの終了まで実施できるよう、改訂 PC-I 予算の執行を確実に行

うこと 
 

（2）改訂 PC-I 予算の 1 年延長手続きを 2019 年 3 月までに完了すること、及び PC-IV による恒常予

算の申請手続きを 2019 年 12 月まで完了すること 
上記のスケジュールで予算が執行されるよう、同局は優先的に手続きを進める必要がある。 

 
（3）プロジェクト成果の持続性を高めるため、提案されている畜産局組織改編への承認を得ること、

及び改訂 PC-I 予算で雇用されているスタッフを正職員化すること 
 
 
５－３ 教 訓 

プロジェクト活動の持続性を高めるための民間セクターとの協力関係を構築すること 
配合飼料や保定枠のための鉄パイプ、乾燥床のためのコンクリート平板など、プロジェクトに必要

な資材を生産、調達するために民間企業や技術者との協力が不可欠であった。このような協力関係の

構築は、プロジェクトが商品を取得する目的のためだけでなく、農家がそうした原材料を持続的に入

手できるようになるという意味でも重要である。 
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第６章 所 感 

６－１ 技術団員（搾乳衛生）所感 
PSLD のサイトであるシンド州は文化・民族・宗教などが複雑に入組んだ保守的な社会である。我々

日本人には、この厳しい自然環境において人々が家畜に依存する度合いを瞬時には測れないかもしれ

ない。紀元前から乳の消費文化をもちながらも、この地の人々は「神のおぼし召し」として先祖の代

から続く家畜の利用方法を続けてきた。今までに幾多の開発ドナーや NGO の介入があっても彼らの

家畜利用法への効果はなかったようだ。また、シンド州畜産局も養鶏の普及に貢献はあったようだが、

既存の反芻獣の飼養改善・開発という取り組みは最小だったに違いない。畜産行政としては家畜衛生

対策を中心とした展開のみが存在したと思われる。近年は人々から多くを期待される組織ではなかっ

たといっても過言ではない。 
PSLD は水牛と水牛乳の価値を向上させるために適性技術を開発し実証し、ちょっとした飼い方の

改善が水牛の健康と衛生状況を好転させ個体の乳生産量を増やした。保守的な人々に対して実証・展

示により受け入れられた。特に水牛においては哺乳期の損耗率が高いことが指摘されていたが、適正

な初乳の給与、カーフハッチでの衛生的ケア、十分な栄養摂取により損耗率を減少させた成果は大き

い。個体の栄養状態をボディコンディションスコア（BCS）により表し給餌量を増減、泌乳期に応じ

た給餌法、分娩後受胎までの期間の短縮をめざす繁殖機能改善と診断方法、またこれら飼料の栄養成

分を飼料分析により明確にしたことなど、既知の知見を水牛に応用したことのみならず、シンド州の

在来資源に独自の分析を行い正確な指導ができるようになった。 
PSLD で掲げた適性技術は生乳が取引される市場に近いところでは投入の効果が見えやすく受け

入れられやすい。生産に効果的な技術であれば小農、商業農家の隔てなく採用する。他方、市場から

遠い僻地の小規模農家では自家消費のみが可能であるから過剰な投入はし難い。それでも家庭内の栄

養改善に貢献していると好反響がある。 
適正技術を駆使した子水牛救済、乾乳水牛のリサイクルなど従来ならば多くが葬られていた家畜資

源が活用される道を開いたことは直接的に小農を裨益することはないかもしれないが全体としての

資源価値の向上は見込まれる。 
上述の適性技術を普及する体制つくりは着手が遅れた。保守的な社会にあっては急速な技術導入は

ありえないが、各県ともにパイロット農家、中核農家という普及拠点を活かし、農民間の交流促進と

ともに技術移転が起こり得る。PSLD の普及モデルを畜産局の既存の組織の中に落とし込むには更な

る検討と試行錯誤が伴う必要があるだろう。女性の普及員を活用したのは画期的なことであるが、そ

の効果は大きく、広報で取り上げるべきであろう。 
畜産局の組織改編は、今まで顧みられなかった人材育成と活用という視点で推し進められるべきで

あり、CBU が外部リソースを最小限にして畜産局の内部システムとして機能することが重要である。 
PSLD がもつ、他ドナーのプロジェクトとの大きな違いは、その主体者である C/Ps の自信をもっ

た生き生きとした活動展開であろう。彼らをシンド州のリソースとして今後とも活用すべきことは言

うまでもない。また、プロジェクト途中から PC-I で雇用された普及員チームについてもそのモチベ

ーションは高く、PSLD がこのような人材開発を行ったことは意義が大きい。これら人材がプロジェ

クト終了後に活躍の場が与えられることを切に望む。 
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６－２ 団長所感 
今次終了時評価調査については、延長必要性判断もあることから 2018 年度早期の実施を想定して

いたが、パキスタン総選挙、犠牲祭（8 月 22 日）等の影響から開始が 8 月下旬となった。また当初、

評価分析及び搾乳衛生団員が 3 週間、官団員 2 週間の予定が、各々2 週間と実質 1 週間という厳しい

日程での調査となった。しかしながら、プロジェクト側からの質問表回答等の詳細情報の事前提供及

び事前勉強会を踏まえ、また評価分析団員と専門分野団員が中間レビュー調査も実施していたことか

ら、実績や中間レビュー時の提言への対応等主要な確認事項については先行調査の間に積極的に情報

収集・取りまとめいただいたことから、効率的な調査を行うことができた。 
 
（1）技術面 
  プロジェクト中間地点（2016 年 8 月）で実施した中間レビュー時点では、17 名の普及員が雇用

されていたが、改訂 PC-1 が承認されておらず、①普及用車両、バイク、②女性普及員（10 名）、

③フルタイム PM、④C/P 日当等が確保されていなかった。中間レビュー調査時にパキスタン側に

対しては迅速な対応を申し入れを行った結果、その後間もなく改訂 PC-1（パキスタン側予算約 2
億 3,000 万円）が承認、執行された。これにより、普及用車両・バイクの配置、女性普及員の確

保、フルタイム PM の確保、C/P 日当の支払い等が行われ、プロジェクト後半に入ったところで、

当初計画していた体制でのプロジェクト活動へ移行することができる状況となった。 
  今次調査を通じて、その後配置されたフルタイム PM の突然の辞任（2018 年 3 月）以降、次官

の度重なる交代もあり、再配置の手続きが遅れている状況にあったが、その他の車両・バイクの

配置による普及活動の実施、女性普及員による女性農家向けの研修等実質的な普及活動が意識の

高い普及員達によって着実に進められている状況を視察・確認することができた。なお、フルタ

イム PM の再配置については、畜産局内の候補者が今次パキスタン側の評価団員として参加して

いたが、SC での畜産次官（担当次官の休暇のため、前次官が休暇中の 45 日間に限り畜産次官を

兼務することとなった）の回答からは、7 月の総選挙後の新政府の方針により PM については市

場調達（公示）が必要である旨発言があり、翌日（10 月 7 日）の JICA パキスタン東城所長との

合同評価報告書内容承認の SC ミニッツ署名時には、改めて約 45 日のスケジュールで新たに PM
を確保するようプロジェクト関係者に指示を出したことから、今後 10 月中の配置をプロジェクト

専門家チーム及び JICA パキスタン事務所を通じてモニタリングすることとなる。 
なお、今次調査において、次官には表敬時、SC 時、ミニッツ署名時の 3 回会う機会があったが、

プロジェクトの意義を十分に理解しており、必要な手続きや会議について、その場で関係者に指

示を出す等迅速な対応をしていただける次官であった。一方、先の総選挙後の新政権体制構築の

ため、現在の次官の任期が短いことが予想されることからは、すでに専門家チームが調整を進め

ているが、次官交代後のプロジェクト活動への負の影響を最小限に抑えるために、同兼務が外れ

る前に再度 SC を開催し、終了時評価調査で提言として残した事項への対応について同（前）畜

産次官と確認しておくことが重要である。 
 
（2）終了時評価調査概要 
  なお、今次評価において、中間レビュー以降はいずれの成果に向けた活動も効率化が図られ、

（成果 1）農民が適用可能な適正技術（50）のほか、獣医師（VO）及び準獣医師（SA）を通じて

普及すべき有用基礎技術（32）の実証に取り組み、関連するガイドライン・テキスト等を作成し、
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（成果 2）小規模農家に裨益する子水牛救済・乾乳水牛救済システム構築のための試行活動を実

施、（成果 3）男性・女性の普及員による普及活動を効果的に展開のうえ、（成果 4）畜産局内に能

力開発ユニット（CBU）を新たに設置のうえ、本プロジェクト管理に加え、今後畜産セクター開

発に必要となる各種事業の計画、実施、評価を行うために畜産局関係者の能力強化研修を CBU
主導で計画・実施できるように取り組んできた。さらに、持続性を高めるために、普及業務につ

いては新たに畜産局の本来業務化に向けた専門部局の設置を含む組織改編、及び地方事務所配属

の VO/SA も含めた普及チームの立ち上げについて前次官の承認を取りつけている。 
  プロジェクト目標「畜産に携わる農家の収入と資産の増大のための基盤をパイロット県におい

て構築する」の達成状況に関しては、中間レビュー後に改訂した PDM では、指標（2～5）に関

してはおおむね達成あるいは達成見込みであるものの、（指標 1）「ターゲットグループ（パイロ

ット農家を除く）のうち、日常的に適正技術のＡランク技術を使っている農家の数が、村での普

及活動開始後 1 年間で 10％、2 年間で 20％増加している」については、本プロジェクトで目標と

している普及農家 3，000 人に対する 2 年間のモニタリングはプロジェクト期間中には完了できな

い状況となっている。一方で、技術の定着に関し、研修受講後の適用率は一定程度見込まれる場

合でも、水牛の受胎・搾乳サイクルを繰り返す際に継続して適用するためには、プロジェクトに

よるモニタリング・フォローアップが重要であり、同モニタリング・フォローアップを確実に行

うことにより、技術を定着させることが重要であることから、C/P 予算（改訂 PC-Ⅰ）の 1 年延

長を条件に 2020 年 6 月までのプロジェクト期間延長を提言するに至った。 
  SC の場において、計画開発局（P&D）担当者の発言では、活動内容や必要予算に変更がなく期

間のみの延長であれば十分に可能な感触であったことからは、畜産局が確実に改訂 PC-Ⅰ延長の

承認を取り付けたうえで、2020 年 6 月までの延長期間は、本プロジェクトの持続性確保のために

必要な期間として、畜産局が主体的に活動を展開し、プロジェクト終了後の畜産局関係者による

自立的活動継続を確立するための組織体制整備、能力強化、及びプロジェクト終了後の恒常予算

確保に必要となる PC-Ⅳ（プロジェクト完了報告書）を作成のうえ、恒常予算承認に向けて取り

組むことが必要となる。日本人専門家は原則モニタリングと必要に応じて各種助言を行うことに

なる。 
 
（3）個別事項 

1）小規模農家の収入と資産増大のための乾乳水牛救済・リサイクリングシステムについて 
  本プロジェクトではいかにして小規模農家の収入向上・資産増大につなげられるシステムを構

築するかが課題となるが、今次調査においてプロジェクトの介入により、キャトルコロニーでの

繁殖障害が改善されつつあり、その結果キャトルコロニーの商業農家自身が、特に生乳生産能力

の高い水牛に関しては、１腹搾り方式で淘汰するのではなく、継続して受胎・飼育する割合が増

加している状況が確認された。ついては、プロジェクトが、それらの商業農家と小規模農家とを

効果的に繋げることにより、乾乳水牛リサイクリングが小規模農家による妊娠牛の飼育受託によ

る収入向上につながるシステムとして実証・確立されることを期待したい。 
2）小規模農家の収入と資産増大のための子水牛救済・シェアリングシステムについて 

  今次調査において、プロジェクトの介入により、子水牛の 3 カ月齢までの適切な飼育が重要で

あり、4 カ月齢以降は病気等への抵抗力が高まることが判明したが、併せて 3 カ月齢までの飼育

には相応の初期費用（Rs 3 万程度）が必要となることが明らかとなった。同モデルが小規模農



 

－43－ 

家の資産増大に貢献するためには、本システムをビジネスとして運営するために必要となる初期

費用や仔牛育成費用に対する投資を支援するための補助金、銀行貸付などの提供が必要となる。

調査団としては畜産局に対し、それら資金支援につきシンド州政府に提案することを提言として

いるが、プロジェクトには、JICA 事務所と連携のうえ、関連融資機関への働きかけもお願いし

たい。また、NGO（HANDS）が、ドナー資金による事業として、2・3 日齢子水牛をプロジェク

トが確立した飼育方法により 3 カ月齢までの育成を行ったうえで、小規模農家への無償配布を行

っており、小規模農家の収入と資産増に貢献する一つのモデルといえることからは、プロジェク

トには本システムを活用する更なる NGO や援助機関の協力・協働も期待したい。 
3）その他（C/P 予算制度、灌漑整備等） 

  パキスタンでの技術協力については、PC-Ⅰ（C/P 予算）の承認、配分、執行各々に手続きが

あり時間を要するものの、一度承認されると、必要な人員の傭上、車両やバイク等の購入予算も

認められ、活動に必要な日当・燃料費が手当てされ、普及活動等が確実に実施できる状況となる。

他国の場合には、普及員は雇用されていても、実際には移動手段・燃料・日当手当がなく、現場

活動ができない状況が多いことからは、パキスタンのプロジェクトの場合には、時限的となる可

能性はあるものの、プロジェクト期間中の活動実施、及び同活動実施による関係者の能力強化は

確実に行えることを改めて認識した。また、パキスタンはアジア最大の灌漑農業国といわれてお

り、今次調査においても、灌漑用水路を多く見かけ、シンド州では乾期においても灌漑農業によ

り水牛の餌となる青草等がある程度確保できることから、小規模農家による家畜所有を支えてい

る点についても納得することができた。 
  最後に、業務実施型（コンサルタントチームによるシャトル型派遣）で事業を行うプロジェク

トでは、PD、PM 含めた C/P 関係者と専門家チームとの信頼関係構築が鍵となるが、本プロジェ

クトにおいては、プロジェクトチーフアドバイザーと畜産次官との関係構築をはじめ、畜産局

C/P、普及員等の多くのプロジェクト関係者と良好な関係を構築して活動を進めていることを今

次調査にて確認することができたことも併せて報告したい。 
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３．評価グリッド 
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）
に

比
べ

て
2
5
％

以
上

増
加

す
る

。
2
) 

ﾊ
ﾟｲ

ﾛ
ｯ
ﾄ農

家
が

飼
養

す
る

牛
・
水

牛
の

平
均

増
体

重
が

一
般

農
家

の
平

均
（
2
5
0
g/

日
）
に

比
べ

て
1
0
%
以

上
増

加
す

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か

ﾊ
ﾟｲ

ﾛ
ｯ
ﾄ農

家
に

お
け

る
乳

量
、

増
体

重
の

記
録

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

・
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄや
農

家
へ

の
ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

指
標

1
-
2
「
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄが
、

適
正

技
術

ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
の

内
容

（
技

術
、

手
法

）
を

理
解

し
、

普
及

員
や

職
員

を
指

導
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
担

当
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄに
よ

る
技

術
ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
の

習
得

ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ

（
理

解
度

）
と

活
用

状
況

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

・
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ、
普

及
員

へ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

指
標

2
-
1
「
子

水
牛

の
救

済
技

術
が

確
立

し
、

子
水

牛
救

済
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

の
子

水
牛

の
3
カ

月
齢

生
存

率
が

9
0
％

以
上

と
な

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
子

水
牛

救
済

ｾ
ﾝ
ﾀｰ

の
子

水
牛

の
3
カ

月
齢

生
存

率
ﾃ
ﾞｰ

ﾀ

指
標

2
-
2
「
救

済
さ

れ
た

子
水

牛
を

農
家

に
渡

し
飼

育
す

る
仕

組
み

が
経

済
的

に
実

行
可

能
と

な
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
経

済
的

に
実

行
可

能
性

が
実

証
さ

れ
た

、
救

済
子

水
牛

を
農

家
に

渡
す

仕
組

み
の

事
例

指
標

2
-
3
「
繁

殖
技

術
の

改
善

に
よ

り
、

乾
乳

水
牛

の
救

済
事

例
が

確
認

さ
れ

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
乾

乳
水

牛
の

救
済

事
例

指
標

2
-
4
「
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄが
、

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄで

作
成

す
る

家
畜

資
源

有
効

活
用

ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
の

内
容

（
技

術
、

手
法

）
を

理
解

し
、

官
・
民

の
畜

産
ｽ

ﾃ
ｰ
ｸ
ﾎ

ﾙ
ﾀﾞ

ｰ
に

対
し

家
畜

資
源

の
有

効
活

用
を

推
進

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
担

当
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄに
よ

る
、

家
畜

資
源

有
効

活
用

ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
の

習
得

ﾚ
ﾍ
ﾞﾙ

（
理

解
度

）
と

活
用

状
況

指
標

3
-
1
「
畜

産
局

の
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ、
ﾏ
ｽ

ﾀｰ
ﾄﾚ

ｰ
ﾅ
ｰ
と

普
及

員
が

普
及

計
画

と
ﾏ
ﾃ
ﾘｱ

ﾙ
の

内
容

を
理

解
し

、
農

家
を

指
導

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
畜

産
局

の
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ、
ﾏ
ｽ

ﾀｰ
ﾄﾚ

ｰ
ﾅ
ｰ
と

普
及

員
に

よ
る

、
普

及
計

画
と

ﾏ
ﾃ
ﾘｱ

ﾙ
に

対
す

る
理

解
度

と
活

用
状

況

指
標

3
-
2
「
普

及
員

か
ら

農
家

、
あ

る
い

は
農

家
間

で
約

3
,0

0
0
人

（
男

性
2
,0

0
0
人

、
女

性
1
,0

0
0
人

）
に

適
正

技
術

が
伝

わ
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
適

正
技

術
が

伝
わ

っ
た

農
家

数
の

推
移

指
標

3
-
3
「
農

家
間

普
及

の
効

果
的

な
手

法
が

示
さ

れ
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
提

示
さ

れ
た

農
家

間
普

及
の

効
果

的
な

手
法

指
標

4
-
1
「
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

年
次

計
画

が
、

畜
産

局
主

導
で

作
成

さ
れ

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
畜

産
局

主
導

で
作

成
さ

れ
た

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

年
次

計
画

作
成

さ
れ

た
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

年
次

計
画

書
、

専
門

家
・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄや
関

係
者

へ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

評
価

の
視

点
・
項

目

日
本

側
の

投
入

実
績

ﾊ
ﾟ国

側
の

投
入

実
績

成
果

1
 「

パ
イ

ロ
ッ

ト
農

家
に

お
け

る
実

証
を

通
じ

て
畜

産
開

発
の

 適
正

技
術

と
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
手

法
が

開
発

さ
れ

る
。

」
の

達
成

度

投
入

実
績

（
実

績
の

記
載

の
み

）

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

・
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄや
官

・
民

の
畜

産
ｽ

ﾃ
ｰ
ｸ
ﾎ

ﾙ
ﾀﾞ

ｰ
へ

の
ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

成
果

3
 「

 開
発

、
実

証
さ

れ
た

適
正

技
術

、
仕

組
み

が
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
配

慮
し

つ
つ

パ
イ

ロ
ッ

ト
県

内
の

農
家

に
伝

え
ら

れ
る

。
」

の
達

成
度

成
果

2
 「

家
畜

資
源

を
有

効
活

用
す

る
仕

組
み

が
実

証
さ

れ
る

。
」
の

達
成

度

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

・
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ、
普

及
員

や
研

修
参

加
農

家
へ

の
ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
の

達
成

状
況
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指

標
4
-
2
「
月

次
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ結

果
が

、
畜

産
局

県
事

務
所

に
よ

っ
て

報
告

さ
れ

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
畜

産
局

県
事

務
所

主
導

で
作

成
さ

れ
た

月
次

ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ結

果
作

成
さ

れ
た

月
次

ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
門

家
・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄや
関

係
者

へ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

指
標

4
-
3
「
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

年
次

評
価

報
告

が
、

畜
産

局
主

導
で

作
成

さ
れ

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
畜

産
局

主
導

で
作

成
さ

れ
た

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

年
次

評
価

報
告

作
成

さ
れ

た
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

年
次

評
価

報
告

書
、

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄや
関

係
者

へ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

指
標

4
-
4
「
畜

産
開

発
ﾌ
ﾟﾗ

ｯ
ﾄﾌ

ｫ
ｰ
ﾑ

が
、

畜
産

局
主

導
で

定
期

的
に

開
催

さ
れ

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
畜

産
開

発
ﾌ
ﾟﾗ

ｯ
ﾄﾌ

ｫ
ｰ
ﾑ

開
催

の
記

録
畜

産
開

発
ﾌ
ﾟﾗ

ｯ
ﾄﾌ

ｫ
ｰ
ﾑ

会
議

議
事

録

指
標

4
-
5
「
S
ta

n
da

rd
 O

pe
ra

ti
o
n
 P

ro
c
e
du

re
s（

S
O

P
）
が

発
令

さ
れ

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄで

支
援

し
た

ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
や

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ

に
関

わ
る

S
O

P
発

令
さ

れ
た

S
O

P

指
標

1
「
ﾀｰ

ｹ
ﾞｯ

ﾄ･
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ（

ﾊ
ﾟｲ

ﾛ
ｯ
ﾄ農

家
を

除
く
）
の

う
ち

、
日

常
的

に
適

正
技

術
を

使
っ

て
い

る
農

家
の

数
が

、
村

で
の

普
及

活
動

開
始

後
1
年

間
で

1
0
％

、
2
年

間
で

2
0
％

増
加

し
て

い
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
日

常
的

に
適

正
技

術
（
「
適

正
技

術
開

発
ﾁ
ｪｯ

ｸ
ﾘｽ

ﾄ」
で

示
さ

れ
た

“
A
”
ﾗ
ﾝ

ｸ
技

術
）
を

使
っ

て
い

る
農

家
数

の
推

移
「
適

正
技

術
開

発
ﾁ
ｪｯ

ｸ
ﾘｽ

ﾄ」
に

よ
る

ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ結

果
、

農
家

へ
の

ｲ
ﾝ
ﾀ

ﾋ
ﾞｭ

ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ、

農
場

視
察

指
標

2
「
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄで

作
成

し
た

各
種

ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
が

畜
産

局
に

よ
り

公
式

に
認

め
ら

れ
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
畜

産
局

に
よ

る
ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
の

認
定

状
況

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

、
畜

産
局

政
策

担
当

者
へ

の
ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

指
標

3
「
州

内
の

畜
産

ｽ
ﾃ
ｰ
ｸ
ﾎ

ﾙ
ﾀﾞ

ｰ
が

子
水

牛
と

乾
乳

水
牛

救
済

技
術

・
方

法
を

採
用

し
た

事
例

が
数

件
確

認
さ

れ
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
畜

産
ｽ

ﾃ
ｰ
ｸ
ﾎ

ﾙ
ﾀﾞ

ｰ
に

よ
る

子
水

牛
と

乾
乳

水
牛

救
済

技
術

・
方

法
の

採
用

状
況

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

・
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄや
畜

産
ｽ

ﾃ
ｰ
ｸ
ﾎ

ﾙ
ﾀﾞ

ｰ
へ

の
ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

指
標

4
「
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄで

作
成

し
た

各
種

ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
に

沿
っ

て
、

ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ、
ﾊ

ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ県

内
の

普
及

員
や

そ
の

他
の

畜
産

局
職

員
が

農
家

を
支

援
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ、
ﾊ

ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ県

内
の

普
及

員
や

そ
の

他
の

畜
産

局
職

員
に

よ
る

普
及

活
動

の
実

態
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

・
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ、
普

及
員

や
研

修
参

加
農

家
へ

の
ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

指
標

5
「
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄで

作
成

す
る

技
術

ｶ
ﾞｲ

ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
や

普
及

ﾏ
ﾃ
ﾘｱ

ﾙ
・
計

画
な

ど
が

畜
産

局
全

体
で

適
用

さ
れ

る
た

め
の

S
O

P
が

実
行

さ
れ

る
。

」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
畜

産
局

全
体

で
実

効
さ

れ
て

い
る

S
O

P
作

成
さ

れ
た

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

年
次

評
価

報
告

書
、

専
門

家
・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄや
関

係
者

へ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

指
標

1
「
対

象
県

の
3
,0

0
0
以

上
の

農
家

と
、

対
象

県
外

の
8
0
0
以

上
の

農
家

に
適

正
技

術
が

伝
わ

る
。

」
の

実
現

見
込

み
は

ど
の

程
度

か
日

常
的

に
適

正
技

術
を

使
っ

て
い

る
農

家
数

（
対

象
県

と
そ

の
他

の
県

）
推

移

指
標

2
「
上

記
農

家
の

う
ち

、
日

常
的

に
適

正
技

術
を

使
っ

て
い

る
農

家
の

数
が

、
村

で
の

普
及

活
動

開
始

後
1
年

間
で

1
0
％

、
2
年

間
で

2
0
％

増
加

し
て

い
る

。
」
の

実
現

見
込

み
は

ど
の

程
度

か
日

常
的

に
適

正
技

術
（
「
適

正
技

術
開

発
ﾁ
ｪｯ

ｸ
ﾘｽ

ﾄ」
で

示
さ

れ
た

“
A
”
ﾗ
ﾝ

ｸ
技

術
）
を

使
っ

て
い

る
農

家
数

の
推

移

指
標

3
「
州

内
の

畜
産

ｽ
ﾃ
ｰ
ｸ
ﾎ

ﾙ
ﾀﾞ

ｰ
が

子
水

牛
と

乾
乳

水
牛

救
済

技
術

・
方

法
を

採
用

し
た

事
例

が
さ

ら
に

数
件

確
認

さ
れ

る
。

」
の

実
現

見
込

み
は

ど
の

程
度

か
子

水
牛

と
乾

乳
水

牛
救

済
技

術
・
方

法
を

採
用

し
た

州
内

の
畜

産
ｽ

ﾃ
ｰ
ｸ

ﾎ
ﾙ

ﾀﾞ
ｰ
の

事
例

(2
)実

施
プ

ロ
セ

ス

評
価

設
問

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
・
収

集
方

法

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ活

動
の

ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞは

、
日

・
ﾊ

ﾟ両
ｻ

ｲ
ﾄﾞ

に
よ

っ
て

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

P
D

M
・
P
O

の
軌

道
修

正
は

適
切

に
行

わ
れ

た
か

日
本

人
専

門
家

と
ﾊ

ﾟ国
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ間
で

日
常

的
な

ｺﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

・
情

報
共

有
は

、
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か

定
期

会
議

、
運

営
調

整
員

会
は

開
催

さ
れ

、
課

題
解

決
の

た
め

に
機

能
し

て
い

る
か

J
IC

A
（
本

部
・
在

外
事

務
所

）
と

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ間

の
ｺﾐ

ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

は
良

好
に

行
わ

れ
て

い
る

か
専

門
家

・
J
IC

A
事

務
所

職
員

の
意

見

実
施

機
関

の
ｵ

ｰ
ﾅ
ｰ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ

ﾊ
ﾟ国

側
実

施
機

関
責

任
者

、
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄの
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ活

動
へ

の
参

加
は

十
分

あ
る

か
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄの
意

見

ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ体

制

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ目

標
「
畜

産
に

携
わ

る
農

家
の

収
入

と
資

産
（
as

se
ts

）
の

増
大

の
た

め
の

基
盤

（
適

正
技

術
開

発
・
普

及
体

制
整

備
・

実
施

機
関

の
体

制
強

化
・
関

係
者

の
能

力
向

上
）
を

ﾊ
ﾟｲ

ﾛ
ｯ
ﾄ県

に
お

い
て

構
築

す
る

。
」
の

達
成

見
込

み

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

上
位

目
標

「
適

正
技

術
お

よ
び

家
畜

資
源

の
有

効
活

用
方

法
が

ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
内

の
農

家
に

よ
っ

て
適

用
さ

れ
る

。
」
の

達
成

見
込

み

評
価

の
視

点
・
項

目

実
施

プ
ロ

セ
ス

畜
産

局
に

よ
る

畜
産

農
家

ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

ﾐｰ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ議

事
録

、
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

・
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ・
J
IC

A
担

当
者

へ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄの
意

見

成
果

4
「
畜

産
局

の
事

業
運

営
、

管
理

、
調

整
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

」
の

達
成

度
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ﾊ
ﾟ国

・
ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
政

府
に

よ
る

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ活

動
予

算
の

手
当

は
十

分
な

さ
れ

て
い

る
か

ﾊ
ﾟ国

実
施

機
関

の
予

算
と

投
入

実
績

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄの
意

見
ﾊ

ﾟ国
実

施
機

関
の

予
算

書
、

専
門

家
・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄへ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

他
の

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄと

の
連

携
他

の
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄと

の
連

携
は

あ
る

か

実
施

機
関

の
組

織
改

編
、

人
事

異
動

（
責

任
者

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ）
が

あ
っ

た
か

、
あ

っ
た

場
合

、
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

進
捗

に
ど

う
影

響
し

た
か

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

実
施

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

で
生

じ
て

い
る

問
題

や
、

効
果

発
現

に
影

響
を

与
え

た
阻

害
要

因
は

あ
る

か

(3
)５

項
目

評
価

評
価

設
問

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
・
収

集
方

法

協
力

内
容

（
3
つ

の
ﾊ

ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ･

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄを

含
む

）
は

、
ﾊ

ﾟ国
・
ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
政

府
の

ﾆ
ｰ
ｽ

ﾞと
合

致
し

て
い

る
か

ﾊ
ﾟ国

・
ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
政

府
の

開
発

計
画

・
農

業
・
畜

産
政

策
文

書
、

政
策

担
当

者
・
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄの
意

見
関

連
す

る
開

発
計

画
書

、
政

策
担

当
者

・
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄへ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

協
力

内
容

は
対

象
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ（

対
象

地
域

の
住

民
）
の

ﾆ
ｰ
ｽ

ﾞに
合

致
し

て
い

る
か

対
象

地
域

の
受

益
者

（
農

民
）
の

意
見

農
民

へ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
､ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄが

設
定

し
た

目
標

は
、

ﾊ
ﾟ国

・
ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
の

開
発

計
画

や
な

ど
と

の
整

合
性

が
あ

り
、

優
先

度
が

高
い

か
ﾊ

ﾟ国
・
ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
政

府
の

開
発

計
画

・
農

業
・
畜

産
政

策
文

書
、

政
策

担
当

者
・
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄの
意

見
関

連
す

る
開

発
計

画
書

、
政

策
担

当
者

・
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄへ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

日
本

の
ﾊ

ﾟ国
（
ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
）
に

対
す

る
援

助
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

対
ﾊ

ﾟ国
国

別
援

助
計

画
、

J
IC

A
事

業
実

施
計

画
、

外
務

省
・
J
IC

A
担

当
者

の
意

見
国

別
援

助
方

針
・
事

業
実

施
計

画
者

、
外

務
省

・
J
IC

A
担

当
者

へ
の

ｲ
ﾝ

ﾀﾋ
ﾞｭ

ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ・

ｱ
ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ
（
適

正
技

術
の

開
発

、
普

及
支

援
、

畜
産

局
の

能
力

開
発

）
は

、
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ実

施
戦

略
と

し
て

適
切

だ
っ

た
か

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

対
象

地
域

の
選

定
は

、
ﾊ

ﾟ国
・
ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
政

府
の

開
発

戦
略

に
照

ら
し

て
適

切
だ

っ
た

か

ﾀｰ
ｹ
ﾞｯ

ﾄｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ（

対
象

地
域

の
農

民
）
の

絞
り

込
み

は
、

ﾊ
ﾟ国

・
ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
政

府
の

開
発

戦
略

に
照

ら
し

て
適

切
に

行
わ

れ
た

か

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
っ

た
か

（
終

了
技

ﾌ
ﾟﾛ

、
そ

の
他

、
我

が
国

の
経

験
・
ﾉｳ

ﾊ
ｳ
が

活
か

せ
た

か
）

専
門

家
・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ・
J
IC

A
担

当
者

の
意

見
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ・
J
IC

A
担

当
者

へ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

支
援

に
よ

り
「
ﾊ

ﾟｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ県

に
お

け
る

畜
産

に
携

わ
る

農
家

の
収

入
と

資
産

増
大

の
た

め
の

基
盤

構
築

」
が

実
現

さ
れ

る
見

込
み

は
高

い
か

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

4
つ

の
成

果
（
ｱ
ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ）

は
、

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ目

標
の

達
成

に
貢

献
し

て
い

る
か

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ以

外
に

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ目

標
達

成
に

貢
献

し
た

要
因

は
あ

る
か

成
果

（
ｱ
ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ）

か
ら

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
の

影
響

は
あ

る
か

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ目

標
達

成
を

阻
害

す
る

、
予

期
せ

ぬ
要

因
は

あ
る

か

活
動

の
貢

献
成

果
（
ｱ
ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ）

を
達

成
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
が

計
画

さ
れ

、
ﾀｲ

ﾐﾝ
ｸ
ﾞよ

く
実

施
さ

れ
て

い
る

か

専
門

家
の

専
門

性
、

資
質

、
派

遣
人

数
、

日
数

、
ﾀｲ

ﾐﾝ
ｸ
ﾞは

適
切

か

評
価

の
視

点
・
項

目

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

必
要

性
・
優

先
度

・
政

策
と

の
整

合
性

手
段

・
ﾀ
ｰ
ｹ
ﾞｯ

ﾄ･
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ選

定
の

適
切

性

有
効

性

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ目

標
の

達
成

見
込

み

外
部

要
因

の
影

響

妥
当

性

妥
当

性

実
施

ﾌ
ﾟﾛ

ｾ
ｽ

に
お

け
る

留
意

点
・

阻
害

要
因

専
門

家
・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄの
意

見
、

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ活

動
の

記
録

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

・
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄへ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

関
連

す
る

開
発

計
画

書
、

政
策

担
当

者
・
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄへ
の

ｲ
ﾝ
ﾀﾋ

ﾞｭ
ｰ
･ｱ

ﾝ
ｹ
ｰ
ﾄ

ﾊ
ﾟ国

・
ｼ
ﾝ
ﾄﾞ

州
政

府
開

発
計

画
政

策
文

書
、

政
策

担
当

者
・
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ

ﾀｰ
ﾊ

ﾟｰ
ﾄの

意
見

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄの

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄの
意

見
ﾐｰ

ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ議

事
録

、
ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄ進

捗
報

告
書

・
ﾓ
ﾆ
ﾀﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ報

告
書

、
専

門
家

・
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾀｰ

ﾊ
ﾟｰ

ﾄ、
他

ﾄﾞ
ﾅ
ｰ
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議事録 

日時： 2018 年 8 月 31 日（金） 11：00 ～ 11：45 

件名： パキスタン国シンド州畜産案件 終了時評価 次官表敬 

 所属 役職 氏名 
シンド州 Government of Sindh,  

Livestock & Fisheries Department 
Animal Breeding Sindh, Hyderabad 
Poultry Sindh, Karachi 

Secretary (acting) 
 
Executive Director 
 
Executive Director 

Sohail Akbar Shah 
Jamil Ahmed 
Shaikh 
Dr. Abdul Qadir 
Junejo 

プロジェクト

チーム 
かいはつマネジメント・コンサルテ

ィング 
熱帯畜産コンサルタント 
 

コンサルタント 
コンサルタント 
コンサルタント 
コンサルタント 
General Coordinator 

岡部 寛 
川本 美歌 
原  典子 
富永 秀雄 
Ghulam Sarwar 
Shaikh 

当方 A&M コンサルタント 
JICA  
JICA 農村開発部農業・農村開発第一

グループ第一チーム 
JICA パキスタン事務所 
 
 
 

コンサルタント 
短期専門家（搾乳衛生） 
課長 
調査役 
National Staff 
所員 
OJT 

鈴木 篤志 
要田 正治 
平   知子 
東郷 知沙 
Amir Bukhari 
氏家 十穂 
石立 郁美 

場所：シンド州畜産局（パキスタン、カラチ） 

 
8 月 31 日にパキスタン国シンド州畜産プロジェクト終了時評価に際し、畜産局代理次官を表敬訪

問。概要は以下のとおり。 
 
1. 終了時評価の目的やメンバー等の説明 

平課長より今回の終了時評価の目的やメンバー等の説明。詳細は、「Outline of Terminal Evaluation 
Study on The project on Sustainable Livestock Development for Rural Sindh」を参照。 

 
2. 現時点での 2 つの懸念点の共有 

平課長より、現時点の懸念としてカウンターパート（C/P）の継続雇用と予算の問題を先方に説

明。主な、質疑応答・議論の内容は以下のとおり。 
（平課長）  

・ プロジェクト終了後の C/P の継続雇用は可能か。 
・ PC-Ⅳの承認可能性は如何。 
（先方） 

・ 機構の改変に関しては、機構内で再度進捗状況を確認する。Chief Secretary には本日中に確認

をとる所存。 

４．面談議事録 
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・ 本案件の持続可能性に関してだが、予算の確保には時間を要する。したがって、代替案を考

える必要性あり。 

・ 9 月 6 日の 10 時から、ハイデラバードにて１時間程度面会の機会をもつことは可能。 
 
3. PC-Ⅳに関して 

平課長より、案件の延長可能性と終了後の予算配分に関して、先方側に質問。主な質疑応答・

議論の内容は以下のとおり。 
（平課長） 

・ PC-Ⅰの延長の可能性は如何。 
・ 現時点では、今後に関して 2 案あると考えている。第一に、PC-Ⅰを延長し、その後に PC-Ⅳ

を提出する案だ。第二に、PC-Ⅰを出さずに、PC-Ⅳのみ提出する案だ。 
（先方） 

・ 上記 3 点に関しては、PND と議論が必要。PND の方針に従うことが重要。 
 
4. その他 

（先方） 

・ シンド州の森林セクターも JICA に支援してもらえないか。 
 

以 上 
 

日時： 2018 年 8 月 31 日（月） 16：10 ～ 18：00 

件名： Master Agro Industries  

主な参加者 所属 役職 氏名 

先方 Master Agro industries  Director Muhammad 
Arshad 

評価団 A&M コンサルタント 
JICA  
 
JICA 農村開発部農業・農村開発第一

グループ第一チーム 
JICA パキスタン事務所 
 
 
 
 

コンサルタント 
短期専門家（搾乳衛生） 
課長 
調査役 
National Staff 
所員 
OJT 

鈴木 篤志 
要田 正治 
 
平   知子 
東郷 知沙 
Amir Bukhari 
氏家 十穂 
石立 郁美 

（詳細な参加者は、参加者一覧を参照。） 

場所：往訪・来訪・会議（Master Agro Industries） 

 
8 月 31 日にパキスタン国シンド州畜産プロジェクト終了時評価に際し、プロジェクトと共同で開

発されたフォーミュラ・フィードを販売しているMaster Agro Industriesを訪問。概要は以下のとおり。 
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1. 終了時評価の目的やメンバー等の説明 
（当方） 

・ フォーミュラ・フィードの販売状況は如何。 
（先方） 

・ 売り上げに占める大規模畜産の餌の割合が 1％から 25％へ増加した。 
・ パンジャブ州へもフォーミュラ・フィードの輸出を開始。 
・ ただし、ウシは味覚が発達していており、コストがかかるため利益は少ない。 
・ 餌の配合などを富永コンサルタントと相談のうえ、自社ファームでも更に研究している。ま

た、自社研究所で定期的に品質を管理している。 

・ フォーミュラ・フィードのうち 90％が乳牛用、10％がファットニング用だ。 
・ プロジェクトでサンプルを使用した畜産農家が、直接弊社にフォーミュラ・フィードを買い

にくる例もある。 

・ 現時点では、特別な PR 活動を行っているわけではない。 
・ ウシ/水牛の餌の分野では他社の参入が遅れており、企業間での競争はほとんどない。 
（プロジェクトチーム） 

・ 販売価格は、当初 37 ルピー/kg だったが、フォーミュラの配合によって販売価格は変化。 
（当方） 

・ 遠隔地での販売状況は如何。 
（先方） 

・ 遠隔地での販売は、ウシの所有数が少なく、コスト・パフォーマンスがよくない。したがっ

て、販売店を設けるのではなく、各地域の代理販売者（distributors）が弊社に往来し、フォー

ミュラ・フィードを買っているのが現状。 
（当方） 

・ プロジェクト終了後もフォーミュラ・フィードの販売を続けていく意向か。 
（先方） 

・ すでにフォーミュラ・フィードの配合方法も習得しており、今後も販売を続けていく意向。 
（当方） 

・ フォーミュラ・フィードの内容物のうち、輸入品の占める割合は如何。 
（先方） 

・ 10％が輸入品で、90％はローカルのものを使用している。例えば、大豆はアメリカやブラジ

ルから輸入している。 
（当方） 

・ フォーミュラ・フィードの外袋に JICA のロゴは使用されているか。 
・ フォーミュラ・フィードの配合割合をウェブサイトの記載することは可能か。 
（先方） 

・ JICA ロゴは、フォーミュラ・フィードに一切使われていない。 
・ 内容物の配合割合は、外袋に記載されている。したがって、弊社だけでなく他者もこのフォ

ーミュラを使って、フォーミュラ・フィードの製造が可能。 

・ 配合割合は、ウェブサイトの記載可能。 
以 上 
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Title Preliminary discussion on the results of terminal evaluation  

Date / Time 3 September 2018, 10:20 – 12:00 

Place Indus Hotel, Hyderabad 

Participants See the attached Participants List 

Agenda To share the result of the terminal evaluation and discuss main issues 

Attachment 1. Participant List 

 
1. Recitation from Holy Quran 
 
2. Introduction of the Participants 
 
3. Explanation of the Meeting Purpose / Terminal Evaluation 

Mr. Hiroshi Okabe, Team Leader, JICA Project Team, explained the background of the terminal 
evaluation mission. He explained that the purpose of the meeting is to listen the recommendations and 
suggestions from the evaluation team and discuss what we can do to tackle with these recommendations. 
The proceedings of the discussion will be reflected in the evaluation final minutes to be concluded with the 
Secretary Livestock on 6 Sep. He requested the participants to listen the recommendations carefully and 
discuss it thoroughly. 

 
4. Explanation of the terminal evaluation recommendation 

Dr. Tomoko Taira, Team Leader, JICA Evaluation Team, explained the overview of the terminal 
evaluation according to the handout ‘Outline of Terminal Evaluation Study on the Project on Sustainable 
Livestock Development for Rural Sindh (PSLD)’. She explained that recommendations to be shared today 
are still not finalized. Based on the feedback from today’s discussion, the terminal evaluation report will be 
revised and finalized. 

She, then, explained recommendations sectioned by A, B and C with the handout ‘Recommendations’. 
 

<A Necessary Measures to be taken by the Project> 
(Discussions & Comments) 
 (Dr. Ali Akbar Soomro, DG) With regards to Output 4, how many people have been trained so far? 
 (Mr. Okabe, Team Leader, PSLD) In the 4 years, above 500 livestock staff was trained by the Project. 

In the last year, human resource strategy was developed. In this year, work shop can be organized to 
discuss how to utilize this strategy. 

 (Dr. Kewal, DD Badin) Trained people should train farmers. 
 (Mr. Bhagat, Director Planning and Monitoring) The Project can add output 5, i.e. train farmers and 

continue calf salvation with the aim of improving breed. 
 (Dr. Noor, Dairy Development officer) Five officers in each theme of management trainings were 

selected. Those trained people should be utilized. PC-I development training should be continued. 
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 (Mr. Okabe) The Project already identified 15 master trainers of social mobilization and project 
management who will impart training to other department staff. The Project is waiting for 
disbursement of PC-I budget to organize training to the Department officers with these master trainers. 

 
 (Dr. Parkash, Director CVDL) With regard to Publicity activities, local FM radio and local cable TV 

can be utilized for dissemination of knowledge of appropriate technology. This was idea shared by 
farmers and extension workers during field visits of evaluation survey. 

 
<B. Necessary Measures to be taken by the Livestock Department> 
(Discussion and Comments) 
 (Dr. Ali Akbar Soomro, DG) Calves purchased for calf center were non-descriptive calves.  Calves 

from high milk yielding buffaloes should be purchased. Breeding bulls maintained at the Livestock 
Farm of the department are more than 25 years old. We want to replace it and produce semen. 

 (Dr. Jamil, Executive director, breeding) The Project can advise on identification of certified bull. 
 (Dr. Jatoi, C/P Genetic improvement) Calves for calf center are those from high milk yield production 

buffalo in Cattle colony. To identify good bull, data is essential. 
 
 (Dr. Parkash) Shall we better go for PC-I extension or application of PC-IV? 
 (Dr. Taira, Team Leader, Evaluation team) Since some indicators in the PDM seem not be able to 

achieve within the current time frame of the Project, the evaluation team would suggest to extend the 
Project period another one year. 

 (The Livestock department) All livestock department officers attended the meeting agreed to go for 
extension of PC-I as well as regularization of extension staff. 

 (Dr. Taira) The schedule and process of PC-I extension needs to be clarified. 
 (Dr. Sarwar, General coordinator of the Project team) These will be clarified with P&D in the meeting 

to be held on 6 Sep. 
 (Mr. Okabe) Our contract with JICA will end in March 2019. If nothing happens till then, the 

extension will be difficult. 
 

<C. Necessary Measures to be taken by the P&D Department> 
(Discussion and Comments) 
 (Dr. Sarwar) We will send this draft documents to the secretary for discussion on 6 Sep. 
 (Dr. Taira) The possible schedule of restructuring of organization needs to be developed. 
 (Dr. Sarwar) Director Animal Husbandry already requested to the Project for support so that the 

directorate could take over the extension activities of the Project. 
 (Mr. Okabe) Are you sure that there are VO/SA who are interested in  extension activities? Some 

might be busy and reluctant to involve such activities. 
 (Dr. Sarwar) Director Animal Husbandry is committed to have such VO/SA to do extension activities. 
 (Dr. Aehtisham, Director Animal Husbandry) Director Animal Husbandry assured the availability of 

such staff for extension activities from the existing staff of the Department. 
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5.  Closing of the meeting 
Dr. Ghulam Sarwar Shaikh, General Coordinator, JICA Team, concluded the meeting by appreciating 

all the participants’ presence in the meeting and remined the meeting schedule on 6 Sep. 
End.  

 

日時： 2018 年 9 月 4 日（日） 15：45 ～ 16：40 

件名： 普及員 5 名に対してのインタビュー 

 所属 役職 氏名 

先方 普及員 5 名 
（うち女性 2 名） 
プロジェクトチーム 

 
 
Gender Specialist 

 
 
Anisa Soomro 
（通訳） 

当方 JICA  
JICA パキスタン事務所 
 

短期専門家（搾乳衛生） 
OJT 

要田 正治 
石立 郁美（記） 
 

場所：プロジェクト事務所（パキスタン、ハイデラバード） 

 
パキスタン国シンド州畜産プロジェクト終了時評価に際し、普及員 5 名に対してインタビューを実

施。プロジェクトチームのジェンダー専門家 Anisa さんが通訳として参加。概要は以下のとおり。 
 
自己紹介 
インタビューに際に簡単に自己紹介を実施。簡単な家族構成や、普及員になった経緯をうかがう。

概要は以下のとおり。 
（先方） 

・ ムハンマド氏。ハイデラバード出身。修士過程に 1 年在籍したあとに、研究所に雇用された。

その後、プロジェクトの普及員として仕事を得た。2016 年より普及員として従事。未婚。 

・ アリフ氏。AI 分野に従事したあと、プロジェクトチームに参加。普及員 3 年目。未婚。 
・ ビビ氏（女性）。2 年間政府系の仕事に従事したあとに、2017 年より普及員として従事。既婚。

15歳と 10歳の 2人の娘の母。夫はビビ氏が本プロジェクトで働いていることに対して協力的。 

・ ライラ氏（女性）。修士課程修了後、2 年間政府系の仕事に従事したあとに、2017 年より普及

員として従事。ジェンダー専門家のアニサ氏とは、同じ職場で働いていた。 

・ ムビン氏。ジャムショロで私立クリニックのオーナーをしていた。2016 年より普及員として

従事。9 歳から 0 歳の 4 人の子どもの父。 
 

インタビュー内容 
自己紹介のあとに、普及員 5 名に対して、インタビューを実施。主なインタビュー内容は以下のと

おり。 
（当方） 

・ 普及員に応募した理由は如何。 
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（先方） 

・ 政府系の仕事であったため。 
・ 当時無職であったため。 
・ これまで、私立クリニックで働いていたため、フィールドで働きたかったため。 

（当方） 

・ 普及員として従事し、最も大きな学びは何か。 
（先方） 

・ 畜産農家の意欲を向上させること。 
・ 地元の畜産農家と働くことの大変さ。 
・ レポートの書き方。 
・ チームでの働き方。 

（当方） 

・ 他の援助機関のプロジェクトと本プロジェクトの違いをどのように感じているか。 
（先方） 

・ 前回のプロジェクトでは、固定給だったが、本プロジェクトは固定給ではなく、給料を上げ

るために、より働くインセンティブがある点が異なる。 

・ 他の援助機関のプロジェクトでは、物資を供与するものが多いが、本プロジェクトでは、畜

産農家に物資ではなく知識を与えることに重きを置いている点で異なる。 
（当方） 

・ 給与が増加したと聞いたが、支出の方法に変化があったのか。 
（先方） 

・ 貯蓄に回している。 
（当方） 

・ 本プロジェクトを通して、自身に何か変化があったか。 
（先方） 

・ 時間厳守や規則正しさを身につけることができた。 
・ 責任感をもつようになった。 

（当方） 

・ 本プロジェクトに従事するなかで困難な点はあったか。 
（先方） 

・ 女性の普及員が、一人で行動することができなかったため、当初は業務に支障をきたした。 
（当方） 

・ 何か JICA 側で改善できることはあるか。 
（先方） 

・ 畜産農家の学びを定着させるため、プロジェクトの継続を希望する。 
・ プロジェクト期間が限られていたため、当初の目標を達成できていない点がある。今後、5

年、10 年とプロジェクトを行っていく必要があると考えている。 
（当方） 

・ プロジェクト期間は有限。プロジェクトが終了したあとに、今回学んだ知識を活かしていく

ことが重要。 
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（先方） 

・ プロジェクトを通して、学んだことを今後も活かしていく所存。 
（当方） 

・ どこでプロジェクトの強化が必要か。 
（先方） 

・ ハイデラバードで更なる支援が必要。忙しい畜産農家が多く、トレーニングに参加できない

者が多くいた。 
（当方） 

・ 普及員にとって最も重要な素質は何か。 
（先方） 

・ 畜産農家への礼儀正しさ。 
・ 意欲。責任感。時間の厳守。 

以 上 
 

Title 8th Steering Committee Meeting 

Date / Time 6th September 2018, 10:00-13:00 

Place Indus Hotel, Hyderabad 

Participants See Attachment 2 

Agenda To share the results of Joint terminal evaluation 

Attachment 1. Meeting Agenda 
2. List of Participants 
3. Presentation materials 

 
1. Recitation from Holy Quran 
 
2. Introduction of the Participants 
 
3. Welcome Address 

Dr. Ali Akbar Soomro, Director General Livestock / Project Coordinator, welcomed the participants 
upon opening the meeting.  

 
4.  Explanation of the Meeting Purpose and Agenda 

Mr. Hiroshi Okabe, Team Leader, JICA Team, explained two main objectives of the meeting. One is to 
share the results of the evaluation on achievement of the Project. Another one is to discuss on sustainability 
of the Project activities. Sustainability of the Project should be pursued by the Livestock Department if the 
Department sees the value of the outcome of the Project. He requested the participants to discuss and 
conclude in writing on countermeasures against the recommendations from the evaluation team so that it 
may become clear to everybody what to do and who is responsible after the meeting. 
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5.  Result of the Joint Evaluation / Evaluation results with 5 criteria 
Mr. Atsushi Suzuki, Consultant, JICA evaluation mission presented the evaluation results with 5 

criteria, namely, relevance, effectiveness, efficiency, impact and sustainability. The achievement level of 
outputs and project purpose is moderate to moderately high. Relevance is high. Effectiveness is moderately 
high. Efficiency, impact and sustainability are moderate. 

  
6.  Result of the Joint Evaluation / Conclusion and Recommendation 

Dr. Tomoko Taira, Team Leader, JICA evaluation mission presented the conclusion and 
recommendations. She concluded that while most of project purposes were achieved, some are yet to be 
achieved due to delay of activities. The Project, therefore, needs to be extended one more year. However, 
the activities are expected to be carried out by the Livestock Department. The role of the Japanese experts 
in the extension period would be limited to monitoring, follow-up and advise. 

She emphasized that for the seamless implementation of the extended project, the request of PC-I 
extension needs to be completed by March 2019 and approved by June 2019. Further, for regularization of 
the Project activities, PC-IV should be submitted by December 2019 and the regular budget should be 
ensured by June 2020. 

She, then, presented the recommendations of the evaluation mission; 1) to the Project, 2) to the 
Livestock Department, and 3) to Planning and Development Department as mentioned in the attached 
presentation materials. 

Six recommendations were made to the Project regarding the activities for 1) Ouptut1, 2) Output 2, 3) 
Output 3, 4) Output 4, and 5) Publicity activities, and 6) Revision of PDM indicators. As for revision of 
PDM indicators, the Project was requested to modify some indicators and get approval at the next steering 
committee. 

Nine recommendations for the Livestock Department and three recommendations to Planning and 
Development Department were made. 

Lastly, she explained that the lesson learnt for the similar-type of projects was that the involvement of 
private sector would ensure the sustainability of the projects. 

 
(Discussion) 
 (Dr. Hafeez-ur-Rehman Kalhoro, P&D Department) He mentioned that since the project period has been 

already extended for one year i-e from June 2018 to June 2019, P&D recommends that project activities 
shall be completed by June 2019 and the PC-IV shall be submitted. However, it depends on the Livestock 
Department whether go for PC-I extension or apply for PC-IV. For the extension of PC-I, it has to be 
approved by the CDWP at federal level if it is foreign funded project.  

 
7.  Remarks by the Secretary 

Mr. Sohail Akbar Shah, Secretary, Livestock & Fisheries Department mentioned that he was glad to 
listen the achievements of the Project. He expressed gratitude to JICA and the project team and highly 
appreciated their efforts. 

In response to the recommendations made by the evaluation team, he made his remarks as follows; 
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 Restructuring of the Department: He made detailed discussion with Mr. Okabe, Team Leader of the Project 
about the restructuring of the Department when he was the Secretary Livestock & Fisheries Department 
last year. He has agreed with the Project proposal and assumes that it has been already proceeded it to the 
Government. He will see where it is now if so. 

 Extension of PC-I and application of PC-IV: He committed that the Livestock Department will make 
efforts to convince P&D Department for the extension of PC-I for one more year i-e June 2020 and then 
application of PC-IV. 

 Appointment of the Project Manager: The newly elected government is strict in observing rules and 
regulation. Additional charges to government officers are no more accepted and also the lower pay scale 
officers are not allowed to be posted on the higher grade posts, hence the proposal of Dr. Muzafer Ali 
Vighio, an officer of BPS-19 has not been approved for posting as the PM (BPS-20).. Due to this, the 
Project Manager now has to be recruited from the market. 

 Extension activities by the Directorate of Animal Husbandry and Breeding activities by the Directorate of 
Animal Breeding: Executive order will be notified by the Secretary to take over extension activities by the 
Directorates of Animal Husbandry and Animal Breeding respectively 

 Creation of revolving fund account: The Secretary committed to get approval from the Finance 
Department to open the revolving fund account for calf salvation. 

 Subsidy, Loan for calf salvation: He mentioned that all these facilities are already available. We just need 
to facilitate and link farmers with these facilities. Moreover, there is a Sindh Board of Investment (BOI) 
under the Government of Sindh that supports farmers to get loans from various financial institutions. 
Farmers may develop small proposal for the purpose and submit to the Board for consideration and 
support. Secretary Livestock is also a member of the BOI, whose members can be invited to the platform 
meeting. 

 (After his remarks, he left the venue due to the other engagement at the District Nawab Shah.) 
 
8.  Discussion in details for the implementation of the recommendation 

Mr. Okabe, Team leader of the JICA Project Team and Dr. Ghulam Sarwar Shaikh, General 
Coordinator, JICA Project Team facilitated the detail discussion on the recommendations made by the 
Evaluation Team. 

(Discussion & Decisions) 
[To the Project] 
 Recommendation for Output 1, 2, 3 and 4 will be continuously carried out by the Project Team by the end 

of January 2019, and then by the initiative of the Livestock Department with advice and guidance of the 
JICA experts during the extension period. 

 (5) Publicity activities: The Livestock Department will appoint a responsible person from any Directorate 
for the Department’s website management and other publicity activities by issuing notification letter. 

 (6) Modification of indicators: The JICA project team will modify some indicators, discuss with the 
Department, and obtain approval at the next SC. 

 (Mr. Bukhari, JICA Pakistan office) He asked who will be leading these publicity activities in the 
Department. 
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 (The Livestock Department) All the participants of the Department agreed that Deputy Project Manager 
will be responsible to lead all these activities. 

[To the Livestock Department] 
 (1) Appointment of PM: The Livestock Department shall complete recruitment of the new PM within 60 

days. 
 （Taira）We have requested JICA Pakistan Office to monitor the progress of new PM recruitment and 

share it with JICA HQ. 
 (2) Smooth approval of disbursement of PC-I budget: Draft Release Order (DRO) for Jul – Dec has 

already submitted to the Secretary. Since the Secretary already committed in his remarks, this will be soon 
approved. After the approval of the Secretary, DRO needs to be approved by the Finance Department. 
DPM should pursue all these process from his end to get DRO through. 

 (3) Extension of PC-I: Once first quarter of budget is released, then, the application process of PC-I 
extension shall be started. For applying extension, information including expenditure sheets, utilization of 
budgets, savings and justification of extension are required. The extension of project period proposal shall 
be developed by the PM/DPM under the supervision of Project Coordinator (DG Livestock). 

 (4) Restructuring of the Department : It was confirmed that Dr. Abdul Qadir Junejo, Executive Director, 
Poultry was appointed as the chairman of the committee  to discuss the proposal with the Key Officers of 
the Department and submit the final proposal to the Secretary Livestock for further necessary action.  He 
will continue to work with the other members for this task 

 (5) Extension activities by the Directorate of Animal Husbandry: The Secretary will soon issue an 
executive order to engage VOs and SAs under Directorate of Animal Husbandry to work for extension 
activities, and Directorate of Animal Breeding for breeding activities 

 (Mr. Okabe) Are there enough staff to work for extension activities currently at the district offices? 
 (Dr. Abdul Qadir Junejo) There will be no shortage of staff. Additional 140 VOs will soon be recruited. 

There are additional posts of 200 SAs and 200 supporting staff. 
 (Mr. Bukhari) DG should issue a letter to assign the trained VOs and SAs to engage in extension activities. 
 (Sarwar) It would be better that the district offices nominate appropriate VOs and SAs, and DG will notify 

them. The pilot districts should prepare the name list within 5 days. 
 (Mr. Okabe) The Project already trained and identified 15 Master trainers in social mobilization and 

project management. These master trainers in social mobilization are better to be engaged with extension 
activities. As for SA, those who are interested in extension activities should be nominated. CBU has the 
list of the master trainers. All the Additional Directors and Deputy Directors Livestock/Animal Husbandry 
from the project pilot districts agreed to take over this responsibility. 

 (6) Notify & Implement SOPs and guidelines: The Project shall issue a request letter to the DG for 
notification of SOPs and guidelines by referring the recommendations of the Evaluation Team, and then it 
will be notified as an official procedures and guidelines to be observed by the Department. 

 (7) Revolving fund: The process of opening revolving fund is in progress. Currently the Livestock 
Department is waiting for the approval of second signatory from the Additional Chief Secretary Livestock. 

 (Mr. Okabe) Can we assign a C/P as one of the signatories for smooth operation of funds? 
 (DG) Ex-PM recommended to have two signatories of DG and PM. 
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 (Dr. Sarwar) The Project shall develop proper TOR for the specific use of the funds and request the 
Department to nominate other signatories who are directly involved in the activities. 

  (8) Publicity Activities: There is a Publicity Officer in Directorate of Animal Breeding .  His role should 
be reactivated. The Secretary should nominate a responsible officer for this task from Directorate of 
Animal Husbandry also 

 (9) Subsidy, Loan: The Project can invite BOI and other relevant stakeholders to the platform meeting. 
[To Planning and Development Department] 
 Three recommendation points were already discussed in the previous discussion. 
 
9.  Closing remarks 

Dr. Parkash Dewani, Leader of Joint Evaluation Team (Pakistan) shared that through the evaluation 
process, he found the Project was concluding with great success, which was different from the other 
projects he experienced before. The tasks given to the Livestock Department is challenging. Nevertheless, 
unless fulfilling these tasks, the sustainability will be questioned. He expressed gratitude to Japanese 
Government, mission members and the Project Team.  

 
10.  Vote of Thanks 

Dr. Ali Akbar Soomro, Director General concluded the meeting by appreciating all the participants’ 
presence in the meeting. 

End. 
 

日時： 2018 年 9 月 7 日（金） 11：00 ～ 11：30 

件名： パキスタン国シンド州畜産案件 終了時評価 終了後次官代理表敬 

 所属 役職 氏名 
シンド州 Government of Sindh,  

Livestock & Fisheries Department 
Secretary (acting) Sohail Akbar Shah 

プロジェクト

チーム 
かいはつマネジメント・コンサルテ

ィング 
熱帯畜産コンサルタント 
 

コンサルタント 
コンサルタント 
コンサルタント 
General Coordinator 

岡部 寛 
原  典子 
富永 秀雄 
Ghulam Sarwar 
Shaikh 

当方 A&M コンサルタント 
JICA  
 
JICA 農村開発部農業・農村開発第一

グループ第一チーム 
JICA パキスタン事務所 
 
 

コンサルタント 
短期専門家（搾乳衛生） 
課長 
調査役 
所長 
National Staff 
所員 
OJT 

鈴木 篤志 
要田 正治 
 
平   知子 
東郷 知沙 
東城 康裕 
Amir Bukhari 
氏家 十穂 
石立 郁美 

場所：シンド州畜産局（パキスタン、カラチ） 
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パキスタン国シンド州畜産プロジェクト終了時評価のプロジェクトチームが終了時評価の報告の

ためシンド州畜産局代理次官を表敬。概要は以下のとおり。 
 
1. 終了時評価に関して報告 

平課長より、代理次官に対してプロジェクトの実施及び終了時評価に対する協力に謝意を表明。

双方で、簡単に終了時評価の内容に関する確認が行われた。主な議論・質疑応答は以下のとおり。 
（平課長） 
・ プロジェクトの実施及び終了時評価に対する協力に感謝。 
・ 終了時評価でシンド州側評価団と JICA 側評価団で署名がなされたことを報告。 
（Akbar 代理次官） 
・ プロジェクトの持続可能性の担保が重要。 
・ 提言がなされたレボルビング・ファンドの設立を約束。 
・ プロジェクトの延長に関しては、内部の手続き上、遅延が生じる可能性があるが善処したい。 
・ プロジェクト・マネージャー（PM）をなるべく早急に雇用するしたい意向。 
・ PM の雇用方法には、ショートリストを作成する方法と全員にインタビューをする方法の 2 種類

がある。 
（Sarwar 氏） 
・ 昨日の会議で、60 日以内に PM を雇用することが約束された。 
（岡部 コンサルタント） 
・ 次官が PM 雇用のための、コミッティーを招集していただくことは可能か。 
（Akbar 代理次官） 
・ 可能だ。インタビューに関しては、ウォークイン・インタビュー（特定の時間と場所を指定し、

来場した候補者にインタビューをする方法）も考えられる。 
・ 組織改編に関するコミッティーに関しては、すでに提案必要書類を提出済み。提案が今どこで閲

覧されているのか、本日確認する。 
・ 9 月 11 日に畜産局内のハイレベル・コミィッティーがあるので、そこで改めて議論したい。 
（東城所長） 
・ 再度、パキスタン事務所からもプロジェクト・マネージャの設定を依頼する。 
・ 予算については、現 PC-Ⅰの執行期間の 2020 年 6 月までの延長を 2019 年 3 月までにすべての手

続きを終え、承認を得られるよう早急に対応いただきたい。少なくとも 10 月中には、貴局で変

更 PC-Ⅰのドラフトを作成し、貴局内で承認をお取りいただきたい。 
・ 組織改編についても正式なシンド州政府内での承認手続きを進めていただきたい。 
（平課長） 
・ PC-Ⅰはいつまでに、延長に関しての書類を提出する必要があるか。 
（Sarwar 氏） 
・ 特に期限はなく、承認までに 3、4 カ月かかるものと理解している。 
・ 9 月 11 日に責任者とタイムラインと確認したい。 
・ また、9 月 11 日には広報担当官の設置についても議論したい。畜産局には、 かつて広報担当官

が設置されていたと理解。 
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（Akbar 代理次官） 
・ 詳細は、メールで連絡願いたい。 
（岡部コンサルタント） 
・ 承知した。 

以 上
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